
世
論
調
査
に
み
る
納
税
者
意
識
の
動
向
 
 

－
 
「
納
税
者
の
反
乱
」
と
「
歳
出
の
反
乱
」
を
中
心
に
し
て
 
ー
 
 
 西

 
野
 
敵
 
雄
 
 

税
務
大
学
校
研
究
部
教
授
 
 
 



二
 
納
税
者
の
反
乱
と
歳
出
の
反
乱
 
 

一
 
は
じ
め
に
 
 

H
 
納
税
者
の
反
乱
 
 

日
 
中
間
選
挙
へ
 
 

日
 
歳
出
の
反
乱
 
 

3
 
提
案
八
号
の
概
要
 
 

2
 
提
案
一
三
号
の
概
要
 
 

1
 
経
 
 
緯
 
 

4
 
影
 
 
響
 
 

1
 
歳
出
の
反
乱
へ
 
 

㈲
 
緊
急
措
置
 
 

旧
 
減
収
見
込
み
と
影
響
見
込
み
 
 

㈲
 
減
税
の
経
済
効
果
 
 

㈹
 
減
収
配
分
と
レ
ソ
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
 
 

㈲
 
政
府
制
度
改
革
諮
問
委
員
会
 
 

目
 
 

二二 二二 ∈∋ ∈∋ ∈∋ ∈う ∈∋ 九 九 九 プu ブし プ〕 九 プL 五 五 プL ノヽ 五 四 ニニ プく プく 六 四 三 ≡三 三 一   



輯
 
納
税
者
の
反
乱
及
び
歳
出
の
反
乱
の
背
景
 
 

l
 
は
じ
め
に
 
 

2
 
個
別
的
検
討
 
 

5
 
歳
出
の
反
乱
の
問
題
点
と
意
義
 
 

3
 
賛
成
・
反
対
の
立
場
 
 

2
 
歳
出
の
反
乱
 
 

4
 
政
府
側
の
対
応
 
 

㈲
 
福
祉
支
出
 
 

㈲
 
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
租
税
負
担
 
 

囲
 
住
民
発
案
制
度
 
 

㈱
 
州
政
府
の
巨
額
な
剰
余
金
 
 

拗
 
財
産
評
価
 
 

U
 
財
産
税
の
増
大
 
 

㈲
 
法
制
上
の
問
 
 

囲
 
今
後
の
見
込
 
 

側
 
近
代
経
済
学
上
の
問
題
点
 
 

m
 
概
 
 
要
 
 

一  九 ノ■ヽ 1ゴ 四 四 二 二二 ＝ 一 －  ⊂⊃ ⊂⊃ 九 ノ‾し 六   



三
 
納
税
者
意
識
と
納
税
意
識
 
 

H
 
政
府
間
関
係
と
A
・
C
・
Ⅰ
・
R
 
 

H
 
A
・
C
・
Ⅰ
・
R
調
査
 
 

3
 
ま
と
め
 
 

l
 
調
査
方
法
・
注
意
事
項
 
 

2
 
質
問
事
項
 
 

4
 
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
税
負
担
 
 

3
 
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
政
府
 
 

5
 
税
の
公
平
虔
 
 

6
 
 

7
 
 m

 
政
府
の
非
効
率
性
 
 

地
方
財
政
危
磯
 
 

租
税
特
別
措
置
等
 
 

も
っ
と
も
不
公
平
な
租
税
 
 

財
産
税
が
不
満
と
さ
れ
る
理
由
 
 

も
っ
と
も
公
平
な
租
税
 
 

連
邦
政
府
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
財
政
援
助
 
 

レ
ベ
ニ
ュ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
 
 

三 三 三 三 三 三 三 三  

三 三 三 三 三 三 三 三 三         五 五 五 五 五 五 五 五 五 四 四 四 四 四 四 三 三 九 八 六 六 四 二 一 一 ○ 〈 五 二 二 0 0 八 五   



四
 
お
わ
り
に
 
 

囲
 
日
本
の
納
税
意
識
と
納
税
者
意
識
 
 

臼
 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
近
の
動
き
 
 

英
文
文
献
目
録
 
 

別
表
（
1
～
1
5
）
 
 

9
 
要
 
 

3
 
国
民
選
好
度
調
査
 
 

2
 
市
民
生
活
研
究
会
調
査
と
総
理
府
調
査
 
 

1
 
読
売
・
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
 
 

8
 
増
税
の
手
段
 
 

糾
 
税
に
対
す
る
 
 

㈱
 
連
邦
政
府
の
増
税
の
方
法
 
 

佃
 
財
産
税
を
軽
減
す
る
た
め
の
方
法
 
 

Ⅲ
 
州
政
府
が
増
税
を
行
う
場
合
 
 

㈱
 
公
平
感
 
 

㈲
 
税
負
担
に
対
す
る
考
え
方
 
 

入  

九  
三  ⊂⊃   

七 一ヒ7  三三 三 三 三 ≡三 ．≡三 ≡三 三 三三 ≡三 三三 ≡三   セ ーセ＝ 一日 セ ーヒ； －ヒ； 六 ブく 六  六 六 六  
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一
 
は
 
じ
 
め
 
に
 
 
 

一
九
七
入
年
六
月
六
日
の
住
民
投
票
に
お
い
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
住
民
は
、
約
二
対
一
の
大
差
（
四
一
九
万
票
対
二
二
六
万
票
）
 
 

で
、
「
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ソ
三
こ
（
提
案
1
3
号
）
 
を
可
決
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
八
年
七
月
一
日
か
ら
州
憲
法
の
一
部
と
し
て
成
立
し
、
 
 

発
効
し
た
。
こ
の
提
案
一
三
号
ほ
、
正
式
に
は
、
「
税
の
制
限
 
－
 
住
民
発
案
に
よ
る
憲
法
修
正
」
（
、
r
a
千
L
i
m
i
t
a
ど
n
l
H
n
i
t
i
a
t
i
く
e
 
 

C
O
ロ
S
t
i
t
u
t
i
O
ロ
a
－
A
m
e
n
d
m
e
n
t
）
と
よ
ば
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
住
民
発
案
（
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
 
と
し
て
、
他
の
薬
価
と
並
ん
で
 
 

同
日
に
住
民
投
票
に
か
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
の
成
立
の
余
波
は
、
あ
ま
り
に
す
さ
ま
じ
く
、
「
納
税
者
の
反
乱
」
（
t
賀
p
P
y
e
r
、
s
r
e
さ
ー
t
こ
a
舛
r
e
く
○
吉
、
「
減
税
地
震
」
（
t
冒
雲
a
k
e
）
 
 

と
も
呼
称
さ
れ
た
。
全
米
に
伝
え
ら
れ
、
一
九
七
八
年
の
中
間
選
挙
の
大
き
な
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
は
・
か
、
日
本
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
 
 

伝
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
い
っ
た
ん
形
の
上
で
は
納
税
者
の
反
乱
が
静
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
も
み
ら
れ
う
る
が
、
一
方
で
は
「
歳
出
の
反
 
 

乱
」
（
s
p
e
ロ
d
i
n
g
r
e
く
○
－
t
）
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は
新
た
な
反
乱
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
か
っ
 
 

（
注
1
）
 
 
 

納
税
者
の
反
乱
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
新
聞
紙
上
で
も
報
道
さ
れ
た
し
、
い
く
つ
か
の
解
説
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
米
国
の
 
 

納
税
道
義
は
高
い
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
納
税
者
意
識
・
納
税
意
識
が
変
っ
た
の
か
ど
う
か
、
地
方
税
の
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
税
一
般
 
 

の
問
題
と
し
て
も
考
え
る
べ
き
で
ほ
な
い
か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
必
ら
ず
し
も
満
足
す
る
も
の
ほ
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
 
 
 

私
も
納
税
者
の
反
乱
に
関
す
る
資
料
を
集
め
て
い
る
う
ち
に
、
「
政
府
と
税
に
関
す
る
民
衆
の
態
度
動
向
」
 
（
C
訂
点
官
g
 
P
旨
－
i
c
 
 

A
t
t
i
t
u
d
e
s
 
O
ロ
G
ぎ
e
r
n
m
e
n
t
s
賀
d
 
T
賀
e
S
）
（
以
下
「
A
・
C
・
Ⅰ
・
R
調
査
」
と
よ
ぶ
。
）
と
い
う
興
味
深
い
A
・
C
・
Ⅰ
・
R
の
調
 
 

二
九
一
 
 
 



二
九
二
 
 

査
を
米
国
在
勤
中
の
友
人
の
協
力
に
よ
り
入
手
で
き
た
。
ま
た
、
お
り
か
ら
、
日
本
・
ア
メ
リ
カ
の
納
税
者
意
識
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
世
 
 

論
調
査
も
発
表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
前
述
の
A
・
C
，
Ⅰ
・
R
調
査
の
資
料
を
紹
介
し
つ
つ
、
世
論
調
査
に
み
る
納
税
者
意
識
と
い
う
観
点
 
 

か
ら
、
納
税
者
の
反
乱
・
歳
出
の
反
乱
に
つ
い
て
の
資
料
を
整
理
す
る
こ
と
を
ネ
ラ
イ
と
し
て
、
本
稿
に
着
手
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
日
本
の
 
 

納
税
者
意
識
。
納
税
意
識
と
比
較
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

（
注
l
）
 
い
ろ
い
ろ
の
報
道
解
説
の
う
ち
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
 
 

千
 
黒
田
克
彦
「
米
国
に
み
る
均
衡
財
政
主
義
の
〃
復
権
〃
」
週
刊
東
洋
経
済
昭
和
五
四
年
八
月
四
日
号
。
 
 

〔
補
注
〕
 
脱
稿
後
、
次
の
論
稿
を
入
手
し
た
の
で
、
附
記
す
る
。
『
米
国
の
「
納
税
者
の
反
乱
」
こ
の
一
年
』
の
シ
リ
ー
ズ
を
な
す
。
 
 

イ
 
林
省
吾
「
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ソ
1
3
の
影
響
」
税
務
経
理
昭
和
五
四
年
八
月
一
七
日
号
。
 
 

ロ
 
同
「
ア
ラ
ソ
・
ポ
ス
ト
諮
問
委
貞
会
の
答
申
の
概
要
」
税
務
経
理
昭
和
五
四
年
八
月
二
一
日
号
。
 
 

ハ
 
間
『
「
納
税
者
の
反
乱
」
を
め
ぐ
る
一
考
察
』
税
務
経
理
昭
和
五
四
年
八
月
二
八
日
号
。
 
 
 

ト へ ホ ニ ハ ロ イ   

能
勢
邦
之
「
よ
り
能
率
的
な
政
府
を
要
求
」
（
日
本
経
済
新
聞
昭
和
五
四
年
一
月
一
四
日
）
（
以
下
、
「
能
勢
（
Ⅰ
）
」
と
よ
ぶ
。
）
 
 
 

同
『
米
国
「
納
税
者
の
反
乱
」
の
教
訓
』
エ
コ
ノ
、
、
、
ス
ト
一
九
七
九
年
三
月
六
日
（
以
下
「
能
勢
（
Ⅱ
）
」
と
よ
ぶ
。
）
 
 
 

同
「
米
国
の
ク
納
税
者
の
反
乱
〃
と
行
財
政
改
革
の
方
向
」
税
務
経
理
昭
和
五
四
年
三
月
三
〇
日
号
（
以
下
「
能
勢
（
Ⅲ
）
」
と
よ
ぶ
。
）
 
 
 

岩
田
規
久
男
「
米
国
を
養
う
納
税
者
の
反
乱
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
一
九
七
九
年
四
月
五
日
号
（
以
下
「
岩
田
」
と
よ
ぶ
。
）
 
 
 

林
 
省
吾
「
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ソ
1
3
の
概
要
と
論
点
」
税
務
経
理
昭
和
五
三
年
六
月
三
〇
日
号
（
以
下
「
林
（
Ⅰ
）
」
と
よ
ぶ
。
）
 
 
 

同
「
緊
急
措
置
の
概
要
と
影
響
度
」
税
務
経
理
昭
和
五
三
年
八
月
二
二
日
号
（
以
下
「
林
（
Ⅱ
）
」
、
と
よ
ぶ
。
）
 
 
 

香
山
充
弘
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
減
税
を
求
め
る
住
民
投
票
（
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ソ
1
3
）
に
つ
い
て
」
地
方
税
七
八
年
一
〇
月
 
 

号
（
以
下
「
香
山
」
と
よ
ぶ
。
）
 
 



H
 
納
税
者
の
反
乱
 
 

1
 
経
 
 
緒
 
 

川
 
ジ
ャ
ー
ビ
ス
は
、
減
税
主
義
者
で
あ
る
P
・
ガ
ソ
と
組
ん
で
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
く
す
ぶ
っ
て
き
た
財
産
税
減
税
運
動
を
、
す
す
め
て
 
 

き
た
。
そ
の
運
動
を
す
す
め
る
た
め
、
彼
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
雇
い
、
一
二
〇
万
ド
ル
の
資
金
を
調
達
し
、
フ
㌢
－
ド
マ
ン
教
授
 
 

と
い
っ
た
大
物
を
よ
ん
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
提
案
一
三
号
は
、
一
九
七
八
年
春
、
一
五
〇
万
人
の
署
名
を
集
め
る
 
 

こ
と
に
成
功
し
、
住
民
投
票
に
か
け
る
資
格
を
得
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
八
年
六
月
六
日
、
住
民
投
票
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
今
回
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
住
民
で
あ
る
ハ
ワ
∴
－
ド
・
ジ
ャ
ー
ビ
ス
 
 

（
H
O
W
胃
d
J
a
r
ま
s
‥
納
税
者
棟
構
連
盟
へ
〈
已
n
i
訂
d
O
r
g
a
n
i
N
註
。
n
O
f
T
買
p
P
y
e
乳
〉
 
議
長
）
 
と
ポ
ー
ル
・
ガ
ン
（
住
民
擁
護
団
体
の
議
 
 

長
）
の
二
人
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
課
税
制
隈
を
め
ぐ
る
イ
：
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
毎
回
が
初
め
て
で
は
な
い
。
 
 

一
九
六
八
年
に
、
ワ
ト
ソ
ソ
（
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
カ
ウ
ソ
テ
ィ
の
財
産
評
価
員
）
が
、
財
産
税
を
市
場
価
格
の
一
％
を
上
限
と
す
る
提
 
 

案
を
、
住
民
投
票
に
か
け
た
。
彼
は
、
四
年
後
に
も
同
じ
よ
う
な
捏
案
（
提
案
一
四
号
）
を
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
、
ほ
ぼ
二
対
一
で
 
 

否
決
さ
れ
た
9
 
 
 

ワ
ト
ソ
ソ
提
案
と
は
ぼ
同
じ
よ
う
な
提
案
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ー
ビ
ス
は
、
一
九
七
四
年
署
名
集
め
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ー
ビ
ス
 
 

二
九
三
 
 
 

二
 
納
税
者
の
反
乱
と
歳
出
の
反
乱
 
 



二
九
四
 
 

（
注
2
）
 
 

ほ
、
最
近
時
の
知
事
選
挙
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
選
挙
民
の
八
％
の
署
名
を
得
る
の
に
、
失
敗
し
た
。
 
 
 

こ
の
は
か
、
一
九
七
三
年
一
一
月
三
日
の
提
案
一
号
「
リ
ー
ガ
ソ
租
税
お
よ
び
歳
出
制
限
発
議
」
（
R
e
g
a
n
 
T
a
H
 
a
ロ
d
 
E
握
e
n
d
i
t
焉
e
 
 

L
i
m
i
t
a
t
i
。
ロ
H
ロ
i
t
i
a
t
i
く
e
）
が
有
名
で
、
州
政
府
の
租
税
お
よ
び
歳
出
を
州
の
個
人
所
得
の
比
率
ま
で
制
限
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
 
 

こ
れ
は
、
実
は
州
立
法
の
法
案
と
し
て
投
薬
さ
れ
た
が
、
立
法
に
失
敗
し
た
た
め
、
州
政
府
の
歳
出
の
削
減
と
減
税
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
 
 

（
注
3
）
 
 

た
リ
ー
ガ
ソ
州
知
事
が
、
州
規
模
の
発
纂
の
形
式
に
よ
っ
て
有
権
者
に
直
接
訴
え
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
特
別
投
票
は
、
反
 
 

対
五
四
％
、
賛
成
四
六
％
で
否
決
さ
れ
た
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
当
時
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
有
槍
者
は
、
現
行
の
州
税
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
給
付
レ
ベ
ル
に
満
足
し
て
い
る
と
 
 

想
定
さ
れ
て
い
た
。
 
 

（
注
2
）
 
新
し
い
法
律
の
持
薬
を
住
民
投
票
に
か
け
る
場
合
に
は
五
％
で
十
分
で
あ
る
が
、
州
憲
法
の
改
正
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
八
％
を
 
 

要
し
た
。
 
 

（
注
3
）
 
大
統
領
選
の
有
力
候
補
の
一
人
の
プ
ラ
ウ
ソ
知
事
の
対
応
ぶ
り
に
つ
い
て
も
、
大
統
領
選
が
影
を
お
と
し
て
い
る
。
 
 

（
注
4
）
 
石
村
新
治
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
住
民
投
票
に
よ
る
減
税
と
予
算
削
減
」
税
理
七
八
年
一
〇
月
号
一
五
七
貢
参
照
。
 
 
 

2
 
提
案
〓
ニ
号
の
概
要
 
 

（
注
5
）
 
 
 

提
案
〓
二
号
は
、
住
民
発
案
制
度
を
利
用
と
し
て
、
地
方
税
財
政
制
度
に
関
す
る
州
憲
法
の
修
正
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
り
、
財
産
税
の
 
 

（
注
6
）
 
 

大
幅
減
税
を
主
た
る
内
容
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
略
記
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

①
 
財
産
税
の
最
高
税
額
を
時
価
の
一
％
と
す
る
（
州
の
平
均
実
効
税
率
は
二
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
）
 
 

（
注
7
）
 
 
 

②
 
財
産
税
は
カ
ウ
ソ
テ
ィ
が
徴
収
し
、
州
法
に
基
づ
い
て
管
内
地
方
団
体
に
分
配
す
る
。
（
現
行
制
度
下
で
は
、
カ
ウ
ソ
テ
ィ
・
市
・
 
 
 



特
別
区
等
の
地
方
団
体
が
独
自
の
税
率
を
決
定
し
、
必
要
収
入
額
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
）
。
 
 
 

③
 
初
年
度
の
財
産
税
額
の
決
定
に
用
い
ら
れ
る
財
産
の
時
価
ほ
、
一
九
七
五
年
三
月
1
日
現
在
の
も
の
と
す
る
。
初
年
度
以
降
の
課
税
 
 

用
評
価
額
の
上
昇
率
ほ
、
年
二
％
と
上
限
を
す
る
。
 
 
 

④
 
州
に
 

⑤
 
地
方
政
府
に
お
け
る
特
別
税
の
創
設
ほ
、
有
権
者
の
三
分
の
二
以
上
の
承
認
を
必
要
と
す
る
。
 
 
 

⑥
 
④
及
び
⑤
に
か
か
わ
ら
ず
、
州
及
び
地
方
政
府
に
お
け
る
不
動
産
に
関
す
る
新
税
の
創
設
を
禁
止
す
る
。
 
 
 

⑦
 
す
べ
て
の
提
案
内
容
は
、
一
九
七
八
年
七
月
一
日
よ
り
発
効
す
る
。
た
だ
し
、
④
は
承
認
さ
れ
た
翌
日
よ
り
発
効
す
る
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
の
提
案
に
つ
い
て
ほ
、
．
「
憲
法
を
r
e
鼓
e
す
る
も
の
で
あ
り
、
a
m
e
n
d
の
権
限
の
み
を
認
め
た
憲
法
の
規
定
を
逸
脱
す
る
 
 

も
の
で
あ
る
。
」
、
「
憲
法
上
発
議
は
一
項
日
に
限
ら
れ
る
の
に
、
課
税
制
限
規
定
の
他
に
定
足
数
の
修
正
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て
憲
法
蔽
反
す
 
 

（
注
8
）
 
 

る
。
」
等
の
違
憲
訴
訟
に
よ
る
挑
戦
を
受
け
た
。
し
か
し
、
州
最
高
数
は
、
た
っ
た
六
週
間
で
合
憲
の
判
決
を
下
し
た
。
 
 

（
注
5
）
 
「
冒
。
甘
r
t
y
T
覧
」
は
、
「
財
産
税
」
と
普
通
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
こ
れ
に
従
う
。
し
か
し
、
日
本
の
終
戦
後
の
財
産
覿
と
異
な
 
 

り
、
固
定
資
産
税
に
む
し
ろ
近
い
。
ま
た
、
州
税
で
は
な
く
、
カ
ウ
ソ
テ
ィ
や
市
町
村
・
特
別
区
の
観
で
あ
る
が
、
提
案
〓
二
号
の
成
立
後
、
 
 

若
干
仕
組
が
修
正
さ
れ
た
。
 
 

な
お
、
財
産
税
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
香
山
三
〇
ユ
ニ
二
貢
、
前
掲
石
村
一
五
八
～
一
六
一
貫
、
湯
浅
富
一
「
ア
メ
リ
カ
の
P
r
O
p
e
r
t
y
 
 

T
巴
こ
不
動
産
鑑
定
一
九
七
八
年
九
月
号
、
シ
ョ
ウ
・
サ
ト
ウ
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
財
産
税
制
度
」
日
本
法
学
四
三
巻
二
号
参
照
。
 
 

（
注
6
）
 
詳
訳
に
つ
い
て
は
、
加
藤
栄
一
「
全
米
を
ゆ
る
が
し
た
課
税
制
限
の
住
民
投
票
 
－
 
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ソ
一
三
」
自
治
研
 
 

究
五
四
巻
九
号
四
三
頁
参
照
。
そ
の
は
か
、
林
（
Ⅰ
）
も
参
照
。
 
 

な
お
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
素
人
が
作
る
の
で
、
あ
い
ま
い
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
特
別
税
」
と
は
何
か
法
定
さ
れ
て
い
な
 
 

い
。
前
掲
加
藤
五
一
貫
参
照
。
 
 

二
九
五
 
 
 



二
九
六
 
 

（
注
7
）
 
郡
又
は
県
と
も
訳
さ
れ
る
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
地
方
自
治
制
度
に
つ
い
て
は
、
金
子
清
著
「
ア
メ
リ
カ
の
地
方
自
治
」
良
書
普
及
会
刊
、
 
 

金
子
善
次
郎
著
「
米
国
連
邦
制
度
 
－
 
州
と
地
方
団
体
」
同
会
刊
参
照
。
 
 
 

3
 
提
案
入
号
の
概
要
 
 
 

提
案
一
三
号
が
、
住
民
投
票
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
は
、
一
二
億
ド
ル
の
財
産
税
払
戻
法
案
を
採
 
 

択
し
た
。
こ
の
案
を
基
礎
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
側
か
ら
住
民
投
票
に
付
さ
れ
た
の
が
、
提
案
八
号
で
あ
っ
て
、
提
案
一
三
号
よ
り
穏
や
 
 

か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

そ
の
内
容
は
、
①
財
産
税
一
律
三
〇
％
減
。
②
州
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
の
支
出
の
伸
び
を
、
平
均
個
人
所
得
の
伸
び
に
結
び
つ
け
 
 

（
注
9
）
 
 

る
。
③
借
家
人
に
年
七
五
ド
ル
の
現
金
払
戻
し
を
行
う
な
ど
で
あ
っ
た
 

提
案
八
号
は
、
提
案
一
三
号
と
同
時
に
採
決
を
求
め
ら
れ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
提
案
〓
ニ
号
が
可
決
さ
れ
、
提
案
入
号
は
五
三
対
四
七
 
 

で
否
決
さ
れ
た
っ
住
民
の
税
を
め
ぐ
る
感
情
の
高
ま
り
に
対
す
る
州
政
府
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
対
応
ぶ
り
に
、
住
民
は
不
満
足
の
意
を
示
し
 
 

た
の
で
あ
a
て
 

（
注
9
）
 
鶴
谷
寿
「
ア
メ
リ
カ
の
反
税
斗
争
に
学
べ
」
現
代
昭
和
五
三
年
一
一
月
号
一
三
〇
貢
、
近
藤
健
「
減
税
パ
ワ
ー
に
揺
れ
る
米
国
－
 
住
民
投
 
 

票
が
生
ん
だ
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
一
九
七
八
年
七
月
一
一
日
号
、
と
く
に
そ
の
六
一
貫
参
照
。
 
 

4
 
影
 
 
響
 
 

じ
 
減
収
見
込
み
と
影
響
見
込
み
 
 
 

一
九
七
八
・
－
－
一
九
七
九
年
度
に
お
け
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
財
産
税
収
入
の
見
込
額
は
、
州
全
体
で
約
一
二
四
億
ド
ル
に
達
し
て
い
 
 
 



た
。
こ
れ
は
、
州
内
の
地
方
公
共
団
体
全
収
入
の
四
〇
％
に
相
当
し
、
各
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
提
案
一
三
号
の
成
立
に
よ
っ
て
、
七
〇
億
ド
ル
の
減
収
濫
な
る
と
試
算
さ
れ
た
。
こ
の
減
収
額
は
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
財
 
 

産
税
収
入
額
の
紛
六
割
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
個
人
所
得
税
・
法
人
所
得
税
を
主
要
財
源
と
す
る
州
政
府
は
、
あ
ま
り
直
接
的
影
響
を
 
 

受
け
て
い
な
い
 
（
表
1
の
①
参
照
）
。
 
 
 

こ
の
た
め
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
財
源
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
、
補
て
ん
財
源
の
確
保
が
実
現
し
な
け
れ
ば
、
縮
少
し
 
 

た
歳
入
規
模
に
見
合
う
よ
う
歳
出
規
模
を
大
幅
に
縮
少
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
ぬ
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
に
一
般
財
源
 
 

と
し
て
の
財
産
税
収
入
を
主
た
る
財
源
と
し
て
き
た
消
防
∵
警
察
・
教
育
。
清
掃
等
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
幅
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
 
 

（
注
1
0
）
 
 

低
下
す
る
と
い
う
危
機
を
迎
え
た
。
 
 
 

こ
う
し
て
、
消
防
・
警
察
・
教
育
等
と
い
っ
た
基
本
的
か
つ
重
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
伝
統
的
に
財
産
税
収
入
を
主
た
る
財
源
と
し
て
賄
っ
 
 

て
き
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
地
方
税
財
政
制
度
ほ
勿
論
、
制
度
の
根
幹
に
か
か
わ
る
大
幅
減
税
を
遺
択
し
た
納
税
者
に
と
っ
て
、
 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
と
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
性
格
に
見
合
っ
た
適
正
な
財
源
の
確
保
（
納
税
者
側
か
ら
は
適
正
な
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
 
 

る
。
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
慎
重
な
検
討
が
望
ま
れ
る
に
至
っ
た
。
 
 
 

そ
こ
で
、
各
地
方
公
共
団
体
ほ
、
こ
の
た
め
混
乱
状
態
に
陥
り
、
各
様
の
仕
方
で
経
費
の
削
減
に
着
手
し
た
。
し
か
し
、
チ
エ
を
し
ぼ
 

た
新
財
源
探
し
も
、
提
案
二
二
号
の
た
め
思
う
に
い
か
な
か
っ
た
。
 
 
 

当
初
、
減
収
が
補
て
ん
さ
れ
ず
、
か
つ
新
税
の
創
設
等
に
よ
る
増
収
が
実
現
し
な
い
場
合
に
は
、
例
え
ば
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
 
 

は
、
①
五
、
五
〇
〇
人
（
全
体
の
約
二
〇
％
）
以
上
の
市
職
員
の
解
雇
、
②
警
察
・
消
防
経
費
の
三
分
の
一
削
減
、
③
市
と
病
院
運
営
費
の
 
 

四
分
の
一
削
減
、
④
市
電
・
市
バ
ス
の
料
金
の
二
倍
以
上
の
値
上
げ
、
⑤
図
書
館
経
費
の
八
〇
％
削
減
、
⑥
公
園
娯
楽
施
設
運
営
費
の
大
幅
 
 

二
九
七
 
 
 



二
九
八
 
 

削
減
等
が
不
可
避
と
な
る
と
考
え
ら
れ
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
市
は
、
一
九
八
四
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
返
上
も
し
ん
け
ん
に
検
討
し
た
。
 
 
 

こ
の
は
か
、
賃
金
の
凍
結
、
公
共
プ
ー
ル
の
閉
鎖
、
夏
季
学
級
の
中
止
、
義
務
教
育
の
各
後
施
設
の
計
画
の
締
少
等
が
各
地
方
公
共
団
体
 
 

で
構
想
さ
れ
た
。
 
 
 

ま
た
、
道
路
清
掃
費
の
徴
収
等
の
公
共
料
金
の
新
規
徴
収
な
い
し
引
上
げ
が
各
地
で
構
ぜ
ら
れ
、
エ
ソ
ブ
ル
ウ
ッ
ド
市
に
至
っ
て
は
消
防
 
 

水
量
税
な
る
も
の
を
考
え
た
。
そ
し
て
、
メ
イ
ン
州
は
、
主
要
な
税
源
で
あ
る
企
業
が
他
州
に
転
出
す
る
こ
と
を
抑
え
る
べ
く
、
転
出
に
対
 
 

す
る
ペ
ナ
・
ル
テ
ィ
と
し
て
、
解
雇
さ
れ
る
労
働
者
に
特
別
に
多
額
の
退
職
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
内
容
の
法
律
を
制
定
す
る
 
 

（
注
n
）
 
 

に
到
っ
た
。
こ
の
メ
イ
ン
方
式
に
疑
似
し
た
方
法
ほ
、
他
の
州
で
も
検
討
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
 

（
注
1
0
）
 
 
 

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
一
大
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
職
員
の
解
雇
で
あ
る
。
ま
ず
、
警
察
・
消
防
・
清
掃
に
従
事
す
る
職
員
の
解
雇
が
始
 
 

（
注
1
3
）
 
ま
り
、
最
悪
の
場
合
四
〇
万
人
も
の
労
働
者
が
そ
の
職
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
と
み
ら
れ
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
慣
行
で
ほ
、
同
一
職
場
で
の
勤
務
年
数
の
短
い
労
働
者
に
は
、
婦
人
労
働
者
や
若
年
層
、
及
び
長
い
間
人
 
 

種
差
別
に
さ
ら
さ
れ
、
民
主
党
政
権
の
差
別
撤
廃
政
策
に
よ
り
そ
の
地
位
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
黒
人
や
プ
エ
ル
ト
リ
コ
人
等
が
多
い
の
 
 

が
実
情
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
多
数
の
黒
人
職
員
を
有
す
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
長
が
、
「
こ
の
提
案
ほ
人
種
差
別
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
 
 

（
注
1
1
・
1
2
）
 
 

社
会
不
安
の
誘
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
た
は
ど
で
あ
っ
た
。
 
 

（
荘
1
0
）
 
こ
う
し
た
各
地
方
公
共
団
体
の
混
乱
状
態
に
つ
い
て
は
、
林
（
Ⅰ
）
六
貢
、
香
山
、
前
掲
鶴
谷
、
原
康
「
住
民
パ
ワ
ー
に
よ
る
経
済
改
革
」
経
 
 

済
評
論
一
九
七
九
年
四
月
号
参
照
。
 
 

な
お
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
市
で
は
、
黒
人
の
ブ
ラ
ッ
・
ト
レ
ー
市
長
が
警
官
一
、
〇
八
〇
人
を
含
む
市
職
員
八
、
≡
0
0
人
の
解
雇
計
画
を
発
 
 

表
し
た
と
こ
ろ
、
市
職
員
の
反
対
で
撤
回
の
う
き
日
を
み
た
。
 
 

ま
た
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
、
市
職
員
二
千
人
が
一
時
帰
休
し
、
時
間
外
手
当
の
廃
止
、
市
営
交
通
機
関
の
値
上
げ
の
権
限
が
議
会
 
 
 



に
与
え
ら
れ
た
。
 
 

自
治
実
務
セ
ミ
ナ
⊥
七
染
二
二
号
「
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ソ
三
石
波
」
、
前
掲
近
埜
ハ
二
貢
参
照
。
 
 

名
東
孝
二
「
欧
米
の
反
税
闘
争
が
教
え
る
も
の
ー
財
政
民
主
主
義
確
立
の
た
め
に
」
公
明
昭
和
五
三
竺
○
月
号
参
照
。
 
 

「
『
納
税
者
の
反
乱
』
の
意
味
す
る
も
の
」
経
済
七
八
年
九
月
号
参
照
。
こ
の
論
者
ほ
、
こ
の
反
乱
は
広
範
な
人
民
階
層
の
生
活
と
権
利
に
対
 
 

す
る
根
深
い
攻
撃
の
〓
柄
で
あ
る
と
、
客
観
的
に
は
評
価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
 
 

し
か
し
、
こ
の
見
方
ほ
、
あ
ま
り
に
も
公
式
的
で
あ
る
し
、
「
反
税
」
的
性
格
を
み
る
点
で
妥
当
で
ほ
な
い
と
考
え
る
。
プ
ジ
ャ
ー
ド
運
動
 
 

は
ま
さ
に
反
瀧
運
動
で
ぁ
る
が
、
納
税
者
の
反
乱
は
、
政
府
の
効
率
性
を
求
誓
運
動
で
ゑ
こ
て
、
形
の
上
だ
け
の
減
税
運
動
に
す
ぎ
な
い
と
 
 

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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国
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世
辞
‥
功
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佃
 
緊
急
措
置
 
 

そ
の
た
め
、
当
面
、
州
政
府
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
た
め
に
、
何
ら
か
の
財
政
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
 
 
 

ま
ず
、
連
邦
政
府
ほ
、
一
九
七
入
年
六
月
十
四
日
、
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
事
態
が
ど
う
発
展
す
る
か
連
邦
政
府
は
注
目
し
て
み
て
い
く
 
 

つ
も
り
で
あ
る
。
」
と
述
べ
た
も
の
の
、
特
別
な
財
政
援
助
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
提
案
〓
ニ
号
の
意
義
に
つ
い
て
、
ビ
ッ
グ
・
 
 

（
注
1
4
）
 
ガ
バ
メ
ン
ト
へ
の
支
持
が
限
界
に
達
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
の
見
解
を
表
明
し
た
幹
部
が
出
現
し
た
。
 
 
 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ブ
ラ
ウ
ソ
知
事
は
、
「
提
案
一
三
号
の
実
効
化
の
た
め
全
力
を
あ
げ
」
、
「
州
政
府
に
つ
い
て
も
そ
の
財
政
規
模
を
 
 

縮
少
す
る
た
め
歳
出
の
減
額
を
検
討
す
る
」
と
と
も
に
、
直
ち
に
地
方
財
政
の
窮
乏
を
救
う
た
め
の
緊
急
対
策
に
取
り
組
む
決
意
を
表
明
し
 
 

（
注
1
5
）
 
 

た
。
こ
れ
を
受
け
、
州
政
府
に
よ
る
緊
急
地
方
財
政
対
策
が
、
州
議
会
で
旧
会
計
年
度
終
了
直
前
の
一
九
七
入
年
六
月
三
十
日
に
議
決
さ
 
 

れ
、
一
九
七
八
－
一
九
七
九
年
度
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
7
州
予
算
も
同
七
月
六
日
成
立
し
た
。
 
 
 

こ
れ
に
よ
り
、
一
九
七
七
1
一
九
七
入
年
度
末
に
お
い
て
予
想
さ
れ
る
約
五
〇
億
ド
ル
の
州
剰
余
金
（
こ
れ
が
納
税
者
の
反
乱
の
誘
因
の
 
 

一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
）
 
の
う
ち
、
四
一
億
二
、
二
〇
〇
万
ド
ル
が
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
減
収
補
て
ん
措
置
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
 
 （

注
1
6
）
 
 

な
り
、
カ
ウ
ソ
テ
ィ
、
市
、
学
校
区
、
特
別
区
に
対
し
て
、
一
定
の
交
付
基
準
に
基
づ
き
、
財
政
援
助
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 
 

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
資
金
ぐ
り
対
策
と
し
て
短
期
の
緊
急
資
金
制
度
が
創
設
さ
れ
た
は
か
、
財
産
税
の
課
税
方
式
が
各
地
方
公
共
団
 
 

体
の
自
主
的
決
定
に
ま
か
せ
ら
れ
て
い
た
制
度
か
ら
、
カ
ウ
ソ
テ
ィ
政
府
が
一
括
徴
収
し
た
あ
と
、
案
分
方
式
に
よ
り
カ
ウ
ソ
テ
ィ
、
市
、
 
 

学
校
区
及
び
そ
の
他
の
特
別
区
間
に
配
分
す
る
方
式
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
 
 
 

こ
う
し
た
州
の
緊
急
地
方
財
政
対
策
ぬ
よ
り
、
各
地
方
公
共
団
体
は
、
小
康
状
態
を
保
ち
、
平
静
を
取
り
戻
し
た
。
州
財
政
援
助
交
付
金
 
 
 



四
一
億
二
、
二
〇
〇
万
ド
ル
に
よ
る
禰
て
ん
措
置
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
予
算
規
模
は
、
平
均
し
て
前
年
度
の
九
〇
％
前
後
の
水
準
に
 
 

ま
で
回
復
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
増
税
、
料
金
等
の
引
き
上
げ
、
経
費
の
節
減
と
事
務
の
簡
素
化
及
び
事
業
の
見
直
し
等
 
 

の
緊
急
対
策
に
よ
り
、
地
方
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
は
、
は
ぼ
前
年
度
並
み
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
 
 
 

多
く
の
地
方
公
共
団
体
ほ
、
緊
急
削
減
計
画
を
練
り
直
し
た
。
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
よ
う
に
、
職
員
解
雇
計
画
を
引
っ
こ
め
た
り
、
一
博
 
 

解
雇
の
職
員
を
復
帰
さ
せ
富
市
町
村
も
現
わ
れ
、
解
雇
は
当
初
予
測
さ
れ
た
数
に
は
達
せ
ず
、
提
案
三
号
の
直
接
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
 
 

（
注
1
7
）
 
地
方
公
務
員
の
減
少
は
一
万
七
千
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
 
 
 

こ
の
は
か
、
財
産
税
減
税
の
効
果
を
低
所
得
階
層
に
も
均
露
さ
せ
る
た
め
、
州
所
得
税
に
つ
い
て
も
、
紛
一
〇
億
ド
ル
の
減
税
が
行
な
わ
 
 

（
注
1
8
）
 
 

。
 
 
 

こ
れ
ら
の
対
策
ほ
、
州
剰
余
金
を
使
っ
た
だ
け
に
す
ぎ
ず
、
一
二
カ
月
間
の
麻
酔
と
い
う
批
判
を
受
け
て
い
る
。
 
 

（
注
1
4
）
 
林
（
Ⅰ
）
六
モ
七
貢
、
香
山
三
四
－
三
五
貢
参
照
。
 
 

（
注
1
5
）
 
林
（
Ⅱ
）
六
頁
参
照
。
 
 
 

（
注
1
6
）
 
減
収
補
て
ん
措
置
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
ほ
、
林
（
Ⅱ
）
三
貢
及
び
香
山
三
四
貫
、
本
稿
一
表
②
参
照
。
 
 
 

（
注
わ
）
 
林
（
Ⅱ
）
六
頁
、
昭
和
五
四
年
六
月
七
日
付
読
売
新
聞
「
納
税
者
の
反
乱
か
ら
一
年
」
参
照
。
 
 
 

（
注
柑
）
 
川
田
浩
之
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
財
産
税
減
税
－
提
案
一
三
号
通
過
後
の
動
き
」
会
計
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
九
七
八
竺
○
月
号
、
 
 

同
「
納
税
者
主
導
に
よ
る
税
制
改
正
の
新
し
い
試
み
1
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
例
か
ら
－
」
会
計
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
九
七
八
年
九
月
号
 
 

参
照
。
 
 
 



表1の（診  

三
〇
四
 
 

㈲
 
減
収
配
分
と
レ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
∵
1
ル
 
 
 

提
案
三
一
号
に
よ
る
減
収
は
、
だ
れ
が
そ
の
利
益
を
享
受
す
る
か
に
つ
い
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
が
試
算
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
 
 

れ
ば
、
減
税
の
恩
恵
を
一
番
受
け
る
の
ほ
、
・
マ
イ
ホ
ー
ム
の
所
有
者
で
、
三
三
二
一
％
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
商
業
・
工
業
不
動
産
所
有
 
 

「提案13号」の減収配分  

（78～79年皮）  

減税額に占め  
減 税 額     （億ドル）  る割合（％）   

個 人住宅所 有者   23．41   33．2   

賃貸 住宅所1有者   12．00   17．0   

商業・エ業不動産所有者   19．16   27．2   

農 地 所 有 者   9．44   13．4   

州   6．43   9．2   

計   70．44   100．0   

（カルフォルニア州議会資料）  

者
と
農
地
所
有
者
合
計
も
四
〇
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
賃
貸
住
宅
所
 
 

（
注
1
9
）
 
有
者
を
含
め
た
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
で
は
、
五
七
二
ハ
％
と
過
半
数
に
達
す
る
。
こ
う
 
 

し
た
数
字
か
ら
み
た
場
合
に
、
い
わ
ゆ
る
中
流
階
級
の
反
乱
と
評
さ
れ
る
の
も
、
 
 

も
っ
と
も
な
面
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
た
め
、
家
賃
を
値
下
げ
す
べ
き
で
あ
る
と
の
声
が
高
ま
り
、
「
レ
ソ
ト
・
 
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
つ
ま
り
、
家
賃
、
地
代
の
統
制
と
も
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
法
律
 
 

を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
動
き
を
、
招
来
し
た
。
 
 
 

提
案
一
三
号
を
支
持
し
て
き
た
借
家
人
b
借
地
人
の
な
か
に
は
、
家
賃
地
代
の
 
 

凍
結
も
し
く
は
引
下
げ
を
期
待
し
て
い
た
者
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
ア
パ
ー
ト
 
 

経
営
者
・
家
主
・
地
主
達
は
、
容
易
に
そ
れ
に
応
じ
ょ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
 
 

で
、
借
家
人
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
「
レ
ソ
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
法
制
化
 
 

（
注
2
0
）
 
 

を
叫
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 

（
江
2
1
）
 
 
 

そ
の
結
果
、
い
く
つ
か
の
地
域
で
は
、
家
賃
の
規
制
案
が
可
決
さ
れ
、
サ
ン
タ
 
 
 



㈲
 
減
税
の
経
済
効
果
 
 
 

①
一
般
論
 
 
 

提
案
〓
ニ
号
の
賛
否
を
め
ぐ
る
諸
論
議
の
一
つ
と
し
て
、
経
済
学
者
の
間
で
の
真
剣
な
論
争
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
フ
 
 

リ
ー
ド
マ
ン
教
授
が
提
案
一
三
号
と
歳
出
の
反
乱
を
支
援
し
て
い
る
が
、
納
税
者
の
反
乱
の
理
論
的
裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
ア
ー
サ
 
 

（
注
2
3
）
 
－
・
レ
ー
フ
ァ
ー
教
授
と
同
教
授
の
提
唱
し
た
「
レ
ー
フ
ァ
ー
曲
線
」
で
あ
る
。
 
 
 

レ
ー
フ
ァ
ー
曲
線
は
、
税
率
と
政
府
の
税
収
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
曲
線
に
よ
る
と
、
税
率
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、
税
収
 
 

三
〇
五
 
 
 

モ
ニ
カ
で
は
、
す
べ
て
の
家
賃
を
七
入
牢
四
月
の
水
準
に
引
き
下
げ
る
規
制
案
が
法
制
化
さ
れ
た
。
そ
の
は
か
、
サ
ン
ジ
ュ
ゴ
で
こ
の
問
題
 
 

（
注
2
2
）
 
 

を
住
民
投
票
に
か
け
よ
う
と
す
る
動
き
が
、
お
き
て
い
る
。
 
 

（
注
1
9
）
 
た
と
え
ば
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
大
の
不
動
産
所
有
者
で
あ
る
サ
ザ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
の
場
合
、
財
産
税
ほ
三
、
五
〇
〇
万
ド
ル
 
 

か
ら
一
、
九
〇
〇
万
ド
ル
に
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
。
前
掲
原
参
照
。
 
 

（
注
2
0
）
 
前
掲
鶴
谷
一
三
一
～
一
三
二
貢
参
照
。
な
お
、
ブ
ラ
ウ
ソ
知
事
も
、
家
賃
規
制
に
応
ず
る
よ
う
な
法
案
を
提
出
し
た
も
の
の
、
結
局
取
り
下
 
 

げ
て
い
る
。
 
 

（
注
2
1
）
 
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
市
議
会
も
、
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
を
提
案
〓
t
一
号
成
立
以
前
の
五
月
未
の
水
準
で
凍
結
し
、
値
上
げ
を
六
カ
月
間
禁
止
す
る
 
 

措
置
を
議
決
し
て
い
る
。
前
掲
原
三
八
貢
参
照
。
 
 

（
注
2
2
）
 
一
九
七
九
年
四
月
二
七
日
付
読
売
新
聞
「
世
界
の
論
調
」
。
一
九
七
九
年
四
月
三
〇
日
付
タ
イ
ム
誌
の
論
文
が
、
こ
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
 
 

る
。
 
 



三
〇
六
 
 

は
伸
び
て
い
く
が
、
最
適
点
で
最
高
に
達
し
た
後
は
、
税
率
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
消
費
支
出
・
企
業
投
資
を
抑
制
す
る
方
向
に
働
く
の
 
 

で
、
そ
れ
に
つ
れ
て
税
収
も
落
ち
て
く
る
と
い
う
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 

し
か
し
、
レ
ー
フ
ァ
ー
曲
線
は
別
に
目
新
し
い
も
の
で
ほ
な
い
と
い
う
反
論
も
多
い
。
と
く
に
、
い
わ
ゆ
る
最
適
点
が
ど
こ
か
全
く
未
知
 
 

で
あ
り
、
曲
線
そ
の
も
の
も
現
実
に
ほ
証
明
さ
れ
て
い
な
い
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
は
か
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
は
ど
の
高
税
国
で
な
 
 

（
注
以
）
 
 

い
と
か
、
税
収
の
減
収
を
果
し
て
短
期
間
の
う
ち
に
縮
少
で
き
る
か
疑
問
が
あ
る
と
も
、
言
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

レ
ー
フ
ァ
ー
教
授
の
反
論
す
る
ご
と
く
、
減
税
で
労
働
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
は
、
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
変
数
化
困
難
な
も
の
で
 
 

あ
っ
て
、
立
証
は
極
め
て
難
し
い
し
、
経
験
的
な
可
能
性
に
し
か
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
。
減
税
で
実
際
に
効
果
が
あ
が
る
と
し
て
も
、
減
税
 
（
江
 

2
5
）
 
で
減
少
し
た
税
収
を
と
り
戻
す
の
は
、
相
当
長
期
間
か
か
る
で
あ
ろ
う
し
、
財
政
バ
ラ
ソ
ス
の
均
衡
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

税率（％）   

レ
ー
フ
ァ
ー
教
授
は
、
米
国
の
税
率
は
、
今
、
最
適
点
を
超
え
た
抑
制
局
面
に
あ
る
か
ら
、
 
 

こ
れ
を
減
税
で
最
適
点
堅
炭
す
必
要
が
あ
る
。
減
税
で
財
政
赤
字
が
増
え
て
も
、
そ
れ
は
一
時
 
 

的
な
も
の
で
あ
り
、
減
税
に
よ
る
景
気
刺
戟
で
結
局
は
政
府
の
税
収
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
 
 

る
か
ら
、
政
府
ほ
積
極
的
に
減
税
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
、
す
る
。
 
 
 

こ
の
レ
ー
フ
ー
ノ
ー
曲
線
を
、
コ
ン
サ
ー
バ
テ
ィ
ブ
達
（
い
わ
ゆ
る
保
守
派
）
は
歓
迎
し
た
。
 
 

そ
し
て
、
保
守
派
で
「
安
上
り
の
政
府
」
を
伝
統
的
に
主
張
し
て
き
た
共
和
党
は
、
こ
の
理
論
 
 

に
基
づ
き
、
ケ
ン
プ
・
ロ
ス
法
案
を
提
案
し
た
。
 
 



②
 
州
経
済
に
与
え
る
影
響
（
個
別
的
問
題
）
 
 
 

資
産
所
有
者
の
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
に
伴
な
い
、
個
人
の
消
費
支
出
が
増
大
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
逆
に
州
内
の
地
方
公
共
 
 

団
体
の
財
政
支
出
が
縮
少
す
る
た
め
、
州
全
体
の
消
費
支
出
が
減
少
し
景
気
が
停
滞
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
も
あ
っ
た
。
 
 
 

し
か
し
、
個
人
の
消
費
支
出
も
増
大
し
、
他
方
で
財
政
支
出
が
あ
ま
り
減
少
し
な
か
っ
た
し
、
地
方
公
共
団
体
の
雇
用
の
減
少
に
伴
っ
て
 
 

多
数
の
離
職
者
も
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
年
た
っ
て
み
る
と
、
減
税
で
購
買
力
を
つ
け
た
中
産
階
級
が
買
い
に
出
た
た
め
か
、
こ
の
一
 
 

年
間
消
費
が
大
幅
に
増
え
た
。
こ
れ
に
伴
な
い
一
般
消
費
税
収
入
が
増
え
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
市
等
で
ほ
、
財
産
税
収
入
の
減
少
分
を
カ
バ
 
 

（
注
2
6
）
 
－
で
き
る
は
ど
で
あ
る
と
、
報
道
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
注
2
7
）
 
 
 

税
制
の
貯
蓄
・
消
費
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
青
か
ら
多
く
の
議
論
が
あ
り
、
こ
こ
で
ま
と
め
る
余
裕
は
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
 

ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
に
く
ら
べ
て
消
費
性
向
は
高
い
の
で
、
減
税
の
効
果
は
直
ち
に
出
や
す
い
。
し
か
し
、
他
の
州
に
お
け
る
納
税
者
の
反
 
 

乱
で
は
、
減
税
だ
け
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
支
出
削
減
に
よ
る
影
響
及
び
財
政
状
況
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
よ
り
赦
し
い
も
 
 

の
が
あ
る
。
総
合
勘
案
し
た
場
合
、
極
め
て
即
断
で
は
あ
る
が
、
減
税
は
そ
れ
は
ど
重
点
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

な
お
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
も
、
財
政
は
厳
し
い
と
み
え
て
、
お
り
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
税
制
改
革
は
停
滞
し
、
日
本
に
も
 
 

（
注
誼
）
 
 

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
、
経
済
効
果
の
一
つ
に
数
え
て
お
き
た
い
。
 
 

（
注
讐
 
レ
ー
フ
ァ
ー
曲
線
を
め
ぐ
る
論
議
に
つ
い
て
は
、
日
本
経
済
新
開
昭
和
五
三
年
一
二
月
二
二
日
付
「
米
国
で
論
議
呼
ぶ
ラ
ッ
フ
ァ
ー
曲
線
」
、
 
 

及
び
岡
引
用
の
文
献
を
引
用
。
 
 

（
注
2
4
）
 
前
掲
原
四
一
～
四
三
頁
、
昭
和
五
三
年
一
〇
月
六
日
モ
八
日
付
日
本
経
済
新
聞
「
税
制
論
議
㊤
⑳
㊦
」
参
照
。
 
 

（
注
2
5
）
 
昭
和
五
四
年
五
月
二
三
日
付
日
本
経
済
新
聞
「
価
値
観
変
わ
る
米
国
㊦
」
お
よ
び
（
注
2
4
）
参
照
。
 
 

な
お
、
最
近
の
ア
メ
リ
カ
経
済
学
の
動
き
に
つ
い
て
ほ
、
昭
和
五
四
年
六
月
三
〇
日
付
読
売
新
聞
夕
刊
「
ア
メ
リ
カ
経
済
学
の
潮
流
」
 
（
宇
 
 

三
〇
七
 
 
 



㈲
 
政
府
制
度
改
革
諮
問
委
員
会
 
 

ブ
ラ
ウ
ソ
知
事
は
、
緊
急
措
置
法
成
立
後
、
長
期
的
観
点
か
ら
州
及
び
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
制
度
を
再
検
討
さ
せ
る
た
め
、
政
府
制
 
 

度
改
革
諮
問
委
員
会
盲
e
望
畠
・
r
i
b
b
。
n
．
C
。
m
m
i
t
t
e
e
。
n
G
。
責
n
m
e
n
t
a
－
R
e
f
。
H
m
）
を
設
置
し
た
。
 
 
 

本
委
員
会
は
、
ア
ラ
ン
・
ポ
ス
ト
委
員
長
（
三
〇
年
間
に
わ
た
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
読
会
の
調
査
員
の
職
に
あ
た
っ
て
、
「
カ
リ
フ
 
 

ォ
ル
ニ
ア
州
財
政
制
度
の
番
人
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
）
を
含
め
、
〓
哀
の
委
員
か
ら
成
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
⑦
住
民
提
案
〓
ニ
号
の
 
 

承
認
が
も
た
ら
し
た
州
及
び
地
方
公
共
団
体
の
財
政
へ
の
影
響
、
⑦
州
及
び
地
方
税
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
、
⑳
州
及
び
地
方
政
府
に
よ
る
 
 

歳
出
内
容
の
総
点
検
、
㊧
州
及
び
地
方
政
府
に
お
け
る
行
財
政
制
度
の
点
検
を
、
研
究
課
題
と
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
 
 
 

三
〇
入
 
 

沢
弘
文
）
、
昭
和
五
四
年
七
月
一
七
日
付
日
本
経
済
新
聞
「
新
経
済
学
構
築
の
試
み
活
発
化
」
参
照
。
 
 

（
注
讐
 
昭
和
五
四
年
六
月
七
日
付
読
売
新
聞
「
納
税
者
の
反
乱
か
ら
一
年
」
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
納
税
者
の
反
乱
は
中
産
階
級
に
多
 
 

く
町
減
税
効
果
を
配
分
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

（
荘
㌘
 
且
塚
啓
明
壷
撃
郎
「
財
政
」
第
四
章
、
藤
田
晴
「
財
政
政
策
の
理
論
」
第
二
部
、
プ
キ
ャ
ナ
ン
「
財
政
理
論
」
（
山
之
内
光
窮
、
日
向
 
 

寺
純
雄
訳
）
第
三
章
・
第
四
葦
参
照
。
 
 

（
注
讐
 
た
と
え
ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
課
税
ほ
、
改
正
さ
れ
る
動
き
も
あ
っ
た
が
、
納
税
者
の
反
乱
で
中
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
 
 

ユ
ニ
タ
リ
ー
課
税
に
は
、
連
邦
よ
り
州
の
方
が
基
本
的
か
つ
基
礎
的
な
も
の
で
あ
り
、
州
あ
っ
て
こ
そ
の
連
邦
と
い
う
州
権
第
一
の
考
え
が
み
 
 

ら
れ
る
点
に
お
い
て
、
納
税
者
の
反
乱
、
歳
出
の
反
乱
竺
脈
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
決
し
て
無
視
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
 
 

な
お
、
ユ
ニ
タ
リ
ー
課
税
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
四
年
七
月
一
七
日
付
日
本
経
済
新
聞
「
日
本
企
業
、
米
国
加
州
で
税
制
改
正
運
動
」
、
「
米
 
 

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ク
納
税
者
の
反
乱
″
1
も
う
l
つ
の
イ
ソ
パ
ク
ト
」
週
刊
東
洋
経
済
昭
和
五
三
年
八
月
一
九
日
号
、
及
び
今
後
順
次
 
 

「
租
税
研
究
」
誌
上
で
発
表
さ
れ
る
文
献
を
参
照
。
 
 



こ
の
委
員
会
ほ
、
緊
急
措
置
が
「
〓
一
カ
月
間
の
麻
酔
剤
（
t
w
e
｝
＜
e
 
m
O
n
t
F
a
n
e
s
t
F
e
t
i
c
）
」
 
（
下
院
議
長
マ
ッ
カ
ッ
シ
ー
の
発
言
）
で
 
 

あ
っ
た
た
め
、
こ
の
討
議
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
一
九
七
九
年
一
月
末
に
だ
さ
れ
た
報
告
書
で
は
、
と
く
に
具
体
節
な
解
決
策
 
 

は
打
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
方
財
政
に
及
ぼ
す
本
間
題
の
板
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
。
 
 

（
注
2
9
）
 
ア
ラ
ン
・
ポ
ス
ト
委
員
長
の
就
任
の
際
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
同
委
員
会
の
ね
ら
い
が
示
さ
れ
て
い
る
。
林
（
Ⅱ
）
五
～
六
貢
参
照
。
 
 

日
 
中
間
選
挙
 
へ
 
 

提
案
二
二
号
を
成
立
さ
せ
た
住
民
パ
ワ
ー
は
、
全
米
に
波
及
し
、
中
間
選
挙
に
際
し
一
六
州
で
減
税
あ
る
い
は
歳
出
制
限
を
求
め
る
投
票
 
 

と
な
り
、
ま
た
、
歳
出
の
反
乱
に
続
い
て
い
っ
た
。
 
 
 

減
税
あ
る
い
は
歳
出
制
限
も
し
く
は
そ
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
、
住
民
投
票
が
一
六
州
で
行
な
わ
れ
た
。
一
六
州
の
う
ち
一
二
州
で
、
住
 
 

民
は
減
税
か
歳
出
制
限
の
い
ず
れ
か
に
イ
エ
ス
と
答
え
、
急
激
な
変
化
を
求
め
た
州
で
ほ
否
決
さ
れ
た
。
一
二
州
の
う
ち
、
減
税
案
が
可
決
 
 

さ
れ
た
の
は
七
州
、
歳
出
制
限
が
可
決
さ
れ
た
の
は
五
州
で
あ
っ
た
。
 
 
 

住
民
投
票
に
よ
っ
て
立
法
す
る
直
接
請
求
制
度
（
持
つ
の
は
二
三
州
。
）
で
は
、
中
間
選
挙
が
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
り
、
民
主
党
・
共
和
党
 
 

を
伺
わ
ず
、
議
員
・
市
町
村
長
ら
公
職
へ
の
立
候
補
者
は
、
一
様
に
減
税
推
進
を
公
約
に
掲
げ
て
選
挙
を
戦
っ
た
の
で
、
納
税
者
の
反
乱
は
、
 
 

さ
ら
に
裾
野
の
広
い
社
会
的
・
政
治
的
現
象
と
な
っ
た
。
こ
の
意
味
で
「
一
九
七
〇
年
代
を
通
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
政
治
的
・
経
済
的
な
 
 

で
き
ご
と
」
（
P
・
サ
ム
エ
ル
ソ
ン
教
授
）
と
、
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
流
れ
の
中
で
、
財
産
税
の
減
税
・
固
定
税
率
・
評
価
 
 

基
準
の
採
用
と
い
う
動
き
、
歳
出
増
加
率
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
と
も
い
う
動
き
、
州
の
歳
出
に
上
限
を
課
す
動
き
に
、
連
な
っ
て
い
っ
た
。
 
 
 

な
お
、
こ
の
中
間
選
挙
で
は
、
上
院
・
下
院
選
、
州
知
事
選
と
同
時
に
、
各
レ
ベ
ル
で
の
住
民
投
票
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
三
七
州
に
わ
 
 

≡
〇
九
 
 
 



三
一
〇
 
 

た
っ
て
、
約
三
五
〇
件
も
の
提
案
が
投
票
が
付
さ
れ
（
こ
の
う
ち
、
四
〇
件
は
市
民
請
麻
植
に
基
づ
い
て
い
る
。
）
た
。
こ
の
は
か
、
市
・
カ
 
 

ゥ
ソ
テ
ィ
の
段
階
で
は
、
数
え
切
れ
ぬ
ほ
ど
の
住
民
投
票
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
住
民
投
票
の
内
容
は
、
減
税
・
歳
出
制
限
の
は
か
 
 

（
注
3
0
）
 
 

に
、
ホ
モ
・
セ
ッ
ク
ス
の
可
否
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
禁
止
、
原
子
力
発
電
所
建
設
制
限
な
ど
、
雑
多
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
は
、
 
 

リ
ベ
ラ
ル
と
コ
ン
サ
ー
バ
テ
ィ
ブ
と
の
混
滞
で
あ
っ
た
と
、
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

こ
の
代
議
制
政
治
の
正
規
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
無
視
し
た
直
接
投
票
に
よ
る
発
議
権
が
生
れ
た
の
は
、
一
九
世
紀
末
の
貧
農
層
に
根
ず
い
た
 
 

（
注
3
1
）
 
 

ポ
ピ
エ
リ
ス
ト
運
動
に
よ
る
。
し
か
し
、
今
日
の
住
民
投
票
権
の
行
使
は
、
保
守
層
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
反
映
す
る
点
が
少
な
く
な
い
し
、
 
 

（
注
3
2
）
 
 

「
ミ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
主
義
」
と
い
わ
れ
る
個
人
第
一
主
義
が
影
を
落
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
社
会
の
動
き
を
ふ
ま
え
て
、
納
税
 
 

者
の
反
乱
が
理
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
財
産
税
反
対
の
動
き
だ
け
で
な
い
こ
と
が
、
み
と
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
告
 
 
 

（
注
讐
 
各
地
の
住
民
投
票
に
か
け
ら
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
三
年
二
月
五
日
付
読
売
新
聞
「
ケ
反
税
金
党
〃
の
乱
」
昭
和
五
三
年
一
一
 
 

月
六
日
付
読
売
新
聞
「
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
1
住
民
提
案
ま
た
も
大
論
争
」
、
昭
和
五
三
年
二
月
七
日
付
毎
日
新
聞
「
住
民
投
票
花
ざ
 
 

か
り
」
、
昭
和
垂
二
年
二
月
六
日
付
サ
ン
ケ
イ
新
聞
夕
刊
「
米
で
住
民
投
票
花
盛
り
」
参
照
。
 
 

こ
の
結
果
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
昭
和
五
三
年
一
一
月
九
日
付
の
サ
ソ
ケ
イ
新
聞
及
び
毎
日
新
聞
参
照
。
 
 
 

（
注
聖
 
斎
藤
志
郎
「
米
中
間
選
挙
の
意
味
す
る
も
の
」
財
経
詳
報
一
九
七
九
年
一
月
一
日
号
、
昭
和
五
三
年
一
一
月
九
日
モ
一
一
日
付
日
本
経
済
新
 
 

聞
「
中
間
選
挙
後
の
米
国
㊤
1
㊦
」
参
照
。
 
 
 

（
注
警
 
「
岩
e
句
5
．
t
」
芳
守
R
e
p
ロ
b
】
i
c
誌
一
九
七
九
年
六
月
一
二
日
号
参
照
。
 
 

な
お
、
板
坂
 
元
「
ア
メ
リ
カ
大
革
命
」
 
文
芸
春
秋
昭
和
五
四
年
二
月
号
は
、
納
税
者
の
反
乱
は
、
ミ
ー
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
E
？
 
 

g
e
n
e
r
a
t
i
O
n
）
の
観
念
に
色
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
・
、
、
－
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
語
ほ
、
主
と
し
て
若
者
達
の
自
己
中
心
の
自
愛
の
 
 

傾
向
、
そ
し
て
す
べ
て
を
自
分
を
基
準
に
し
て
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
造
語
さ
れ
た
「
ミ
ー
の
時
代
」
と
い
う
ト
ム
・
ウ
ル
コ
の
語
か
ら
 
 

出
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
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臼
 
歳
出
の
反
乱
 
 
 

l
 
歳
出
の
反
乱
へ
 
 
 

納
税
者
の
反
乱
は
、
中
間
選
挙
を
ピ
ー
ク
に
下
火
に
向
っ
た
。
た
と
え
ば
、
タ
イ
ム
の
世
論
調
査
（
一
九
七
九
年
四
月
l
ニ
○
日
号
）
に
よ
 
 

れ
ば
、
国
が
直
面
し
て
い
る
問
題
と
し
て
税
を
あ
げ
た
の
は
七
％
と
、
一
九
七
八
年
六
月
の
一
四
％
、
同
年
十
月
の
一
入
％
か
ら
、
大
幅
に
 
 

減
少
し
た
。
も
っ
と
も
、
納
税
者
の
反
乱
の
前
か
ら
、
イ
ン
フ
レ
対
策
が
圧
倒
的
に
第
一
位
で
あ
る
こ
と
に
、
か
わ
り
は
な
い
。
 
 
 

こ
こ
か
ら
、
納
税
者
の
反
乱
ほ
起
ら
ず
、
あ
る
い
は
納
税
者
の
反
乱
は
終
っ
た
、
も
し
く
は
別
の
歳
出
の
反
乱
が
始
っ
た
等
、
い
ろ
い
ろ
 
 

（
注
3
3
）
 
 

の
見
解
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
 
 

三
一
五
 
 
 

（
苗
）
 
 

ー
．
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8
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三
一
六
 
 
 

し
か
し
、
ジ
ャ
ー
ビ
ス
は
、
「
も
っ
と
効
率
の
よ
い
政
府
を
」
と
訴
え
つ
づ
け
て
い
た
し
、
世
論
調
査
で
も
提
案
一
三
号
支
持
者
の
多
く
 
 

が
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
来
す
こ
と
は
な
い
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
両
者
を
別
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

（
注
3
3
）
 
金
子
善
次
郎
「
米
国
ク
納
税
者
の
反
乱
〃
は
連
邦
政
府
へ
」
エ
コ
ノ
、
、
、
ス
ト
一
九
七
九
年
六
月
五
日
号
及
び
「
米
国
の
『
歳
出
の
反
乱
』
」
 
 

商
事
法
務
八
三
八
号
参
照
。
 
 
 

2
 
歳
出
の
反
乱
 
 
 

納
税
者
の
反
乱
に
続
い
て
、
全
米
各
州
で
「
連
邦
予
算
の
均
衡
を
憲
法
で
義
務
づ
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
動
き
は
、
 
 

進
行
の
激
し
さ
か
ら
、
「
納
税
者
の
反
乱
」
に
ち
な
ん
で
、
「
歳
出
の
反
乱
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
二
言
に
し
て
い
え
ば
、
連
邦
予
算
の
赤
字
禁
止
規
定
を
憲
法
に
盛
り
込
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
 
 

も
、
州
に
よ
っ
て
内
容
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
毎
年
の
連
邦
予
算
の
均
衡
を
義
務
づ
け
よ
う
と
い
う
も
の
、
連
邦
歳
出
を
国
 
 

民
総
生
産
の
伸
び
率
以
下
に
抑
え
る
も
の
、
新
規
支
出
を
実
質
成
長
率
プ
ラ
ス
・
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
費
用
の
範
囲
内
に
規
制
し
ょ
う
と
す
る
 
 

（
注
3
4
）
 
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
動
き
に
対
し
て
、
政
府
も
あ
る
程
度
と
り
入
れ
る
一
方
で
、
憲
法
会
議
招
集
の
「
三
四
州
の
請
求
」
を
阻
止
し
ょ
う
と
し
て
、
対
策
 
 

班
を
設
置
し
た
。
こ
の
対
策
班
ほ
、
モ
ン
デ
ー
ル
副
大
統
領
顧
問
の
モ
ー
氏
を
中
心
に
、
ホ
ワ
イ
ト
行
政
管
理
予
算
局
次
長
ら
ホ
ワ
イ
ト
ハ
 
 

ウ
ス
・
ス
タ
ッ
フ
九
人
か
ら
成
っ
て
い
る
。
 
 
 

そ
も
そ
も
、
米
国
は
、
東
部
〓
ニ
州
の
連
合
体
と
し
て
独
立
を
達
成
し
、
そ
の
後
も
「
連
邦
政
府
の
権
限
」
と
「
州
政
府
の
権
限
」
を
め
 
 

ぐ
っ
て
、
多
く
の
論
議
を
漬
か
さ
ね
て
き
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
州
の
意
見
を
政
府
が
無
視
す
る
場
合
に
は
、
州
の
力
で
改
革
の
火
を
灯
す
 
 
 



道
を
残
し
て
い
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
合
衆
国
憲
法
は
、
連
邦
議
会
は
両
院
の
三
分
の
二
が
必
要
と
認
め
る
と
き
ほ
、
こ
の
憲
法
に
対
す
る
修
正
を
発
議
し
、
あ
る
 
 

い
は
、
各
州
中
三
分
の
二
の
州
議
会
の
請
求
の
あ
る
と
き
は
、
修
正
発
議
の
た
め
の
憲
法
会
議
を
召
集
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
 
 

（
注
3
5
）
 
 

（
注
3
6
）
 
 

（
憲
法
第
五
条
）
。
し
か
し
、
今
ま
で
憲
法
会
議
は
一
度
も
開
か
れ
た
こ
と
が
な
い
。
 
 

一
九
七
九
年
四
月
現
在
、
二
八
州
の
両
院
が
連
邦
予
算
の
赤
字
禁
止
規
定
を
憲
法
に
盛
り
込
む
た
め
の
憲
法
会
議
の
召
集
の
請
求
を
議
決
 
 

（
注
3
7
）
 
し
た
他
、
二
州
が
一
院
で
議
決
し
た
。
他
に
も
、
召
集
の
請
求
を
議
決
し
そ
う
な
州
が
、
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
。
 
 
 

今
や
、
提
案
〓
二
号
の
提
案
者
は
、
「
こ
れ
が
提
案
一
三
号
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
だ
」
と
し
て
、
政
府
支
出
に
上
限
を
設
定
す
る
提
案
の
署
名
 
 

（
注
3
8
）
 
 

を
あ
つ
め
、
住
民
投
票
に
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
他
方
で
、
今
後
四
年
間
の
連
邦
支
出
削
減
と
五
〇
〇
億
ド
ル
減
税
を
目
標
に
し
 
 

（
注
3
9
）
 
 

て
、
「
ア
メ
リ
カ
ン
減
税
運
動
」
（
A
T
R
M
）
を
結
成
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
南
部
知
事
会
（
S
O
已
F
e
r
n
 
G
O
く
e
r
n
O
誌
C
O
n
f
e
r
e
n
c
e
）
は
、
一
九
七
六
年
か
ら
連
邦
憲
法
の
歳
出
に
上
限
を
設
け
る
た
め
の
連
 
 

邦
憲
法
修
正
案
を
起
草
し
て
い
る
し
、
四
五
、
0
0
0
人
の
会
員
で
作
ら
れ
て
い
る
全
国
納
税
者
連
盟
（
宅
註
O
n
巴
T
a
眉
a
y
e
r
S
U
n
i
O
n
）
 
 

（
注
亜
）
 
 

も
、
国
債
を
縮
少
し
、
均
衡
予
算
を
憲
法
に
明
記
す
る
た
め
に
全
国
的
運
動
を
よ
び
か
け
て
い
る
。
 
 

（
注
3
4
）
 
し
た
が
っ
て
、
単
純
聖
二
分
の
二
の
計
算
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
、
隠
れ
た
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
 
 

な
お
、
各
州
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
表
2
参
照
。
 
 

（
注
3
5
）
 
東
尾
 
正
「
均
衡
予
算
と
憲
法
修
正
 
－
 
米
国
各
州
議
会
に
お
け
る
請
願
運
動
の
動
向
」
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
一
八
巻
五
号
三
九
貢
以
下
参
 
 

照
。
 
 

（
注
3
6
）
 
実
は
、
上
院
議
員
の
直
接
選
挙
を
求
め
た
請
願
運
動
が
結
局
連
邦
読
会
を
動
か
し
、
一
九
一
三
年
の
修
正
一
七
条
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
が
 
 

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
憲
法
会
議
に
よ
る
発
議
で
ほ
な
く
、
議
会
自
身
の
発
議
に
よ
る
憲
法
修
正
で
あ
る
。
前
掲
東
尾
四
〇
頁
参
照
。
 
 

三
一
七
 
 
 



3
 
賛
成
・
反
対
の
立
場
 
 
 

こ
の
運
動
に
対
し
て
、
納
税
者
の
反
乱
を
支
援
し
て
き
た
フ
リ
ー
ド
・
マ
ン
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
や
、
グ
リ
ン
ス
パ
ン
元
大
統
領
 
 

経
済
諮
問
委
具
合
委
員
長
は
、
全
国
租
税
制
限
委
員
会
を
組
織
し
た
う
え
、
同
じ
線
上
の
も
の
と
し
て
、
支
援
を
与
え
て
い
る
。
 
 
 

フ
リ
ー
ド
マ
ン
教
授
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ね
ら
い
と
し
て
、
「
連
邦
歳
出
の
G
N
P
に
占
め
る
シ
ェ
ア
を
下
降
さ
せ
、
政
府
が
膨
 
 

張
し
な
い
よ
う
に
刺
戟
を
与
え
る
」
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
同
教
授
は
、
「
米
国
の
イ
ン
フ
レ
は
、
通
貨
供
給
の
伸
び
が
高
い
か
ら
 
 

で
、
そ
の
背
景
に
過
大
な
財
政
赤
字
が
あ
る
。
景
気
後
退
を
覚
悟
で
イ
ン
フ
レ
を
克
服
す
れ
ば
米
国
経
済
ほ
長
期
的
に
楽
観
で
き
る
。
」
と
 
 

（
注
4
1
）
 
 

発
言
し
て
い
る
。
 
 
 

も
っ
と
も
、
リ
ベ
ラ
ル
派
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
、
「
毎
年
予
算
を
均
衡
さ
せ
る
の
は
困
難
。
」
「
景
気
後
退
を
避
け
る
た
め
の
支
出
も
で
き
な
 
 

（
注
4
2
）
 
 

い
。
」
「
不
況
で
連
邦
歳
入
が
減
れ
ば
、
憲
法
違
反
の
赤
字
が
生
じ
、
議
会
ほ
犯
罪
者
と
な
る
。
」
な
ど
L
、
批
判
し
て
い
る
。
 
 
 

な
お
、
こ
の
動
き
に
は
、
一
九
八
〇
年
の
大
統
領
選
拳
も
か
ら
ん
で
、
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
来
年
の
大
統
領
 
 

選
挙
に
民
主
党
か
ら
出
馬
が
予
想
さ
れ
て
い
る
有
力
候
補
の
ブ
ラ
ウ
ソ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
は
、
提
案
〓
二
号
に
当
初
反
対
し
て
い
 
 

た
。
し
か
し
、
住
民
の
圧
倒
的
多
数
で
提
案
一
三
号
が
可
決
さ
れ
る
や
否
や
、
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
減
税
支
持
派
に
転
向
し
、
「
プ
ロ
ポ
 
 

ジ
シ
ョ
シ
〓
二
の
父
」
と
よ
ば
れ
る
に
到
っ
た
。
そ
の
後
、
連
邦
予
算
の
均
衡
へ
と
動
き
だ
し
、
歳
出
の
反
乱
の
音
頭
を
と
る
よ
う
に
な
っ
 
 
 

（    （    （   ′‘ヽ 在 住 注 注  

40 39 38 37 ＼＿′  ＼＿ノ    ）     ）  

表
2
参
照
。
 
 

昭
和
五
四
年
六
月
七
日
付
読
売
新
聞
「
納
税
者
の
反
乱
か
ら
一
年
」
 
 

前
掲
原
四
三
文
。
 
 

前
掲
石
村
一
六
四
貢
。
 
 



た
。
そ
し
て
、
均
衡
予
算
の
た
め
の
憲
法
改
正
を
、
大
統
領
選
の
公
約
に
掲
げ
る
方
針
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 

（
注
4
1
）
 
昭
和
五
四
年
三
月
四
日
付
サ
ソ
ケ
イ
新
聞
「
米
国
で
歳
出
の
反
乱
」
（
山
本
雄
二
郎
）
参
照
。
 
 

（
注
4
2
）
 
（
荘
4
1
）
に
同
じ
。
 
 
 

4
 
政
府
側
の
対
応
 
 
 

カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
、
大
統
領
選
挙
を
控
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
納
税
者
の
反
乱
や
歳
出
の
反
乱
を
配
慮
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
 
 

る
。
そ
し
て
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
を
重
視
し
、
一
九
入
○
年
度
予
算
を
「
ぜ
い
肉
の
な
い
緊
縮
予
算
」
と
し
、
財
政
赤
字
を
圧
縮
し
実
質
伸
び
 
 

率
を
マ
イ
ナ
ス
と
す
る
予
算
教
書
を
議
会
に
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
よ
り
効
率
的
な
財
政
運
営
を
め
ざ
し
、
ゼ
ロ
・
ベ
ー
ス
予
算
を
徹
底
し
 
 

（
旺
4
3
）
 
 

な
が
ら
、
歳
出
の
優
先
順
位
を
つ
け
て
事
業
計
画
を
選
別
し
っ
つ
、
「
三
カ
年
の
多
年
度
予
算
方
式
」
を
採
用
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
は
か
に
も
、
政
府
ほ
、
行
政
改
革
法
を
成
立
さ
せ
た
。
し
か
し
、
憲
法
修
正
ま
で
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
 
 
 

な
お
、
提
案
〓
ニ
号
成
立
後
、
オ
ハ
イ
オ
州
出
身
の
ミ
ラ
ー
共
和
党
下
院
議
員
は
、
保
健
・
教
育
・
福
祉
省
の
一
九
七
九
年
度
予
算
を
 
 

（
注
4
5
）
 
 

（
注
揖
）
 
 

二
％
削
減
す
る
動
議
を
出
し
、
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
議
会
は
、
自
ら
の
予
算
を
五
％
削
っ
た
。
著
名
な
ケ
ン
プ
・
ロ
ス
法
案
も
 
 

同
じ
線
上
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
委
員
会
段
階
で
否
決
さ
れ
た
。
 
 
 

こ
の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
予
算
は
、
米
国
の
各
政
府
で
か
な
り
と
り
あ
げ
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
こ
二
～
三
年
の
う
ち
に
ほ
州
政
府
の
約
半
数
制
度
 
 

で
採
用
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
増
分
主
義
で
拡
大
す
る
予
算
や
行
政
組
織
等
に
一
定
の
終
期
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
、
終
 
 

期
を
迎
え
た
段
階
で
必
要
が
あ
れ
ば
改
め
て
そ
の
存
続
を
検
討
す
る
、
い
わ
ゆ
る
サ
ン
セ
ッ
ト
法
も
急
速
に
普
及
し
っ
つ
あ
る
。
こ
う
し
 
 

（
注
4
6
）
 
 

て
、
各
段
階
の
政
府
と
も
、
行
財
政
の
効
率
化
を
試
み
ょ
う
と
し
て
い
る
。
 
 

（
注
4
3
）
 
能
勢
（
Ⅲ
）
参
照
。
 
 

三
一
九
 
 
 



三
二
〇
 
 

（
注
4
4
）
 
前
掲
近
藤
六
二
真
参
照
。
 
 

（
注
4
5
）
 
ケ
ン
プ
・
ロ
ス
法
案
ほ
、
ケ
ン
プ
下
院
議
員
・
ロ
ス
上
院
議
員
（
と
も
に
共
和
党
）
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ほ
、
三
年
間
で
所
得
税
 
 

率
を
現
行
で
三
〇
％
づ
つ
、
は
ぼ
三
分
の
二
の
水
準
ま
で
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
単
純
に
計
算
す
る
と
、
て
二
四
〇
億
ド
ル
の
減
 
 

税
規
模
に
の
ぼ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
委
員
会
で
否
決
さ
れ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ
に
か
わ
っ
て
、
ナ
ン
上
院
議
員
（
民
主
党
）
 
の
修
正
案
が
審
議
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
①
連
邦
政
府
の
毎
年
の
支
出
増
は
イ
ン
フ
レ
調
整
 
 

後
、
す
な
わ
ち
実
質
で
一
％
を
限
度
と
し
、
②
そ
う
す
る
こ
と
で
現
在
の
国
民
総
生
産
の
ニ
ー
・
五
％
を
占
め
て
い
る
連
邦
政
府
の
支
出
を
一
 
 

九
八
三
年
に
は
一
九
・
五
％
ま
で
下
げ
る
1
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
八
三
年
に
か
け
て
て
四
 
 

二
〇
億
ド
ル
の
減
税
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
七
八
年
一
〇
月
九
日
上
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
も
の
の
、
最
後
ま
で
も
め
 
 

た
。
結
局
、
法
制
化
に
は
至
ら
ず
、
「
歳
出
は
向
こ
う
五
年
間
実
質
で
一
％
増
と
し
、
こ
れ
を
超
え
た
時
は
委
員
会
で
減
税
案
を
作
成
す
る
」
 
 

と
い
う
読
会
宜
言
に
お
ち
つ
い
た
。
 
 

こ
う
し
た
動
き
に
よ
っ
て
、
一
九
七
九
年
度
財
政
（
一
九
七
八
年
一
〇
月
モ
ー
九
七
九
年
九
月
）
 
の
財
政
赤
字
は
、
当
初
提
案
の
六
〇
六
億
 
 

ド
ル
か
ら
三
八
八
億
ド
ル
に
減
少
し
、
減
税
も
当
初
提
案
の
二
五
〇
億
ド
ル
か
ら
一
八
七
億
ド
ル
に
減
少
し
た
。
以
上
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
 
 

一
九
七
八
年
一
〇
月
一
三
日
付
毎
日
新
聞
四
面
及
び
一
九
七
八
年
一
〇
月
一
七
日
付
日
本
経
済
新
聞
四
面
参
照
。
 
 

（
注
4
6
）
 
能
勢
（
Ⅲ
）
参
照
。
 
 

5
 
歳
出
の
反
乱
の
問
題
点
と
意
義
 
 
 

∽
 
概
 
要
 
 
 

歳
出
の
反
乱
に
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
る
。
 
 
 

そ
の
問
題
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
①
経
済
理
論
上
の
困
難
（
近
代
経
済
学
上
の
問
題
点
）
、
②
個
別
の
経
済
問
題
を
解
 
 

決
す
る
た
め
に
憲
法
を
い
じ
る
こ
と
ほ
、
人
工
流
産
禁
止
問
題
等
に
波
及
し
て
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
虞
れ
が
あ
る
こ
と
、
③
憲
法
会
議
の
 
 

経
験
が
な
い
た
め
、
開
催
に
あ
た
っ
て
混
乱
し
そ
う
な
こ
と
、
④
三
権
分
立
の
原
則
を
崩
す
虞
れ
が
あ
る
こ
と
（
法
制
上
の
問
題
点
）
、
⑤
内
 
 
 



容
が
州
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
三
分
の
二
の
判
定
が
難
し
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
中
で
も
、
①
と
④
に
つ
い
て
、
言
及
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

囲
 
近
代
経
済
学
上
の
問
題
点
 
 
 

近
代
経
済
学
で
は
、
景
気
が
短
期
停
滞
に
入
れ
ば
、
財
政
支
出
を
増
や
し
て
テ
コ
入
れ
し
、
長
期
不
況
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
 
 

が
、
中
央
政
府
の
役
目
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
相
当
の
実
績
を
残
し
て
き
て
い
る
。
日
本
も
均
衡
財
政
主
義
を
断
念
し
、
赤
字
国
 
 

債
を
発
行
し
て
き
た
し
、
諸
外
国
も
相
当
の
赤
字
を
だ
し
つ
つ
、
経
済
政
策
を
運
営
し
て
き
た
。
 
 
 

も
し
、
景
気
が
停
滞
し
、
財
政
収
入
が
減
少
す
る
に
応
じ
て
財
政
支
出
も
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
不
況
は
野
放
し
と
な
 
 

り
、
政
府
の
責
任
は
果
せ
な
く
な
る
。
し
か
し
、
現
代
財
政
政
策
で
ほ
、
経
済
の
安
定
成
長
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
均
衡
予
算
原
則
 
 

を
固
執
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
適
正
な
財
政
の
規
模
と
構
造
と
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
の
方
が
、
 
 

（
注
卯
）
 
 

大
事
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
歳
出
の
反
乱
は
、
現
代
財
政
政
策
と
調
和
し
に
く
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
フ
ィ
ス
カ
ル
・
ポ
リ
 
 

シ
ー
や
補
整
的
財
政
政
策
は
発
動
し
難
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

（
在
4
7
）
 
藤
田
 
暗
「
財
政
政
策
の
理
論
」
三
七
〇
頁
。
 
 

㈱
 
法
制
上
の
問
題
点
 
 
 

政
府
予
算
に
司
法
府
が
直
接
、
昌
を
光
ら
せ
る
結
果
、
議
会
、
行
政
府
と
最
高
裁
の
対
決
を
も
た
ら
し
、
ひ
い
て
は
三
権
分
立
の
原
則
を
 
 

破
壊
し
か
ね
な
い
。
少
く
と
も
、
「
憲
法
は
特
別
の
地
位
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
、
法
律
で
処
理
で
き
る
問
題
で
い
じ
く
る
べ
き
で
な
い
」
 
 

（
注
4
8
）
 
 

と
い
う
、
モ
ン
デ
ー
ル
副
大
統
領
の
発
言
は
、
最
終
的
に
は
世
界
に
冠
た
る
憲
法
と
自
負
す
る
米
国
民
の
心
情
に
通
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 

三
二
一
 
 
 



三
二
二
 
 
 

も
し
、
歳
出
の
反
乱
が
成
功
し
た
場
合
、
最
高
裁
は
判
断
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
で
き
る
の
か
疑
わ
し
い
。
そ
れ
と
も
統
治
行
為
論
で
回
 
 

避
で
き
る
事
項
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
 
 

（
注
4
8
）
 
昭
和
五
四
年
四
月
九
日
付
日
本
経
済
新
聞
「
米
国
憲
法
に
〃
反
税
修
正
〃
の
波
」
参
照
。
 
 
 

㈲
 
今
後
の
見
込
 
 
 

歳
出
の
反
乱
が
今
後
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
予
測
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
は
あ
る
が
、
成
功
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

も
っ
と
も
、
税
金
ほ
安
け
れ
ば
安
い
は
ど
よ
い
の
だ
と
い
う
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
、
こ
の
動
き
の
中
に
み
ら
れ
る
こ
と
も
、
事
実
で
あ
る
。
し
 
 

か
し
、
今
後
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
「
安
価
な
政
府
」
を
求
め
る
声
に
応
え
、
政
府
の
無
駄
や
行
政
の
非
効
率
を
是
正
し
、
 
 

行
政
組
織
の
無
制
限
な
膨
張
を
抑
制
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
歳
出
の
反
乱
は
、
社
会
に
お
け
る
国
家
の
役
割
を
適
量
に
抑
え
よ
う
と
い
う
試
み
で
も
あ
る
。
国
家
の
介
入
は
、
い
つ
も
適
正
で
 
 

あ
り
着
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
 
 
 

日
本
も
、
深
刻
な
財
政
危
磯
に
あ
る
。
歳
出
の
反
乱
も
他
人
事
と
ほ
言
え
な
い
。
今
後
と
も
、
そ
の
動
向
を
其
け
ん
に
見
守
る
必
要
が
あ
 
 

る
。
そ
の
際
、
納
税
意
識
と
納
税
者
意
識
に
わ
け
て
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 
 

幽
 
納
税
者
の
反
乱
と
歳
出
の
反
乱
の
背
景
 
 
 

1
 
ほ
じ
め
に
 
 
 

提
案
一
三
号
で
始
ま
っ
た
納
税
者
の
反
乱
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
 
 

固
有
の
事
情
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
他
の
州
、
更
に
は
日
本
に
も
通
ず
る
も
の
も
あ
る
。
 
 
 



前
記
臼
に
お
い
て
、
納
税
者
の
反
乱
ほ
歳
出
制
限
に
結
び
つ
い
て
い
く
運
命
に
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
納
税
者
の
反
乱
の
背
景
を
さ
ぐ
る
こ
 
 

と
は
、
歳
出
の
反
乱
の
背
景
を
分
析
す
る
こ
と
に
、
当
然
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、
納
税
者
の
反
乱
と
歳
出
の
反
乱
の
背
景
 
 

（
注
4
9
・
5
0
）
 
 

を
分
析
し
、
納
税
者
の
反
乱
と
歳
出
の
反
乱
を
理
解
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
 
 

一
般
に
、
納
税
者
の
反
乱
の
背
景
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

‖
 
財
産
税
負
担
、
と
く
に
住
宅
に
か
か
る
財
産
税
負
担
の
急
増
。
 
 
 

㈲
 
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
、
全
米
で
最
も
整
備
さ
れ
た
資
産
評
価
制
度
を
持
っ
て
い
た
こ
と
。
 
 
 

㈲
 
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
全
米
で
も
行
政
水
準
が
高
い
水
準
で
あ
っ
た
こ
と
。
 
 
 

㈲
 
州
議
会
・
政
府
が
評
価
額
の
上
昇
の
見
返
り
と
し
て
の
十
分
な
税
率
の
引
下
げ
に
と
り
く
ま
な
か
っ
た
こ
と
。
 
 
 

M
 
ブ
ラ
ウ
ソ
知
事
を
含
め
、
過
去
の
住
民
投
票
の
歴
史
か
ら
提
案
一
三
号
を
、
州
議
会
、
政
府
が
楽
観
視
し
て
い
た
こ
と
。
 
 
 

㈹
 
ブ
ラ
ウ
シ
知
事
自
身
「
政
府
に
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
あ
ま
り
政
府
に
期
待
を
す
る
な
。
」
と
い
う
こ
と
を
唱
え
て
当
選
 
 
 

し
た
た
め
、
や
や
緊
縮
気
味
の
財
政
と
な
り
、
巨
額
の
剰
余
金
が
で
き
あ
が
っ
た
こ
と
。
 
 
 

仙
 
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
住
民
発
案
制
度
が
生
き
て
い
た
州
で
あ
っ
た
こ
と
。
 
 
 

捕
 
中
産
階
級
に
ほ
、
行
政
か
ら
の
見
返
り
が
少
な
い
と
い
う
不
満
が
蓄
積
し
て
い
た
こ
と
。
 
 

（
注
5
1
）
 
 
こ
れ
ら
は
、
い
く
つ
か
関
連
し
あ
っ
て
い
る
の
で
、
若
干
分
摂
し
た
う
え
、
個
別
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

（
鞋
4
9
）
 
米
国
の
政
治
思
想
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
四
年
五
月
二
一
日
ユ
≡
日
付
日
本
経
済
新
聞
「
価
値
観
か
わ
る
米
国
㊤
モ
㊦
」
、
昭
和
 
 

五
四
年
九
月
二
〇
日
～
ニ
ー
日
同
紙
「
自
由
社
会
の
復
興
㊤
㊦
」
参
照
。
 
 

（
注
5
0
）
 
ア
メ
リ
カ
で
ほ
、
大
都
市
で
周
辺
郊
外
部
を
含
め
て
、
経
済
活
動
が
弱
ま
り
、
地
域
全
体
の
人
口
も
減
少
し
て
い
く
事
態
が
、
北
東
部
を
中
 
 

三
二
三
 
 
 



三
二
四
 
 

心
と
し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
地
域
的
構
造
変
化
が
み
ら
れ
る
。
現
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
高
級
頭
脳
 
 

暑
が
テ
キ
サ
ス
等
に
流
出
し
て
い
き
、
そ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
高
級
頭
脳
着
で
な
い
民
衆
が
流
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
 
 

州
の
人
口
は
、
頭
打
ち
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
 
 

そ
う
し
た
大
都
市
の
財
政
的
困
難
を
克
服
す
る
方
法
と
し
て
の
三
つ
の
方
法
、
す
な
わ
ち
、
⑦
国
か
ら
都
市
に
対
す
る
財
政
援
助
を
拡
大
す
 
 

る
道
、
ン
◎
歳
出
の
削
減
、
⑳
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
み
ら
れ
る
内
部
努
力
の
道
の
う
ち
、
㊥
の
方
法
を
選
択
し
た
の
が
、
納
税
者
の
反
乱
で
あ
る
 
 

と
の
指
摘
が
あ
る
。
柴
田
徳
衛
「
米
国
大
都
市
文
明
の
没
落
」
エ
コ
ノ
、
、
、
ス
ト
一
九
七
八
年
一
一
月
二
八
日
号
及
び
同
「
マ
ン
モ
ス
都
市
は
ど
 
 

こ
へ
行
く
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
一
九
七
九
年
四
月
五
日
号
参
照
。
 
 

こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
納
税
者
の
反
乱
と
歳
出
の
反
乱
と
を
統
一
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
非
常
に
興
味
深
い
。
し
か
し
、
 
 

納
税
者
が
こ
れ
を
意
識
し
た
形
跡
は
乏
し
い
。
 
 

（
注
5
1
）
 
香
山
、
前
掲
近
藤
参
照
。
 
 
 

2
 
個
別
的
検
討
 
 
 

じ
 
財
産
税
の
増
大
 
 
 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
人
口
の
増
加
に
よ
り
住
宅
需
要
が
拡
大
し
、
イ
ン
フ
レ
が
こ
れ
に
加
わ
り
住
宅
な
ど
固
定
資
産
の
市
場
価
値
 
 

が
大
幅
に
上
昇
し
た
。
し
か
も
、
す
ぐ
れ
た
固
定
資
産
評
価
が
え
の
仕
組
み
の
標
的
に
、
商
業
ビ
ル
に
く
ら
べ
て
所
有
者
の
う
つ
り
か
わ
り
 
 

が
多
い
個
人
住
宅
が
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
個
人
住
宅
の
魚
担
が
急
増
し
た
こ
と
が
、
納
税
者
の
反
乱
の
大
き
い
原
田
で
あ
る
と
、
よ
く
言
 
 

（
注
光
）
 
わ
れ
る
。
 
 
 

た
し
か
に
、
課
税
標
準
の
伸
び
ほ
、
最
近
一
〇
％
以
上
で
あ
り
、
一
人
当
り
の
財
産
税
も
多
い
。
し
か
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
：
ア
州
が
全
米
 
 

一
で
ほ
な
く
、
過
去
十
年
の
伸
び
率
に
到
っ
て
は
、
平
均
並
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
な
ぜ
提
案
〓
ニ
号
が
成
立
し
、
全
米
に
広
が
っ
た
 
 

か
の
説
明
に
は
、
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
提
案
一
三
号
成
立
の
誘
因
の
一
つ
に
し
か
す
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ぎ
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
高
福
祉
、
高
負
担
の
流
れ
の
も
と
に
あ
っ
た
の
に
、
財
産
税
だ
け
に
非
難
が
集
中
し
た
理
由
を
説
明
す
 
 

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 

（
注
5
2
）
 
前
掲
近
藤
六
一
貫
、
「
全
米
九
六
都
市
に
お
け
る
財
産
税
額
の
状
況
（
一
九
七
六
年
）
」
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
一
八
巻
五
号
参
照
。
 
 

袖
〕
 
せ
℃
ヾ
斗
、
∇
＝
句
≧
守
敵
襲
8
報
労
親
儲
頚
亜
8
薄
汚
 
 

（
辞
）
 
古
海
‥
剣
E
 
 
 



表4 単一家族住宅平均価格の推移  （全米不動産協会資料）  

1976年2月  1978年2月  伸び率   
ドル   ドル   ％  

アメリカ北東部  42，400   51，000   20．3   

北中部   34，000   43，300   30．4   

南 部   39，700   46，800   17．9   

西 部   49，000   70，600   44．3   

（注）出典：香山  

表5 各州における1人当たり財産税額  

訓 州   名 卜9ヰ976上菅  州  名  

＿  

ア ラバマ  

ア ラ ス カ  

アリ ゾナ  

アーカンソー  

カリフォルニア  

コ ロ ラド  

コネチカット  

デラウェア  

コロンビア特別区  

フ ロリ ダ  

ジョ←ジ7  

ハ ワ イ  

アイ ダホ  

イリ ノ イ  

インディアナ  

アイ オ ワ  

カ ソサス  

ケンタッキー  

ルイジアナ  

メ イ ン  

メリーランド  

マサチューセッツ  

ミ シ カ【ソ  

ミ ネ ソ タ  

ミシシッピー ミ ズリ ーー  

キ ン′ タ ナ  

ネブラスカ  

ネ バ ダ  

ニュー・ハソプシャー  

ニュ∵－・ジャージ←  

ニュ∵－・メキシコ  

ニュ【・ヨーク  

ノース・カロライナ  

ノース・ダコタ  

オハイ オ  

オクラホマ  

オ レ ゴソ  

ペンシルバニア  

ロード・アイランド  

サウス・カロライナ  

サウス・ダコダ  

テネシー  

テキサス  

ユ  タ  

バーキント  

バージニア  

ワシン′トン′  

ウェスト・バージニア  

ウィスコン′シン′  

ワイカ‾ミソグ  

資料：連邦商務省  出典：自治実務セミナー17巻12号   



拗
 
財
産
評
価
 
 
 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
全
米
で
最
も
整
備
さ
れ
た
財
産
評
価
制
度
を
保
有
し
た
こ
と
を
、
納
税
者
の
反
乱
の
一
つ
に
あ
げ
る
向
き
が
あ
 
 

る
。
 
 
 

住
宅
価
格
が
毎
月
何
％
あ
が
っ
た
と
し
て
も
、
課
税
標
準
に
反
映
し
な
け
れ
ば
、
納
税
者
に
と
っ
て
影
響
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
 
 

が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
財
産
評
価
は
、
全
米
で
一
番
能
率
が
よ
く
、
精
密
に
で
き
て
い
た
た
め
、
時
価
が
税
に
反
映
す
る
の
が
早
か
っ
 
 

た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

財
産
評
価
方
法
が
よ
く
な
っ
た
原
因
は
、
汚
職
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
、
固
定
資
産
の
所
有
者
が
、
財
 
 

（
注
5
3
）
 
 

所
有
者
、
特
に
商
業
ビ
ル
な
ど
産
評
価
額
を
低
く
し
て
も
ら
お
う
と
し
て
、
州
内
地
方
自
治
体
の
係
官
に
賄
賂
を
贈
る
事
件
が
あ
っ
た
。
 
 
 

そ
こ
で
、
州
内
五
入
カ
ウ
ソ
テ
ィ
の
評
価
基
準
を
統
一
成
文
化
し
、
市
場
価
格
を
よ
り
正
し
く
反
映
さ
せ
る
よ
う
、
少
く
と
も
三
年
に
一
 
 

回
評
価
を
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
ほ
、
財
産
評
価
を
任
務
す
る
も
の
と
し
て
評
価
委
員
が
カ
ウ
ソ
テ
ィ
に
お
か
 
 

れ
、
公
選
で
独
立
に
関
係
な
く
、
公
平
に
固
定
資
産
を
評
価
す
る
。
そ
の
下
に
約
三
、
五
〇
〇
人
の
評
価
員
が
い
る
。
そ
し
て
、
毎
年
七
月
 
 

一
日
ま
で
に
地
域
内
の
固
定
資
産
総
評
価
額
を
カ
ウ
ソ
テ
ィ
に
提
出
す
る
。
カ
ウ
ソ
テ
ィ
の
議
会
は
、
こ
の
評
価
表
に
基
づ
い
て
、
必
要
と
 
 

考
え
ら
れ
る
収
入
を
得
る
た
め
に
何
％
で
徴
収
す
る
か
を
決
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
評
価
員
は
評
価
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
税
額
を
決
定
 
 

（
注
5
4
）
 
す
る
も
の
で
は
な
い
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
評
価
方
法
は
、
財
産
税
の
評
価
方
法
を
考
え
る
場
合
に
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
行
政
手
続
が
あ
ま
り
精
密
に
 
 

（
注
5
5
）
 
 

な
り
す
ぎ
る
と
、
反
発
を
く
い
か
ね
な
い
一
例
で
も
あ
る
。
 
 
 

た
し
か
に
、
他
の
州
で
は
、
そ
れ
は
ど
評
価
手
続
が
精
密
で
な
く
、
事
務
の
流
れ
、
複
雑
な
手
続
等
が
か
ら
ん
で
、
時
価
が
評
価
額
に
反
 
 

三
二
七
 
 
 



三
二
八
 
 
 

映
さ
れ
る
こ
と
が
、
遅
い
。
け
れ
ど
も
、
な
お
、
各
地
で
納
税
者
の
反
乱
、
歳
出
の
反
乱
が
お
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
評
価
方
法
も
一
 
 

（
注
5
6
）
 
 

つ
の
誘
因
に
す
ぎ
な
い
。
 
 

（
注
5
3
）
 
前
掲
近
藤
六
一
貫
参
照
。
 
 

（
箆
5
4
）
 
前
掲
加
藤
五
二
頁
、
T
i
m
e
誌
一
九
七
八
年
六
月
一
九
日
号
三
六
貢
参
照
。
 
 

（
鞋
5
5
）
 
日
本
の
固
定
資
産
税
の
場
合
、
土
地
の
評
価
が
え
に
伴
う
急
激
な
税
負
担
の
増
加
を
避
け
る
た
め
、
負
担
調
整
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
こ
れ
 
 

ほ
、
納
税
者
側
の
反
応
を
考
慮
し
た
も
の
と
一
応
は
言
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
精
密
な
評
価
手
続
に
対
す
る
納
税
者
の
反
応
を
考
慮
し
た
も
の
 
 

で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
さ
だ
か
で
は
な
い
。
 
 

な
お
、
西
ド
イ
ツ
は
評
価
法
を
有
す
る
が
、
納
税
者
側
の
反
響
は
不
明
で
あ
る
。
 
 

（
注
5
6
）
 
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
も
、
何
ら
の
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
大
体
毎
年
、
控
除
制
度
を
設
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
不
十
分
 
 

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

㈹
 
州
政
府
の
巨
額
な
剰
余
金
 
 
 

提
案
一
三
号
が
住
民
投
票
に
付
さ
れ
た
頃
、
カ
リ
フ
ォ
ル
：
ア
州
は
五
〇
億
ド
ル
に
の
ぼ
る
剰
余
金
を
有
し
て
い
た
。
州
民
の
間
に
、
こ
 
 

の
剰
余
金
を
減
税
に
振
り
向
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
強
か
っ
た
。
 
 

（
注
5
7
）
 
 
 

た
と
え
ば
、
フ
ォ
ー
チ
ュ
ソ
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
こ
た
え
て
、
レ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
市
の
引
退
家
主
ほ
、
「
な
ぜ
、
州
は
そ
れ
を
使
お
う
と
 
 

し
な
い
の
か
。
な
ぜ
、
我
々
に
大
ナ
タ
を
、
ふ
る
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
か
。
」
と
、
言
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
は
、
提
案
一
三
号
が
成
立
し
た
重
要
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
納
税
者
の
反
応
に
全
て
通
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
他
の
州
 
 

に
は
、
こ
′
れ
は
ど
の
剰
余
金
は
な
い
し
、
財
政
に
悩
む
と
こ
ろ
も
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
、
歳
出
・
の
反
乱
に
と
っ
て
は
、
弱
い
誘
因
 
 

に
し
か
す
ぎ
な
い
。
 
 
 



（
注
5
7
）
 
E
富
H
e
t
t
 
C
賀
－
↑
L
乳
d
 
J
㌻
へ
【
W
h
已
t
訂
く
○
訂
r
s
 
R
e
a
－
－
y
 
宅
6
こ
〉
∴
句
O
H
t
ロ
n
e
－
D
e
c
e
m
b
e
r
＝
声
－
当
0
0
．
こ
の
論
文
は
、
納
税
者
 
 

の
反
乱
に
つ
い
て
、
世
論
調
査
を
行
っ
た
う
え
、
総
括
的
に
ま
守
め
た
好
箇
な
論
文
で
あ
る
。
（
以
下
、
「
フ
ォ
ー
チ
エ
ソ
」
と
よ
ぶ
。
）
。
拙
訳
 
 

「
有
権
者
は
真
に
何
を
望
ん
で
い
る
か
。
」
研
究
部
月
報
二
三
号
参
照
。
 
 

㈲
 
住
民
発
案
制
度
 
 
 

米
国
に
お
い
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
制
度
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、
西
部
を
中
心
と
す
る
二
三
州
、
レ
フ
ア
レ
ン
ダ
ム
を
採
用
し
て
い
る
 
 

の
は
二
四
州
存
在
す
る
。
憲
法
改
正
に
ま
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
含
め
て
一
五
州
あ
る
が
、
 
 

（
注
5
8
・
5
9
）
 
 

東
部
の
州
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
住
民
発
案
制
度
は
へ
西
部
の
方
で
発
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
原
点
で
あ
る
ポ
ピ
エ
 
 

リ
ス
ト
運
動
が
、
西
部
の
方
で
発
達
し
た
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
住
民
発
案
制
度
の
承
認
率
は
高
い
（
表
6
参
照
）
。
成
立
し
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
州
議
会
が
先
取
り
し
 
 

て
立
法
化
し
た
た
め
、
結
果
的
に
承
認
さ
れ
た
案
件
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
他
の
州
で
も
同
様
に
言
え
そ
う
で
あ
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
西
部
を
中
心
に
、
直
接
民
主
制
が
う
ま
く
機
能
す
る
余
地
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
直
接
民
主
制
が
う
ま
く
磯
能
す
る
た
め
に
は
、
住
民
の
意
識
が
成
熟
し
、
合
理
的
な
判
断
が
下
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
 
 

と
が
必
要
で
あ
る
。
単
純
に
、
租
税
に
関
す
る
住
民
投
票
を
日
本
で
復
活
し
、
納
税
者
の
反
乱
と
同
様
な
こ
と
が
お
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
 
 

向
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
早
計
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
昔
、
地
方
税
・
分
担
金
・
使
用
料
及
び
手
数
料
の
賦
課
徽
収
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
 
 

て
、
直
接
請
求
が
認
め
ら
れ
た
一
時
期
が
あ
っ
た
。
が
、
戦
後
の
混
乱
期
に
反
税
闘
争
が
激
化
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
直
接
請
求
の
対
象
か
 
 

（
注
6
0
）
 
 

ら
は
ず
さ
れ
た
。
や
は
り
、
導
入
の
前
提
条
件
が
当
時
不
足
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
導
入
の
前
提
条
件
が
、
現
在
十
分
に
具
備
さ
れ
 
 

て
い
る
か
ど
う
か
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

三
二
九
 
 
 



衰6 カリフォルニア州における住民発案制度の歩み  

種  額   提案件数  承認件数  一承認率   

州議会提案のレフアレンダム   ％   

州議会提案の憲法改正  476   294  62   

州債承認   52   41   79   

イニシアティブによって採択された法律   
の改正   

15   13   87  

小  計   1 5431 3481 54 
請願による住民投票  

憲法改正イニシアティブ   90   24   27  

イニシアティブによる法律制定（直扱住  
民投票に付されたもの）   

65   18   28   

イニシアティブによる法律制定（議会提  
案後住民投票に付されるもの○この制度   4   1  25  

は1966年に廃止された）  

レフアレンダム   35   21  60  

小  計   194   64  33   
合  計   737  412  56   

出典‥香山  

三
三
〇
 
 

こ
の
点
、
納
税
者
の
反
乱
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
批
判
さ
 
 

れ
る
も
の
の
、
十
分
に
理
解
さ
れ
て
お
り
、
納
税
意
識
ほ
高
い
 
 

よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
そ
れ
は
、
も
の
ご
と
を
行
う
正
し
 
 

い
方
法
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
我
々
は
、
そ
れ
を
 
 

（
注
飢
）
 
 

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
、
フ
ォ
ー
チ
ュ
ソ
誌
は
、
あ
る
 
 

（
注
6
2
）
 
 

納
税
者
堅
言
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
事
実
か
ら
だ
け
で
も
、
納
税
 
 

者
の
反
乱
は
、
や
み
く
も
な
反
税
運
動
で
は
な
い
こ
と
が
、
明
 
 

（
注
6
3
）
 
 

ら
か
で
あ
る
。
 
 

（
注
由
）
 
香
山
四
二
貢
。
 
 
 

（
注
5
9
）
 
他
の
州
で
の
住
民
投
票
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
報
告
 
 

が
あ
る
。
 
 

①
関
根
照
彦
「
コ
ロ
ラ
ド
で
見
た
直
接
民
主
制
 
－
一
 
 

九
七
六
年
一
一
月
二
日
州
民
投
票
の
記
録
」
法
学
セ
ミ
ナ
 
 

ー
一
九
七
八
年
八
月
号
、
九
月
号
。
 
 

一
〇
件
の
投
票
の
う
ち
、
第
一
〇
法
案
が
注
目
を
集
め
 
 

た
。
こ
の
法
案
は
、
新
た
な
課
税
や
増
税
を
行
う
場
合
に
 
 

州
民
投
票
を
要
求
し
、
登
録
有
権
者
の
過
半
数
の
同
意
の
 
 

下
で
、
は
じ
め
て
課
税
や
増
税
を
許
す
と
い
う
も
の
で
あ
 
 

っ
た
。
 
 
 



こ
の
第
一
〇
法
案
ほ
、
二
五
九
、
二
〇
一
票
対
七
六
七
、
一
五
七
票
の
大
差
で
否
決
さ
れ
た
が
、
共
和
党
議
員
の
数
人
が
中
心
と
な
っ
て
、
 
 

税
金
の
引
上
げ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
法
案
を
準
備
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
は
、
一
九
七
七
年
の
州
歳
出
の
伸
び
を
前
年
度
比
 
 

七
％
以
内
と
す
る
立
法
転
、
結
び
つ
い
て
い
っ
た
。
 
 

②
「
已
．
S
．
宅
e
w
s
詳
W
O
r
－
d
 
R
e
p
O
r
t
J
 
O
c
t
O
b
e
r
 
N
∽
．
一
等
N
及
び
W
已
－
S
t
r
e
e
t
 
l
O
彗
n
已
「
望
○
畠
m
b
e
r
 
P
－
笥
N
中
の
住
民
投
票
に
 
 

関
す
る
記
事
。
 
 

一
九
七
二
年
〓
月
七
日
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ミ
シ
ガ
ン
、
コ
ロ
ラ
ド
、
ニ
ュ
ー
・
メ
キ
シ
コ
、
マ
サ
チ
エ
セ
ッ
ツ
州
と
い
う
と
こ
ろ
 
 

で
、
学
校
等
の
公
共
目
的
の
た
め
の
主
要
な
財
源
と
し
て
財
産
税
を
利
用
し
な
い
よ
う
に
す
る
か
、
又
は
そ
の
使
用
を
制
限
す
る
か
に
つ
い
 
 

て
、
住
民
投
票
が
行
な
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
圧
倒
的
多
数
で
否
決
さ
れ
た
。
 
 

（
注
6
0
）
 
真
砂
泰
輔
「
直
接
請
求
」
行
政
法
黄
座
六
巻
、
田
中
二
郎
「
新
版
行
政
法
（
中
）
」
（
全
訂
第
二
版
）
一
〇
四
～
一
〇
五
貢
参
照
。
 
 

（
注
6
1
）
 
フ
ォ
ー
チ
エ
ソ
四
三
頁
。
 
 

（
注
6
2
）
 
あ
わ
せ
て
、
昭
和
五
三
年
一
二
月
一
二
日
付
日
本
経
済
新
聞
夕
刊
「
直
接
民
主
主
義
の
功
罪
論
争
」
（
斉
藤
志
郎
）
参
照
。
 
 

（
注
6
3
）
 
納
税
者
の
反
乱
に
つ
い
て
の
報
道
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ジ
ャ
ー
ド
運
動
が
同
様
な
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
勒
は
、
小
 
 

農
。
手
工
業
者
・
小
商
人
層
を
基
盤
と
し
て
生
起
し
た
反
税
運
動
で
あ
っ
て
、
徴
税
の
妨
害
や
い
や
が
ら
せ
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
 
 

何
ら
の
方
針
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
最
後
に
は
、
反
義
金
主
義
運
動
に
形
式
上
変
化
し
た
が
、
そ
の
点
に
は
変
り
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
 
 

納
税
者
の
反
乱
と
は
、
そ
の
本
質
的
性
格
を
異
に
す
る
も
の
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

中
木
康
夫
著
「
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
」
中
巻
第
五
章
第
一
節
、
及
び
「
フ
ラ
ン
ス
の
反
税
ス
ト
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
昭
和
三
〇
年
四
月
一
六
日
号
 
 

参
照
。
 
 

㈲
 
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
租
税
負
担
 
 
 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
全
米
で
も
行
政
水
準
が
高
い
州
で
あ
る
。
人
口
一
人
当
り
の
社
会
福
祉
関
係
経
費
は
極
め
て
高
く
、
公
立
学
 
 

（
注
6
4
）
 
 

校
・
公
園
・
病
院
・
教
育
な
ど
公
共
施
設
の
面
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
、
極
め
て
大
規
模
で
能
率
的
な
も
の
を
誇
っ
て
い
た
。
ま
た
、
公
 
 

三
三
一
 
 
 



三
≡
二
 
 
 

務
員
の
給
与
水
準
も
高
か
っ
た
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
税
負
担
も
高
位
に
あ
り
、
一
人
当
り
の
財
産
税
も
全
米
中
高
位
に
あ
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
規
模
の
伸
び
が
 
 

（
注
6
5
）
 
 

著
し
か
っ
た
と
、
い
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
人
の
中
に
あ
る
「
役
所
は
よ
け
い
な
こ
と
を
す
る
な
。
」
 
と
い
う
意
識
と
、
コ
ン
サ
ー
バ
テ
ィ
ブ
な
ム
ー
 
 

ド
へ
の
回
帰
現
象
に
抵
触
し
て
し
ま
い
、
納
税
者
の
反
乱
・
歳
出
の
反
乱
に
適
っ
た
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
米
国
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
破
片
が
、
従
来
と
は
歴
史
を
異
に
す
る
風
土
に
住
み
つ
き
、
新
し
い
国
を
作
っ
て
、
そ
の
住
民
と
 
 

な
っ
た
社
会
で
あ
る
。
公
権
と
私
権
と
の
調
整
を
意
識
し
っ
つ
形
成
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
極
め
て
自
主
的
に
利
益
と
富
を
追
求
す
る
こ
と
が
 
 

で
き
た
社
会
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
即
成
的
な
社
会
で
あ
り
、
公
権
の
必
要
性
を
ま
ず
認
め
、
そ
の
う
え
で
公
権
を
い
か
に
調
整
す
る
 
 

（
注
6
6
）
 
 

か
が
問
題
と
な
り
つ
づ
け
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
、
公
私
間
の
距
離
が
大
き
く
な
か
っ
た
の
で
、
行
政
水
準
を
高
く
し
や
す
 
 

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

そ
の
ア
メ
リ
カ
の
中
で
も
、
東
部
社
会
の
カ
ケ
ラ
と
し
て
西
部
や
南
部
諸
州
に
人
口
が
移
動
し
て
い
く
。
そ
れ
が
集
中
し
て
い
っ
た
の
が
 
 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
あ
り
、
第
二
次
大
戦
後
は
特
に
著
し
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
現
在
ほ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
テ
キ
サ
ス
方
面
に
、
上
 
 

流
階
級
・
高
級
知
識
人
が
移
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
ゆ
え
に
、
即
成
社
会
と
し
て
、
東
部
よ
り
西
部
、
な
か
で
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
公
共
施
設
を
作
り
や
す
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

し
か
し
、
逆
に
、
そ
の
分
だ
け
、
私
権
が
強
力
で
、
公
の
基
盤
が
も
ろ
く
、
そ
こ
で
は
公
に
対
す
る
意
識
が
強
く
、
組
織
化
さ
れ
や
す
か
っ
 
 

た
の
で
ほ
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
端
を
発
し
て
、
西
部
・
中
西
部
を
中
心
に
し
て
納
税
者
の
反
乱
が
、
吹
き
荒
 
 

れ
た
。
東
部
で
も
納
税
者
の
反
乱
が
吹
き
荒
れ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
の
ほ
、
既
成
社
会
性
が
薄
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 
 
 



人
民
寺
院
事
件
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
ー
ヴ
ィ
ス
・
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
逆
差
別
事
件
、
バ
ッ
テ
ィ
∴
－
ス
ト
事
件
も
、
や
は
 
 

り
既
成
社
会
と
い
う
こ
と
か
ら
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

そ
う
で
あ
っ
て
も
、
政
府
支
出
拡
大
反
対
と
い
う
意
思
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
極
端
な
変
化
を
納
税
者
は
求
め
て
い
な
い
と
、
住
民
投
票
 
 

の
結
果
か
ら
読
み
と
る
べ
き
で
あ
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
が
最
も
即
成
的
な
社
会
で
あ
っ
た
が
故
に
、
提
案
〓
二
号
が
成
立
し
た
以
外
は
、
 
 

お
お
む
ね
穏
健
な
提
案
が
成
立
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
政
府
サ
ー
ビ
ス
に
し
て
も
、
納
税
水
準
に
し
て
も
、
満
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
 
 

と
で
は
な
い
が
、
現
状
維
持
を
期
待
し
、
新
た
に
増
税
し
て
ま
で
も
新
規
の
事
業
な
り
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
は
し
な
い
も
の
 
 

と
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
行
政
に
関
す
る
国
民
の
厳
し
い
考
え
方
は
、
住
民
に
提
案
さ
れ
た
起
債
案
件
（
総
額
≡
五
億
ド
ル
）
の
う
ち
、
控
え
目
に
計
画
 
 

（
注
6
7
）
 
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
四
割
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。
 
 

（
注
6
4
）
 
香
山
四
〇
貫
。
 
 
 

（
注
6
5
）
 
公
の
制
度
が
発
達
し
て
い
る
分
だ
け
に
却
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
の
基
盤
が
も
ろ
く
、
根
本
的
に
私
権
が
強
力
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
 
 

政
府
と
人
民
は
隔
離
し
て
お
ら
ず
、
人
民
側
も
新
し
い
試
み
を
自
由
に
行
う
こ
と
が
、
た
や
す
い
。
人
民
寺
院
や
ヒ
ッ
ピ
ー
は
そ
の
表
わ
れ
で
 
 

あ
り
、
納
税
者
の
反
乱
の
土
壌
も
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
入
江
 
昭
「
な
ぜ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
な
の
か
」
ヴ
ォ
イ
ス
一
九
七
九
年
 
 

四
月
号
参
照
。
 
 
 

（
注
6
6
）
 
ポ
ピ
ユ
リ
ス
ト
運
動
も
、
こ
の
流
れ
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
、
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

（
注
6
7
）
 
「
住
民
投
票
の
結
果
に
み
る
は
っ
き
り
し
た
納
税
者
意
識
」
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
一
八
巻
二
号
参
照
。
 
 

㈲
 
福
祉
支
出
 
 
 

そ
う
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
不
満
が
、
全
て
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
矢
面
に
た
た
さ
れ
 
 

三
三
三
 
 
 



三
三
四
 
 

た
の
は
、
主
と
し
て
、
福
祉
支
出
と
公
立
学
校
教
育
で
あ
り
、
中
で
も
福
祉
支
出
が
特
に
矢
面
に
た
た
さ
れ
て
い
た
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
タ
イ
ム
誌
の
一
九
七
八
年
一
〇
月
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
福
祉
支
出
が
多
す
ぎ
る
と
答
え
た
者
が
五
一
％
、
少
な
す
ぎ
る
 
 

と
答
え
た
者
が
二
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
教
育
に
関
し
て
ほ
、
多
す
ぎ
る
と
す
る
者
が
二
二
％
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
少
な
す
ぎ
 
 

（
注
6
8
）
 
る
と
す
る
者
は
四
五
％
に
達
し
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
誌
が
一
九
七
八
年
六
月
に
全
米
納
税
者
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
「
政
府
サ
ー
ビ
ス
が
低
 
 

下
も
し
く
は
他
の
税
目
が
増
税
さ
れ
て
も
財
産
税
の
減
税
を
希
望
す
る
か
」
と
の
問
に
対
し
、
五
七
％
が
同
意
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
 
 

「
あ
な
た
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
地
方
公
共
団
体
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
適
正
に
支
出
を
し
て
い
る
と
思
う
か
」
と
の
問
に
対
 
 

（
注
6
9
）
 
 

し
、
社
会
福
祉
に
つ
い
て
四
二
％
が
過
大
に
支
出
し
て
お
り
、
公
立
学
校
に
つ
い
て
二
五
％
が
過
大
に
支
出
し
て
い
る
と
、
答
え
て
い
る
。
 
 

（
注
7
0
）
 
 
 

ま
た
、
フ
ォ
ー
チ
エ
ソ
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、
福
祉
支
出
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
者
は
、
六
一
％
に
達
す
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
数
字
か
ら
、
福
祉
に
つ
い
て
見
直
し
を
納
税
者
が
求
め
た
も
の
と
、
理
解
す
る
向
き
が
あ
る
。
 
 
 

け
れ
ど
も
、
l
二
－
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
の
調
査
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
に
つ
い
て
適
正
（
二
八
％
）
、
過
少
（
一
九
％
）
あ
わ
せ
て
四
七
％
 
 

と
過
大
を
上
回
り
、
公
立
学
校
に
お
い
て
も
、
適
正
（
三
五
％
）
、
過
少
（
三
三
％
）
と
、
い
ず
れ
も
過
大
を
上
回
っ
て
い
る
。
 
 
 

フ
ォ
ー
チ
ュ
ソ
に
お
い
て
も
、
世
帯
所
得
一
万
ド
ル
以
上
の
者
は
支
出
が
す
く
な
い
と
し
、
一
方
、
一
万
ド
ル
未
満
の
着
で
は
そ
の
値
が
 
 

（
注
7
1
）
 
五
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
福
祉
の
見
直
し
を
求
め
た
も
の
と
解
す
る
の
は
不
十
分
で
あ
り
、
福
祉
支
出
に
つ
い
て
の
不
満
は
、
一
つ
の
誘
因
に
す
ぎ
 
 

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

も
っ
と
も
∵
慈
善
は
、
教
会
を
通
じ
て
行
う
も
の
と
い
う
ア
メ
リ
カ
中
流
階
級
の
意
識
の
中
で
は
、
高
福
祉
は
、
な
じ
み
に
く
か
っ
た
よ
 
 
 



う
で
あ
る
。
提
案
一
三
号
成
立
後
の
N
H
Ⅸ
の
特
集
番
組
の
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
数
人
が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
も
ら
し
て
い
 
 

る
。
 
 

（
注
7
2
）
 
 
な
お
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
の
世
論
調
査
に
よ
っ
て
も
、
圧
倒
的
多
数
は
、
福
祉
計
画
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
 
 

（
注
6
8
）
 
岩
田
七
六
貢
。
 
 

（
注
6
9
）
 
能
勢
（
Ⅱ
）
五
〇
貢
。
一
九
七
八
年
六
月
一
九
日
号
宅
e
w
s
宅
e
e
k
誌
参
照
。
 
 

（
注
7
0
）
 
フ
ォ
ー
チ
エ
ソ
四
四
貢
。
 
 

（
注
7
1
）
 
フ
ォ
ー
チ
エ
ソ
四
六
貢
。
 
 
 

（
注
7
2
）
一
九
七
八
年
一
〇
月
一
三
日
付
毎
日
新
聞
耳
能
率
的
な
政
府
・
議
会
を
」
中
間
選
挙
控
え
米
で
運
動
高
ま
る
』
参
照
。
 
 

S
 
政
府
の
非
効
率
性
 
 

イ
 
こ
れ
ら
の
他
、
納
税
者
の
反
乱
で
は
、
各
州
と
も
政
府
の
非
効
率
性
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

提
案
一
三
号
の
提
案
者
ジ
ャ
ー
ビ
ス
氏
は
、
専
ら
「
減
税
だ
け
が
政
府
の
無
駄
遣
い
を
防
ぐ
」
 
「
も
っ
と
効
率
の
よ
い
政
府
を
」
と
、
訴
 
 

え
た
。
こ
れ
を
受
け
、
納
税
者
は
、
年
々
膨
張
を
続
け
て
き
た
地
方
財
政
に
反
発
し
、
そ
の
効
率
性
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
感
情
的
・
政
治
 
 

的
な
不
満
の
ハ
ケ
ロ
と
し
て
そ
れ
を
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
結
び
つ
け
た
納
税
者
は
、
提
案
一
≡
号
に
と
び
つ
い
た
。
ま
さ
に
、
納
税
者
は
、
 
 

（
注
7
3
）
 
 

政
府
の
浪
費
を
排
除
し
、
政
府
の
効
率
的
な
行
動
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

投
票
後
に
行
な
わ
れ
た
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ス
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
賛
成
票
を
投
じ
た
人
の
七
〇
％
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
釆
 
 

（
注
閏
）
 
す
こ
と
は
な
い
と
答
え
、
六
九
％
の
人
が
ま
ず
福
祉
を
削
減
す
べ
き
だ
と
答
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、
税
金
は
納
め
な
い
、
納
め
た
く
な
い
と
 
 

い
う
、
単
な
る
反
税
運
動
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
租
税
に
対
す
る
プ
ロ
テ
ス
ト
は
、
政
府
は
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
り
効
率
的
に
や
 
 

三
三
五
 
 
 



三
三
六
 
 
 

り
う
る
し
、
ま
た
、
や
る
べ
き
で
あ
る
と
の
信
念
か
ら
発
し
た
も
の
で
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
意
味
合
い
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
、
評
価
さ
 
 

（
注
7
5
）
 
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
減
税
運
動
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
時
に
、
膨
張
を
続
け
る
歳
出
の
予
算
の
総
額
を
青
天
井
 
 

に
し
て
お
か
な
い
で
、
一
定
の
制
限
を
つ
け
よ
う
と
す
る
歳
出
制
限
に
結
び
つ
く
運
命
に
あ
る
こ
と
が
、
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

す
で
に
、
均
衡
予
算
の
た
め
の
憲
法
会
議
を
求
め
て
い
た
州
議
会
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
七
八
年
六
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
 
 

行
な
わ
れ
た
A
P
－
N
B
C
の
共
同
世
論
調
査
に
お
い
て
も
、
三
分
の
二
の
者
が
、
「
減
税
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
憲
法
を
修
正
す
べ
き
だ
」
 
 

（
注
7
6
）
 
 

と
考
え
て
い
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
投
薬
一
三
号
の
関
係
者
の
中
に
も
、
連
邦
予
算
の
規
模
に
つ
い
て
、
「
均
衡
の
と
れ
た
連
邦
予
算
と
す
る
た
め
、
国
家
の
税
金
 
 

（
注
7
7
）
 
を
段
階
的
に
減
ら
す
た
め
の
憲
法
改
正
」
を
は
っ
き
り
主
張
す
る
者
が
い
た
。
 
 
 

こ
う
し
て
、
納
税
者
の
反
乱
は
、
歳
出
の
反
乱
に
結
び
つ
く
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
中
間
選
挙
の
前
後
に
は
、
州
議
長
会
会
長
・
コ
 
 

ロ
ラ
ド
州
上
院
議
長
シ
ュ
ソ
ソ
・
ボ
ー
氏
で
す
ら
、
「
『
納
税
者
の
反
乱
』
は
、
い
ま
は
、
州
政
府
や
地
方
団
体
に
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
窮
 
 

極
の
目
標
は
連
邦
政
府
だ
」
と
、
既
に
語
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 

ロ
 
国
民
が
、
各
段
階
の
政
府
の
非
効
率
性
を
不
満
に
思
っ
て
い
た
証
し
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
世
論
調
査
が
あ
る
。
 
 
 

①
 
ニ
ュ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
誌
が
、
七
八
年
五
月
に
、
全
米
の
納
税
者
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
全
米
世
論
調
査
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
 
 

低
下
さ
せ
な
い
で
す
む
減
税
幅
に
つ
い
て
、
一
〇
％
以
下
と
み
る
人
々
が
二
九
％
、
二
〇
％
以
下
と
す
る
人
々
が
二
三
％
と
、
半
数
以
上
の
 
 

（
注
7
8
）
 
 

人
人
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
で
す
む
と
考
え
て
い
る
。
 
 
 

②
 
提
案
一
三
号
成
立
直
前
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
所
が
行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
州
や
地
方
団
体
の
予
 
 
 



算
を
一
割
削
減
し
た
と
し
て
も
、
五
四
％
の
人
々
が
、
現
在
と
同
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る
と
、
み
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
割
 
 

（
注
7
9
）
 
 

の
削
減
で
あ
っ
て
も
、
四
九
％
の
人
間
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
は
か
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
、
考
え
て
い
る
。
 
 
 

③
 
ワ
シ
ソ
ト
ソ
・
ポ
ス
ト
紙
が
一
九
七
八
年
十
月
初
め
に
発
表
し
た
全
国
世
論
調
査
に
お
い
て
も
「
税
金
は
今
の
水
準
で
い
い
か
ら
、
 
 

（
注
8
0
）
 
 

国
民
生
活
に
役
立
つ
よ
う
、
も
っ
と
効
率
的
に
使
う
」
と
い
う
考
え
に
、
六
四
％
も
の
人
々
が
賛
成
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
政
府
の
非
効
率
性
に
対
す
る
不
満
が
広
く
行
き
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 

ハ
 
ど
の
段
階
の
政
府
の
非
効
率
性
が
、
一
番
不
満
を
感
じ
ら
れ
て
い
た
か
。
 
 

（
江
8
1
）
 
 
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
連
邦
政
府
は
四
八
％
の
、
各
州
政
府
は
三
二
％
の
、
地
方
政
府
は
二
五
％
の
、
ム
ダ
遣
い
を
し
て
 
 

い
る
と
、
多
数
派
は
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
連
邦
政
府
が
最
も
ム
ダ
遣
い
を
し
て
い
る
と
、
評
価
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
一
九
七
八
年
六
月
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
世
論
調
査
で
も
、
良
く
や
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
の
は
、
地
方
政
府
（
三
五
％
）
、
州
政
府
 
 

（
注
8
2
）
 
 

（
二
三
％
）
、
連
邦
政
府
（
二
二
％
）
の
順
で
、
連
邦
政
府
の
評
判
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
 
 

（
注
8
3
）
 
 
 

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
誌
が
紹
介
し
て
い
る
多
く
の
世
論
調
査
で
も
、
同
じ
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
㈹
連
邦
政
府
ほ
ム
ダ
遣
い
を
 
 

し
て
い
る
と
考
え
る
人
が
増
加
し
、
現
在
で
は
七
五
％
以
上
に
な
っ
た
こ
と
、
0
0
連
邦
政
府
ほ
強
力
す
ぎ
る
と
、
七
二
％
の
人
々
が
考
え
て
 
 

い
る
も
の
の
、
M
公
共
サ
ー
ビ
ス
 
（
福
祉
を
除
く
。
）
 
は
六
〇
％
以
上
の
人
々
が
不
十
分
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
て
考
え
て
く
る
と
、
納
税
者
の
反
乱
は
、
政
府
の
非
効
率
お
よ
び
支
出
政
策
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
主
た
る
動
燐
で
あ
る
 
 

と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
連
邦
政
府
に
対
し
、
非
効
率
に
対
す
る
非
難
が
集
中
的
に
襲
い
か
か
る
の
は
、
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
 
 

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 



三
三
八
 
 

（
注
7
3
）
 
フ
ォ
ー
チ
エ
ソ
四
八
貢
。
そ
こ
で
は
、
民
衆
は
減
税
よ
り
も
イ
ン
フ
レ
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
し
て
い
る
。
 
 
 

（
注
m
じ
 
へ
【
S
O
u
n
d
a
n
d
F
u
r
y
O
く
e
r
 
T
a
箆
S
〉
〉
．
T
j
m
e
こ
u
n
e
－
P
－
笥
0
0
．
こ
れ
は
、
本
稿
に
つ
い
て
の
基
本
的
資
料
の
一
つ
で
、
日
本
の
種
々
の
 
 

資
料
も
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
い
る
の
が
多
い
。
 
 

（
注
7
5
）
 
フ
ォ
ー
チ
エ
ソ
四
二
頁
。
 
 

（
注
7
6
）
 
前
掲
名
東
一
二
八
貢
。
 
 

（
注
7
7
）
 
香
山
三
七
頁
。
 
 

（
注
7
8
）
 
能
勢
（
Ⅱ
）
五
〇
貢
。
 
 

（
注
7
9
）
 
能
勢
（
Ⅱ
）
五
〇
頁
。
 
 

（
注
8
0
）
 
（
注
7
2
）
 
に
同
じ
。
 
 

（
注
8
1
）
 
岩
田
七
九
頁
。
 
 

（
注
8
2
）
 
切
畠
i
m
e
s
s
W
e
e
k
一
九
七
八
年
六
月
一
九
日
号
。
 
 
 

（
注
8
3
）
 
フ
ォ
ー
チ
ュ
ソ
四
三
～
四
四
貢
、
昭
和
五
三
年
一
〇
月
九
日
付
読
売
新
聞
「
こ
の
ム
ダ
違
い
ー
・
納
税
者
よ
怒
れ
！
」
（
原
文
じ
一
S
．
芽
w
s
 
 

紆
R
e
p
O
H
t
）
参
照
。
 
 

3
 
ま
 
と
 
め
 
 
 

納
税
者
の
反
乱
と
歳
出
の
反
乱
の
背
景
に
つ
い
て
、
眺
め
て
き
た
。
た
だ
一
つ
の
原
因
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
の
原
因
が
複
合
し
、
あ
る
い
 
 

ほ
誘
因
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
納
税
者
の
反
乱
は
、
政
府
の
非
効
率
性
・
支
出
政
策
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
反
税
運
動
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
こ
 
 

れ
を
押
し
進
め
て
い
け
ば
、
歳
出
の
反
乱
に
連
な
る
の
ほ
、
当
然
の
運
命
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
両
者
の
本
来
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
 

（
江
8
4
）
 
 

は
、
ム
ダ
遣
い
を
す
る
政
府
、
政
府
の
非
効
率
に
対
す
る
警
告
で
あ
る
と
、
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
 
 
 



市
民
に
、
「
税
金
は
低
い
方
が
よ
い
か
、
高
い
方
が
よ
い
か
。
」
 
と
だ
け
聞
け
ば
、
低
い
方
が
よ
い
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
こ
と
、
 
 

ま
た
、
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
く
ら
い
あ
れ
ば
よ
い
か
」
と
だ
け
聞
け
ば
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
も
っ
と
は
し
い
と
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
 
 

こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
主
た
る
原
因
と
は
な
り
え
な
い
。
 
 
 

今
回
の
動
き
が
大
き
く
広
が
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
思
想
の
変
化
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
減
税
問
題
と
歳
出
削
減
と
が
 
 

（
注
8
5
）
 
切
り
離
さ
れ
た
こ
と
、
及
び
熱
心
な
運
動
家
が
い
た
こ
と
が
大
き
い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
た
ま
に
し
か
起
り
え
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
影
 
 

響
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

A
・
C
・
Ⅰ
・
R
調
査
や
種
々
の
調
査
等
を
み
る
と
、
政
府
の
非
効
率
性
に
不
満
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
税
そ
の
も
の
に
対
す
る
反
対
 
 

の
度
合
は
極
め
て
弱
く
、
納
税
意
識
に
変
化
は
な
く
、
納
税
者
意
識
が
変
化
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
反
税
運
動
と
 
 

考
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
プ
ジ
ャ
ー
ド
運
動
と
も
違
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
点
を
、
A
・
C
・
Ⅰ
・
R
の
調
査
を
通
じ
て
、
も
う
一
度
詳
し
く
み
つ
め
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

（
注
如
）
 
前
掲
近
藤
六
一
貫
、
フ
ォ
ー
チ
エ
ソ
論
文
、
「
T
h
e
句
a
－
t
e
り
ぎ
g
T
a
舛
R
e
邑
t
」
召
p
s
F
i
n
g
t
O
n
ぎ
s
t
｝
A
烏
宏
t
－
∽
｝
－
竺
還
参
照
。
 
 

そ
れ
だ
け
に
、
政
府
が
納
税
者
の
意
向
に
▼
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
る
と
、
急
速
竪
苧
え
や
す
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
納
税
者
の
反
乱
及
び
 
 

歳
出
の
反
乱
も
、
こ
の
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

（
注
8
5
）
 
昭
和
五
三
年
一
〇
月
二
二
日
付
日
本
経
済
新
聞
「
海
外
経
済
通
況
（
米
国
）
」
で
紹
介
さ
れ
た
全
米
産
業
審
議
会
経
済
研
究
所
フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
 
 

副
所
長
の
発
言
参
照
。
 
 
 



H
 
政
府
間
関
係
と
A
・
C
・
Ⅰ
・
R
調
査
 
 

納
税
者
の
反
乱
に
よ
り
、
も
っ
と
も
打
撃
を
受
け
た
の
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
連
邦
・
州
・
地
方
政
府
の
中
で
、
地
方
政
府
が
そ
う
で
あ
 
 

っ
た
。
連
邦
と
州
は
、
比
校
的
成
長
力
の
あ
る
税
源
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
州
の
剰
余
金
を
地
方
政
府
 
 

に
配
賦
し
て
、
と
り
あ
え
ず
の
処
理
を
し
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
苦
労
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
巨
額
の
剰
余
金
の
な
い
と
こ
ろ
は
、
 
 

相
当
苦
労
し
た
。
地
方
公
共
団
体
の
こ
の
ウ
ラ
ミ
が
、
歳
出
の
反
乱
に
違
っ
て
い
る
と
も
、
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
注
8
6
）
 
 
 

も
っ
と
も
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
を
契
廣
と
し
て
、
連
邦
が
多
く
の
内
政
の
分
野
に
積
極
的
に
進
出
し
た
こ
と
に
地
方
団
体
は
応
じ
る
一
 
 

方
、
全
米
市
長
会
は
、
連
邦
政
府
に
対
し
、
社
会
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
財
政
援
助
を
求
め
続
け
て
き
た
。
こ
の
州
を
含
め
た
地
方
公
共
 
 

（
注
釘
）
 
 

団
体
へ
の
財
政
援
助
が
、
連
邦
政
府
の
支
出
中
、
も
っ
と
も
伸
び
率
が
高
い
の
も
、
皮
肉
で
あ
る
。
 
 
 

そ
う
は
い
っ
て
も
、
財
政
が
厳
し
い
と
し
て
、
あ
ま
り
に
強
く
連
邦
政
府
の
援
助
を
求
め
る
こ
と
は
、
州
権
を
第
一
に
考
え
る
州
・
地
方
 
 

政
府
に
と
っ
て
は
、
い
た
し
か
ゆ
し
の
面
が
あ
る
。
 
 

（
注
8
8
）
 
 
 

こ
の
観
点
か
ら
、
各
政
府
に
と
っ
て
政
府
間
関
係
（
中
央
政
府
と
地
方
公
共
団
体
、
地
方
公
共
団
体
相
互
間
）
 
の
改
善
が
問
題
と
な
る
と
 
 

（
注
8
9
）
 
 

と
も
に
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
盛
ん
に
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
政
府
間
関
係
に
つ
い
て
、
諮
問
に
応
ず
る
た
め
に
議
会
に
設
け
ら
れ
た
の
が
、
政
府
間
関
係
諮
問
委
員
会
（
A
d
≦
．
S
O
H
y
C
O
m
m
i
s
s
i
O
コ
 
 
 

三
 
納
税
者
意
識
と
納
税
意
識
 
 



○
ロ
H
n
t
e
r
g
O
扁
r
ロ
m
e
n
t
a
－
R
e
－
a
t
i
O
n
S
｝
略
称
A
・
C
。
Ⅰ
・
R
）
で
あ
る
。
同
委
員
会
は
、
そ
の
検
討
の
参
考
と
す
る
た
め
、
一
九
七
二
 
 

年
か
ら
一
九
七
七
年
に
か
け
て
世
論
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
調
査
は
、
納
税
者
意
識
の
分
析
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
高
く
評
 
 

価
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
注
8
6
）
 
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
進
展
に
つ
れ
て
、
連
邦
政
府
は
、
高
価
な
政
府
へ
と
か
ぁ
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
州
政
府
側
か
ら
連
邦
憲
 
 

法
の
修
正
運
動
と
い
う
形
で
そ
の
批
判
が
具
体
化
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
裏
に
は
、
連
邦
政
府
で
あ
る
が
故
に
信
用
で
き
な
い
と
い
う
州
 
 

軽
重
視
、
州
第
一
の
考
え
が
反
映
し
て
い
る
。
金
子
善
次
郎
「
米
国
ク
納
税
者
の
反
乱
〃
ほ
連
邦
政
府
へ
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
一
九
七
九
年
六
月
 
 

五
日
号
参
照
。
 
 

（
注
8
7
）
 
前
掲
近
藤
六
二
頁
、
林
（
Ⅱ
）
三
貢
参
照
。
 
 

（
注
8
8
）
 
前
掲
加
藤
五
四
貢
参
照
。
 
 

（
在
8
9
）
 
米
国
で
も
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー
∧
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
R
e
畠
n
u
e
 
S
F
胃
i
ロ
g
）
と
い
う
、
わ
が
国
の
地
方
交
付
税
制
度
に
似
た
制
度
が
、
一
九
七
二
 
 

年
暫
定
的
に
導
入
さ
れ
た
。
当
初
、
そ
の
使
途
が
「
優
先
度
の
高
い
支
出
」
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
地
方
自
治
を
制
約
す
る
も
の
と
の
批
判
 
 

が
強
く
な
り
、
一
九
七
六
年
に
限
定
な
し
と
改
め
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
ま
だ
不
完
全
で
あ
る
と
か
、
枠
の
保
障
が
な
い
と
か
等
の
点
に
つ
 
 

き
、
論
議
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
 
 

こ
の
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
必
ら
ず
し
も
十
分
に
機
能
し
た
と
言
い
難
い
面
が
あ
る
。
そ
し
て
、
連
邦
政
府
の
行
財
政
に
対
す
る
国
民
の
監
視
 
 

の
日
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
州
及
び
地
方
の
政
府
に
対
す
る
財
政
援
助
を
、
よ
り
選
択
的
に
行
な
い
、
州
及
び
地
方
政
府
と
し
て
 
 

も
、
よ
り
選
択
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
明
確
に
示
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

な
お
、
州
・
地
方
政
府
の
財
政
問
題
に
つ
い
て
は
、
白
鳥
正
明
「
州
・
地
方
政
府
の
財
政
問
題
」
国
際
金
融
一
九
七
九
年
六
二
三
号
五
〇
頁
 
 

も
参
照
。
 
 
 



三
四
二
 
 

日
 
A
・
C
・
Ⅰ
・
R
調
査
 
 

l
 
調
査
方
法
・
注
意
事
項
 
 
 

A
・
C
・
Ⅰ
・
R
ほ
、
「
国
民
の
希
望
」
が
財
政
に
働
ら
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
税
収
が
本
当
に
必
要
な
と
き
国
民
ほ
ど
 
 

ぅ
す
る
か
、
連
邦
政
府
・
州
政
府
・
地
方
政
府
の
関
係
ほ
い
か
に
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
世
論
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
A
・
C
∴
Ⅰ
・
R
 
 

が
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
一
九
七
二
年
三
月
、
一
九
七
三
年
五
月
、
l
九
七
四
年
四
月
、
一
九
七
五
年
五
月
、
一
九
七
六
年
三
月
と
、
今
回
 
 

の
六
回
で
あ
る
。
 
 
 

今
回
は
、
一
九
七
五
年
五
月
十
四
日
か
ら
六
月
二
日
に
か
け
て
、
世
論
調
査
協
会
（
t
h
e
O
p
i
n
i
O
ロ
R
e
s
e
a
r
c
F
C
O
r
p
O
r
註
O
n
）
の
面
接
 
 

員
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
。
調
査
対
象
ほ
、
合
衆
国
本
土
の
一
般
家
庭
の
十
八
歳
以
上
の
男
女
二
、
九
〇
二
人
で
あ
り
、
予
め
示
さ
れ
た
質
問
 
 

表
を
使
っ
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
デ
ー
タ
は
、
O
R
C
の
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
処
理
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
十
八
歳
以
上
の
ア
メ
リ
 
 

（
注
9
0
）
 
カ
の
国
民
全
体
を
表
わ
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
、
報
告
書
は
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
報
告
書
で
ほ
、
一
九
七
二
年
三
月
調
査
か
ら
の
デ
ー
タ
も
、
あ
わ
せ
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
一
九
七
二
年
三
月
の
調
査
 
 

（
注
9
2
）
 
 

（
注
9
1
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
、
二
、
一
九
五
人
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
、
九
つ
の
要
素
を
考
慮
し
て
行
な
わ
れ
た
。
 
 
 

そ
の
他
、
注
意
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

何
 
パ
ー
セ
ン
ト
が
一
〇
〇
以
上
に
な
る
も
の
が
あ
る
の
ほ
、
重
複
し
た
答
え
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
 
 
 

㈲
 
所
得
分
類
は
、
一
九
七
六
年
の
税
引
前
の
世
帯
総
所
得
に
よ
る
。
 
 

伺
 
職
業
分
類
は
、
世
帯
の
主
た
る
歳
入
の
獲
得
者
の
職
業
に
よ
る
。
一
九
七
七
年
の
調
査
で
ほ
、
ホ
リ
ン
グ
シ
ー
ド
（
H
O
－
－
i
ロ
g
S
F
e
註
）
 
 
 



（
注
9
3
）
 
 

の
分
類
を
主
に
用
い
、
引
退
者
と
い
う
分
類
を
加
え
た
。
 
 

卸
 
地
理
的
区
分
は
、
北
東
部
（
宅
。
r
t
h
E
邑
）
・
北
中
部
（
嘗
r
t
h
C
e
n
t
邑
）
・
南
部
（
S
O
u
t
h
）
・
西
部
（
W
e
s
t
）
と
い
う
区
分
に
よ
 
（
注
9
4
）
 
 

る
。
 
 

（
注
9
5
）
 
 
 

伺
 
市
場
規
模
に
つ
い
て
は
、
A
．
C
．
ニ
ー
ル
セ
ソ
会
社
の
分
類
紅
よ
る
。
 
 

（
注
9
0
）
 
報
告
書
二
二
貢
。
 
 
 

（
注
9
1
）
 
宇
田
川
嘩
仁
訳
「
世
論
と
租
税
」
二
貢
。
こ
れ
は
、
一
九
七
二
年
三
月
の
調
査
の
紹
介
で
あ
る
。
 
 
 

（
注
警
 
考
慮
さ
れ
た
要
素
は
、
次
の
も
の
で
あ
る
。
一
九
七
七
年
に
お
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
 
 

男
と
女
 
 

白
人
と
非
白
人
 
 

五
つ
の
年
令
層
 
 

自
家
所
有
者
と
借
家
人
 
 

五
段
階
の
世
帯
所
得
 
 

子
供
を
持
つ
家
族
と
子
供
を
持
た
な
い
家
族
 
 

六
つ
の
職
業
グ
ル
ー
プ
 
 

そ
れ
ぞ
れ
四
地
域
に
わ
け
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
各
州
 
 

大
都
市
地
域
（
メ
ト
ロ
・
ポ
リ
タ
ン
地
域
）
と
非
大
都
市
地
域
（
ノ
ソ
・
メ
ト
ロ
・
ポ
リ
タ
ソ
地
域
）
 
 
 



（注93）職業別分類は次の通りである0  

A．C．Ⅰ：R調査の職業別  
分類   

nollingsb甲dの分類   

経営者・専門家・管理者  高級経営者（HigherExec11tives）   

（Execlユtive，Professional，  大企業主（LargeBusinessOwners）   
maagerial）   主要専門家（MajorProfessionals）  

企業管理者（BusinessManager）  

中企菓主（Medi11mBusinessOwners）  

下級専門家（LesserProfessionals）   

ホワイト。カラー   公務員（Administrative）  

小企業主（Small】∋usines草Owners）  

初級専門家（Semiprofessiorlals）  

書記又はセールス（Clerical／SaiesWorkers）  

技術者（Technicians）  

零細企業主（LittleBusinessOwner占）   

ブルー・カラー  熟練工（SkilledManuelEmployees）  

‡ 

磯桟道転者（MachineOperators）  

Jnskie。）        半熟練工（SemiskilledEmployees）  

未熟練工（UnskilledEmployees）   

引退者（Retired）  

（注94）こまかい区分ほ，表2参照0  

（注95）ニールセンの分類は，次のとおりである0   



2
 
質
問
事
項
 
 
 

質
問
事
項
は
、
毎
回
同
じ
で
は
な
く
、
少
し
づ
つ
異
っ
て
い
る
が
、
毎
回
二
～
七
問
質
問
さ
れ
て
い
る
。
（
各
回
毎
の
推
移
に
つ
い
て
ほ
、
 
 

表
7
参
照
）
。
 
 
 

そ
の
う
ち
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
政
府
の
関
係
に
関
す
る
質
問
（
∵
九
七
七
年
調
査
第
一
問
）
お
よ
び
税
の
公
平
度
に
関
す
る
質
問
（
同
第
 
 

三
問
）
は
、
毎
回
質
問
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
第
三
問
類
似
の
質
問
が
、
そ
の
他
に
も
み
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
ほ
か
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
税
負
担
の
関
係
に
関
す
る
質
問
（
同
第
二
問
）
が
三
回
、
地
方
財
政
危
故
に
関
す
る
質
問
（
同
第
四
問
）
・
 
 

租
税
特
別
措
置
に
関
す
る
質
問
（
同
第
五
問
）
・
増
税
の
手
段
に
関
す
る
質
問
が
、
こ
の
ほ
か
何
回
か
に
わ
た
っ
て
、
行
な
わ
れ
て
い
て
、
 
 

広
範
な
多
く
の
角
度
か
ら
調
査
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
、
で
き
る
。
 
 

沸
↓
 
墟
溺
制
温
㊦
帯
蘭
 
 

海
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碑
瑚
 
 

捧
沸
ヰ
ー
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什
啓
一
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吟
米
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一
代
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澄
沖
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抒
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笠
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遼
↑
バ
｝
 
叱
8
溶
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8
停
車
普
伊
沖
汁
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函
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耳
バ
て
ふ
こ
品
警
∵
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軸
ヰ
乳
○
椒
讃
淳
頚
d
ヰ
㌢
舟
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什
聖
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苛
d
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沙
か
（
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声
定
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d
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吟
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什
笹
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8
軒
端
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W
♂
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汁
㊦
如
 
 

蕃
市
伊
J
什
伊
祥
子
㊦
芦
鳴
き
d
ヰ
普
0
 
 
 

（
且
 
園
斜
静
U
㊦
葦
襲
什
ヰ
ー
鳴
ゝ
暗
幕
苓
ヰ
か
 
 
（
立
 
ヰ
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巧
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什
詮
 
 

ー
∽
」
N
一
－
り
」
∽
一
－
讐
基
－
雪
空
石
宗
一
忘
↓
↓
 
 

。
∽
一
・
竺
・
竺
。
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封
 
蝋
 
8
 
封
 
浄
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露
拙
守
浮
諦
 
 

蕗
 
 
 

常
㊦
捧
欄
掃
 
 

野
付
什
伊
香
聖
善
ヰ
か
 
 
（
c
）
 
ヰ
ー
咤
ゝ
吋
遺
賢
ヰ
か
什
付
伊
ヤ
巳
頭
常
ヰ
 
 
 

か
 
 
（
巴
 
軸
如
抒
r
 
 
 

持
ざ
半
開
拍
㊦
菌
憩
 
－
 
ヰ
抒
汁
虔
－
伊
J
什
伊
潮
停
欄
狩
野
常
 
－
 
什
郎
 
 

沖
抽
ヰ
誉
0
 
 
 

（
ヱ
…
鱒
顎
笥
軍
営
 
 
（
b
）
 
≧
望
顎
乗
 
 
（
c
）
 
≧
謝
卜
常
 
 
 

（
d
）
 
壁
掛
常
 
 
（
e
）
 
計
誉
伊
拝
そ
 
 
 

日
日
戸
園
斜
8
汁
禁
固
8
匪
姻
抒
常
Ⅲ
碧
伊
ヾ
軸
ヰ
0
軸
伊
珍
相
好
国
労
苗
 
 

代
き
什
載
沖
抽
ヰ
普
O
 
 
 

S
 
肌
監
完
義
盛
■
 
 
〈
宜
 
～
一
望
お
党
■
 
＋
？
）
 
誉
一
謝
卜
巣
 
 
 

立
 
蟹
敵
襲
 
 
苦
 
汁
誉
伊
丹
（
ノ
 
 
 

壁
掛
常
牧
師
澄
d
声
抒
丁
什
＞
ふ
現
勢
G
パ
ワ
か
什
班
計
ぎ
か
，
㌻
（
J
普
 
 

母
博
野
呼
訪
馬
バ
か
抽
「
抒
0
撃
取
常
閂
竣
ヰ
か
潮
鶉
8
せ
d
呵
ぎ
碧
伊
J
什
 
 

伊
陣
場
抒
博
野
付
抒
J
バ
了
が
d
r
如
け
誉
0
 
 
 

陣
地
拝
せ
浄
嶺
諸
声
｝
園
討
軍
陣
諦
藤
戸
か
抽
汁
き
バ
（
ノ
抽
ヰ
O
 
H
響
こ
Y
㊦
 
 

母
港
賀
諸
声
遼
「
謝
蓋
浮
希
望
蔀
望
蘇
昏
村
中
沖
か
∩
け
閂
J
r
ノ
バ
ー
伊
澤
音
 
 

声
城
島
d
ヰ
誉
〉
 
舟
ぎ
什
伊
河
竣
d
ヰ
㌢
0
 
 

亭
彗
抒
Ⅱ
富
市
伊
バ
か
汁
拶
－
≧
浮
竜
・
露
混
淳
奇
声
餅
か
瀞
掩
㊦
埼
紗
障
 
 

弄
欝
ヰ
か
什
什
雪
㌘
樹
週
浮
萄
や
沖
て
ム
＝
P
－
・
ヾ
ト
句
ヒ
ヾ
ヽ
什
〔
ノ
W
駈
 
 

昏
吋
苛
J
バ
丁
抽
ヰ
O
 
n
㊦
存
置
㊦
伊
什
d
〉
細
岡
㊦
伊
㊦
戸
籍
u
拝
啓
｝
個
 
 

市
蕃
昌
藤
で
て
呼
≧
浮
毎
什
詩
対
浮
奇
声
柚
耳
バ
√
ノ
抽
ヰ
0
酔
抒
音
声
－
∩
㊦
 
 

て
ム
＝
p
－
・
ヾ
ト
弓
七
ヾ
ヽ
什
㌻
W
駄
昏
閂
－
城
詰
d
ヰ
亘
－
河
竣
d
ヰ
 
 

ひ
ノ
0
 
 

三
四
六
 
 
 



苅
醤
碑
鯉
 
 

義
常
8
朝
捧
 
 
 

嚢
 
 
虫
 
 

√
ノ
（
J
誉
㊦
≧
d
声
高
滞
吋
報
岡
「
抒
ご
≧
冴
d
肇
尉
8
畢
粥
吋
済
》
 
 

「
捏
W
什
ヰ
か
陶
瀬
音
轡
戸
蟹
「
）
百
草
苓
彗
帯
同
布
巾
㊦
爵
0
油
蟄
蒔
同
舟
 
 

東
沖
か
辞
稲
呼
熟
斡
価
命
バ
坤
抽
「
汁
0
沙
抒
登
壇
｝
 
n
W
「
抒
浮
瀬
戸
械
熟
 
 

d
ヰ
普
｝
 
舟
ぎ
什
伊
河
竣
d
ヰ
普
0
 
 
 

沙
抒
汁
8
≧
淳
奇
説
㌢
抒
U
8
並
溶
暗
短
観
什
ヰ
か
抒
望
殉
－
≧
望
布
澄
・
 
 

≧
謝
卜
戴
こ
÷
一
考
敵
襲
8
化
ぎ
碧
〉
軸
咄
8
瑚
粥
d
沙
か
什
郎
沖
抽
ヰ
普
0
 
 
 

浮
㊦
川
J
8
批
難
8
小
平
 
餅
抒
抒
Ⅲ
埠
㊦
郎
沖
戸
帥
伊
弥
丁
伊
里
津
慧
J
 
 

d
ヰ
普
0
 
 
 

≡
 
観
洪
淳
奇
声
卑
営
宮
両
常
（
1
繭
㊦
仲
固
写
翔
け
常
）
障
磁
ゝ
↑
－
 
 

舟
き
呼
琴
詩
什
「
バ
詰
穎
蟹
敵
襲
付
頼
義
ヰ
か
0
 
 
 

亘
…
鮮
碧
彗
讐
㌘
サ
蔓
着
意
詫
（
－
酋
8
仲
園
芸
謝
卜
常
）
伴
侶
＞
ヰ
Å
 
 

坤
d
抒
（
二
項
＞
望
軍
営
軒
並
常
「
バ
達
揖
琶
敵
襲
8
帝
善
戸
J
什
厚
か
 
 

Å
坤
d
餅
か
0
 
 
 

〈
邑
 
紡
洪
浮
頚
戸
露
録
寄
掛
襲
吋
帝
萬
ヰ
か
拝
啓
∩
き
伊
8
帯
同
8
叛
き
 
 

伊
け
か
ぇ
坤
d
抒
（
ノ
0
 
 
 

宣
 
汁
註
エ
こ
誓
ノ
0
 
 

芭
 
渥
洪
浮
頚
碧
㌢
抒
ロ
8
慈
澄
吋
詠
槻
什
ヰ
か
抒
望
代
－
薄
8
代
ぎ
村
仲
8
 
 
 

劫
咄
㊦
抽
締
付
郎
沖
抽
ヰ
誉
0
 
 

一
票
N
一
－
雪
害
虫
垂
弓
道
－
3
壷
－
篭
べ
 
 

⊃   ○   

謡
 
掛
 
8
 
封
 
資
 
 

・
±
・
竺
・
竺
・
∽
 
 



（
飾
∞
 
聾
ゆ
市
打
口
泳
動
）
 
 
 

3
 
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
政
府
 
 
 

毎
回
、
政
府
に
対
す
る
評
価
を
求
め
て
、
次
の
間
が
発
せ
ら
れ
続
け
て
き
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
回
答
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
あ
 
 

ま
り
変
動
は
み
ら
れ
な
い
（
別
表
1
・
2
参
照
）
。
 
 
 

表
9
 
 
 

（
旦
 
浮
聯
8
審
芦
代
ぎ
d
ヰ
普
0
 
 
 

≡
 
卒
碧
南
商
常
．
ヰ
狩
野
♂
溶
薗
舟
8
露
詠
調
討
茫
辛
8
伊
8
声
楽
ヰ
か
 
 

一
顧
8
押
頂
写
謝
卜
常
吋
薄
宙
ヰ
か
0
 
 
 

亘
 
遍
＞
頚
軍
営
劇
呼
竺
坤
卜
馬
か
0
 
 
 

雷
一
斗
寸
爪
旬
、
て
・
彗
へ
ヾ
8
笹
常
茹
彗
蒔
岡
暗
幕
号
「
－
河
声
野
間
畢
翠
 
 
 

≧
。
詰
揖
8
馨
－
開
薄
地
偵
8
常
翁
蒋
罪
障
聖
萬
「
バ
薄
荷
村
塾
か
0
 
 



連
邦
政
府
は
、
一
九
七
四
年
の
二
九
％
を
の
ぞ
い
て
、
三
五
～
三
九
％
の
支
持
を
受
け
、
も
っ
と
も
高
い
。
州
政
府
・
地
方
政
府
は
、
道
 
 

に
一
九
七
四
年
が
少
し
高
く
、
そ
の
余
の
年
は
少
し
下
っ
て
、
は
ぼ
同
じ
率
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
の
年
は
選
挙
の
年
で
あ
る
。
 
 
 

政
府
の
各
レ
ベ
ル
の
中
で
は
、
一
九
七
七
年
の
調
査
に
お
い
て
、
連
邦
政
府
は
三
六
％
で
最
も
支
持
を
受
け
、
州
政
府
が
二
六
％
、
地
方
 
 

政
府
が
二
〇
％
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
順
位
の
償
向
は
、
毎
回
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

連
邦
政
府
に
最
高
の
評
価
を
与
え
な
い
者
は
、
全
国
民
の
三
十
～
四
十
四
歳
層
、
女
性
の
三
十
～
四
十
四
歳
層
、
大
学
生
以
上
、
経
営
 
 

者
・
専
門
家
・
管
理
者
層
で
あ
る
。
 
 
 

連
邦
政
府
と
州
政
府
と
が
、
あ
ま
り
違
わ
な
い
評
価
を
与
え
て
い
る
ク
ラ
ス
と
し
て
、
女
性
の
十
八
～
二
十
九
歳
層
お
よ
び
四
十
五
～
五
 
 

十
九
歳
層
、
大
学
在
学
生
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
、
子
供
を
持
つ
家
庭
、
一
五
～
二
四
・
九
千
ド
ル
の
世
帯
所
得
の
層
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
 
 

み
る
限
り
、
い
わ
ゆ
る
知
識
人
や
中
年
層
・
婦
人
層
に
と
っ
て
、
連
邦
政
府
は
評
価
が
良
く
な
い
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
地
方
政
府
を
選
ん
だ
率
が
最
も
高
い
の
は
、
一
九
七
七
年
調
査
で
は
、
≡
十
～
四
十
四
歳
層
、
女
性
の
三
十
～
四
十
四
 
 

歳
層
、
大
学
在
学
生
以
上
、
経
営
者
・
管
理
者
二
専
門
家
層
、
世
帯
所
得
一
五
～
二
四
・
九
千
ド
ル
層
で
あ
る
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
層
が
地
方
 
 

政
府
を
高
く
評
価
す
る
の
は
、
一
九
七
三
年
頃
か
ら
み
ら
れ
る
。
 
 
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
州
政
府
・
地
方
政
府
か
ら
納
税
額
に
対
し
て
最
も
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と
す
る
者
が
、
一
九
七
二
年
の
三
四
％
か
 
 

ら
、
一
九
七
七
年
に
は
四
六
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
納
税
者
の
意
識
が
厳
し
く
な
り
、
州
権
重
視
へ
の
憤
斜
的
回
帰
、
中
 
 

産
階
級
の
不
満
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
反
税
意
識
は
、
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
レ
ベ
ニ
ュ
ー
・
シ
ュ
ア
リ
ン
グ
を
と
る
連
邦
政
府
を
 
 

全
体
的
に
高
く
評
価
し
て
い
る
。
や
は
り
、
納
税
意
識
ほ
健
全
で
あ
る
。
納
税
と
サ
ー
ビ
ス
が
つ
り
あ
わ
な
い
と
感
じ
て
い
る
層
が
不
満
を
 
 

三
四
九
 
 
 



三
五
〇
 
 

も
っ
て
い
る
こ
と
が
、
示
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
急
に
納
税
者
が
連
邦
政
府
に
厳
し
く
な
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
州
権
再
重
視
 
 

の
ご
く
緩
や
か
な
一
つ
の
流
れ
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
納
税
者
の
反
乱
・
歳
出
の
反
乱
の
原
因
で
あ
る
と
、
断
定
す
 
 

る
の
は
尚
早
で
あ
る
。
 
 
 

4
 
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
税
負
担
 
 
 

公
共
サ
ー
ビ
ス
と
税
負
担
に
つ
い
て
の
調
査
が
、
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
七
七
年
に
か
け
て
、
行
な
わ
れ
て
い
る
（
別
表
3
・
4
参
照
）
。
 
 
 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
現
在
通
り
の
租
税
と
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
考
え
ほ
、
次
第
に
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
と
租
税
を
削
減
す
る
と
 
 

い
う
考
え
方
ほ
、
次
第
に
減
少
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
考
え
が
、
納
税
者
の
反
乱
・
歳
出
の
反
乱
 
 

を
招
い
た
と
い
う
理
解
は
、
説
得
的
で
は
な
い
。
が
、
現
状
維
持
も
し
く
は
税
・
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
の
い
ず
れ
か
を
、
回
答
者
の
大
多
数
が
 
 

支
持
し
て
い
る
こ
と
ほ
、
確
か
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

表
1
0
 
 
 



一
九
七
七
年
に
お
い
て
ほ
、
全
体
的
に
現
状
維
持
が
上
回
り
、
約
半
数
を
し
め
、
約
三
剥
が
税
・
サ
ー
ビ
ス
削
減
を
支
持
し
て
い
る
。
し
 
 

か
し
、
そ
の
差
が
近
い
も
の
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
男
性
の
十
八
～
五
十
九
歳
層
、
北
東
部
、
西
部
、
農
村
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
に
 
 

ほ
、
納
税
者
の
反
乱
が
影
を
落
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
傾
向
は
、
過
去
三
年
と
も
か
わ
り
が
な
い
。
た
だ
、
約
三
〇
％
が
減
税
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

5
 
税
の
公
平
度
 
 
 

侶
 
も
っ
と
も
不
公
平
な
租
税
 
 
 

も
っ
と
も
不
公
平
な
租
税
は
何
か
と
い
う
質
問
は
、
は
ぼ
毎
回
行
な
わ
れ
て
き
た
。
一
九
七
二
年
に
は
、
財
産
税
を
も
っ
と
も
不
公
平
と
 
 

表
1
1
 
 
 



≡
五
二
 
 

す
る
都
合
は
、
四
五
％
と
高
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
比
率
は
、
質
問
さ
れ
た
租
税
の
中
で
、
最
も
高
い
比
率
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
比
率
は
次
第
に
低
下
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
財
産
税
ほ
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
目
か
ら
み
て
、
最
も
悪
い
租
税
 
－
 
少
く
と
も
不
公
平
 
 

な
租
税
と
し
て
考
え
ら
れ
は
じ
め
、
一
九
七
五
年
か
ら
上
昇
に
転
じ
、
一
九
七
七
年
に
は
三
三
％
に
ま
で
達
し
た
（
別
表
五
・
六
参
照
）
。
 
 

一
九
七
二
年
か
ら
一
九
七
七
年
の
問
、
財
産
税
は
、
連
邦
所
得
税
と
同
様
に
、
評
価
が
ひ
き
つ
づ
き
よ
く
な
い
。
一
九
七
二
年
に
は
、
財
 
 

産
税
の
方
が
、
は
る
か
に
評
価
が
悪
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
三
年
以
降
は
、
は
と
ん
ど
同
じ
か
、
年
に
よ
っ
て
は
、
連
邦
所
得
税
の
方
 
 

が
評
価
が
悪
く
な
っ
た
が
、
だ
い
た
い
の
と
こ
ろ
、
財
産
税
の
方
が
連
邦
所
得
税
よ
り
評
価
が
悪
い
。
こ
の
差
は
、
課
税
標
準
（
財
産
税
の
 
 

場
合
は
、
市
場
価
格
お
よ
び
そ
の
評
価
）
に
及
ぼ
サ
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
影
響
の
度
合
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

連
邦
所
得
税
も
、
財
産
税
に
つ
い
で
評
価
が
悪
い
が
、
連
邦
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
身
近
か
で
な
い
も
の
が
多
い
か
ら
、
あ
る
程
度
は
や
む
を
 
 

得
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
う
け
て
、
連
邦
政
府
も
、
租
税
の
使
い
道
、
行
政
内
容
を
、
知
ら
せ
納
得
し
て
も
ら
う
努
力
を
続
け
て
 
 

い
る
。
そ
れ
で
も
こ
の
値
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

州
売
上
税
は
、
「
ゼ
ロ
・
サ
ム
・
ゲ
ー
ム
」
の
よ
う
に
、
増
加
し
て
い
く
財
産
税
の
不
人
気
を
、
外
見
上
示
し
て
い
る
。
一
九
七
五
年
に
 
 

は
二
三
％
で
あ
っ
た
が
、
一
七
％
に
低
下
し
た
。
 
 
 

こ
う
し
で
み
る
と
、
財
産
税
の
評
価
が
悪
い
の
は
、
以
前
か
ら
の
こ
と
で
、
最
近
急
に
悪
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
と
も
と
、
財
産
税
 
 

が
、
逆
進
的
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
以
上
、
不
人
気
は
や
む
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
納
税
者
の
反
乱
の
主
た
る
原
因
と
は
、
う
か
が
え
な
 
 

。
 
 

∽
 
も
っ
と
も
公
平
な
租
税
 
 
 

∽
と
逆
の
形
で
の
質
問
が
、
一
九
七
二
年
と
一
九
七
四
年
に
行
な
わ
れ
た
（
別
表
7
参
照
）
。
 
 
 



西  

中  東  

部   

〔  ／‾■1   〔   〔   
2925  2033  3232  2920   〕   〕   〕   〕  

〔  

47   910  129  1117  
〔   〔   〔  

〔   〔  ／‾「   〔  1915  1917  2015  2123   〕   〕   〕   〕  

〔   〔   〔   〔  3845  2325  2737  2928 

〔  ／「  ／－「   〔   
117  1914  9 7  1713  

〕   〕   〕   〕   

18  26  16  13  

12  12  11  16  

11  13  9  20  

54  34  56  38  

13  



三
五
四
 
 

連
邦
所
得
税
と
州
売
上
税
と
が
、
は
ぼ
同
じ
値
を
示
し
っ
つ
支
持
を
失
う
一
方
、
財
産
税
の
評
価
が
持
ち
直
し
た
。
地
域
的
に
み
る
と
、
 
 

西
部
で
ほ
、
州
売
上
税
の
比
率
が
高
い
の
が
、
目
立
っ
て
い
る
。
 
 
 

U
に
比
べ
、
財
産
税
を
不
公
平
と
す
る
老
が
、
西
部
で
は
、
一
九
七
二
年
五
四
％
、
一
九
七
四
年
三
八
％
、
一
九
七
七
年
四
五
％
と
、
あ
 
 

い
か
わ
ら
ず
高
い
一
方
、
公
平
と
す
る
割
合
は
、
一
九
七
二
年
の
六
％
、
一
九
七
四
年
一
二
％
と
向
上
し
て
い
る
。
財
産
税
ほ
か
な
り
不
公
 
 

平
な
租
税
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
懐
向
ほ
、
北
中
部
・
北
東
部
・
南
部
の
順
に
著
し
 
 

ヽ
 
0
 
 

し
V
 
 
 

な
お
、
農
村
の
一
九
％
、
南
部
の
二
九
％
が
、
連
邦
所
得
税
を
最
も
公
平
で
あ
る
と
、
信
じ
て
い
る
。
ま
た
、
南
部
の
三
四
％
が
財
産
税
 
 

を
最
も
不
公
平
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
北
中
部
で
は
五
六
％
、
西
部
で
ほ
五
四
％
が
財
産
税
を
不
公
平
と
し
て
い
る
が
、
北
東
部
 
 

で
は
そ
の
割
合
は
三
入
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
的
傾
向
で
は
、
南
部
と
北
東
部
で
ほ
、
や
や
所
得
税
に
好
意
的
で
、
財
産
税
に
 
 

対
し
そ
れ
ほ
ど
批
判
的
で
な
い
こ
と
が
、
読
み
と
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
財
産
税
ほ
最
も
評
価
が
悪
く
、
逆
に
意
外
に
評
価
が
良
い
の
が
州
売
上
税
で
あ
る
。
こ
の
債
向
ほ
、
近
年
続
い
て
い
 
 

る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
一
～
二
年
の
状
況
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
財
産
税
の
評
価
が
、
納
税
者
の
反
乱
・
歳
出
の
反
乱
の
主
因
で
あ
 
 

る
と
ほ
、
い
え
な
い
こ
と
の
証
が
、
こ
こ
に
も
あ
る
。
 
 
 

㈱
 
財
産
税
が
不
満
と
さ
れ
る
理
由
 
 
 

財
産
税
が
、
こ
れ
は
ど
評
判
が
悪
く
、
不
満
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
ほ
、
な
ぜ
で
あ
る
か
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
財
産
税
が
不
 
 

満
と
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
四
年
に
調
査
が
行
な
わ
れ
た
（
別
表
8
参
照
）
。
 
 
 



「
低
所
得
世
帯
に
も
っ
と
も
厳
し
い
」
が
二
七
％
と
、
も
っ
と
も
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
財
産
税
の
逆
進
的
性
格
に
 
 

不
満
を
示
し
て
い
る
者
が
多
い
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
財
産
税
の
性
格
上
あ
る
程
度
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

つ
い
で
、
「
い
つ
も
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
住
宅
価
格
の
評
価
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
。
」
が
、
二
一
％
と
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

一
二
五
五
 
 
 

チ ト へ  ホ ニ ハ ロ イ  

購  
財意・財入増家再い低   

がしは以紙つはは世  
良0 、上上こ、っ帯   
税   他 のの と 衝 き に   

い   よ に、念 な し と   せ  て  
と  り よ売  申  も   
い  も り却 ′さ 告 い 殿   
う  急 課し る 納 な し   
見 違税な 0鋭いい  
解 にすけ 額住 0  に   増 るれ   の 宅   

は  加 0ば   増 価   
同  し  住   加 格   

て  宅  と の   
で  き  所   い 評   
き  た 有  う 価   
な  ○  者   結 に   
い  の   果 基   

0  手  を づ   
も  も い   
と  た て   
に  ら 課   
あ   す 税   
る  ○ さ   
の  れ   
に  る  

当   
初   
の   
住   
宅   

全  

5 1112 12 12 6 2127   体   

男  

5 8 12 14 14 6 2126   性   

女  

4 14 12 11 10 6 21 27   性  

表
1
3
 
 

（
問
）
 
財
産
税
が
良
税
で
ほ
な
い
と
人
々
が
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
理
由
を
掲
げ
て
み
ま
し
た
。
財
産
税
に
対
す
る
不
満
の
中
で
、
ど
 
 

れ
が
も
っ
と
も
重
要
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
で
し
よ
う
か
。
 
 



三
五
六
 
 

こ
の
評
価
に
つ
い
て
の
不
満
は
、
全
体
と
し
て
ほ
第
二
位
で
あ
る
が
、
第
一
位
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
四
十
～
四
十
九
歳
の
層
、
 
 

大
学
生
、
専
門
家
、
管
理
者
、
書
記
・
セ
ー
ル
ス
で
あ
る
。
知
的
な
層
・
年
次
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
西
部
で
も
、
こ
の
理
由
を
掲
げ
る
層
 
 

ほ
、
そ
れ
は
ど
多
く
な
い
。
こ
の
こ
と
ほ
、
財
産
評
価
の
方
法
に
つ
い
て
の
不
満
が
、
納
税
者
の
反
乱
・
歳
出
の
反
乱
の
、
一
つ
の
誘
因
に
 
 

し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

あ
と
は
、
「
家
を
も
つ
こ
と
を
断
念
さ
せ
る
。
」
、
「
増
価
は
紙
上
の
み
で
、
売
却
し
な
け
れ
ば
住
宅
所
有
者
の
手
も
と
に
あ
る
の
に
、
当
初
 
 

の
住
宅
購
入
価
格
以
上
の
価
格
に
よ
り
課
税
す
る
。
」
、
「
財
産
税
は
他
の
税
よ
り
も
急
速
に
増
加
し
て
き
た
。
」
が
、
区
別
で
き
な
い
状
態
で
 
 

続
い
て
い
る
が
、
た
い
し
た
割
合
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
が
、
納
税
者
の
反
乱
や
歳
出
の
反
乱
の
背
景
で
は
な
い
こ
と
を
、
示
し
て
 
 

い
る
。
 
 

6
 
地
方
財
政
危
放
 
 
 

じ
 
連
邦
政
府
の
地
方
団
体
へ
の
財
政
援
助
 
 
 

財
政
危
撥
に
、
地
方
公
共
団
体
が
み
ま
わ
れ
て
い
る
。
提
案
一
三
号
成
立
前
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
が
破
産
の
危
磯
に
直
面
し
た
ほ
か
、
 
 

い
く
つ
か
の
地
方
公
共
団
体
が
財
政
危
棟
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
納
税
者
の
反
乱
に
相
通
し
、
い
よ
い
よ
苦
し
く
な
っ
た
地
方
公
 
 

共
団
体
側
が
、
歳
出
の
反
乱
の
片
棒
を
か
つ
い
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
地
方
財
政
危
俄
に
つ
い
て
の
世
論
の
動
き
を
知
る
こ
と
は
、
納
税
 
 

者
の
反
乱
・
歳
出
の
反
乱
の
理
解
に
有
益
で
あ
る
。
 
 
 

連
邦
政
府
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
財
政
援
助
に
つ
い
て
ほ
、
一
九
七
六
年
お
よ
び
一
九
七
七
年
に
質
問
が
行
な
わ
れ
た
（
別
表
9
・
1
0
参
 
 

照
）
。
 
 
 



ア
メ
リ
カ
国
民
は
、
財
政
援
助
に
対
し
、
相
半
ば
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
一
九
七
六
年
で
は
、
賛
成
四
入
％
 
－
 
反
対
四
〇
％
で
あ
 
 

っ
た
（
北
東
部
で
は
七
〇
％
が
賛
成
し
て
い
る
。
）
が
、
一
九
七
七
年
に
ほ
、
賛
成
四
三
％
1
反
対
四
四
％
と
か
わ
り
、
反
対
が
ご
く
僅
 
 

か
で
は
あ
る
が
増
加
し
て
い
る
。
と
く
に
、
一
九
七
七
年
忙
は
、
西
部
・
南
部
・
北
中
部
で
は
反
対
が
賛
成
を
相
当
上
回
っ
て
お
り
、
そ
の
 
 

変
化
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
反
乱
の
嵐
が
主
と
し
て
吹
き
あ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
一
九
七
七
年
で
、
賛
成
が
反
対
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
十
八
歳
～
二
十
九
歳
層
、
被
庸
者
・
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
、
世
帯
所
得
九
 
 

万
九
千
ド
ル
以
下
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
低
所
得
層
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
、
連
邦
政
府
の
援
助
に
よ
っ
て
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
を
、
知
っ
て
い
 
 

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

一
九
七
六
年
の
調
査
で
も
、
は
ぼ
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
老
人
層
（
六
十
歳
以
上
）
、
農
村
、
自
家
所
有
者
と
い
っ
た
と
 
 

三
五
七
 
 
 

意 反 賛  

見   

な   

し 対 成   

1  

9  

7  

12 44 43     7   
年 5  

月   
対  

す る  
割 悶  

lコ   

12 40、48   
月   

北  

8 34 58   東   
％   

部   

地  

域  

別  
％   

部   
割  

合  

（  

1  

15 47 38   9  

％  7  

部  

年 ）   

西  

11 47 41   

％  
部  

蓑
u
 
 

（
問
）
 
主
要
な
中
央
都
市
は
、
現
在
財
政
危
機
に
み
ま
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
央
都
市
に
対
し
、
連
邦
政
府
が
特
別
援
助
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
 
 

て
、
あ
な
た
は
賛
成
で
す
か
。
そ
れ
と
も
反
対
で
す
か
。
 
 



三
五
入
 
 

こ
ろ
で
、
反
対
が
賛
成
を
上
回
っ
て
い
る
。
 
 
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
高
所
得
層
が
支
持
の
一
票
を
投
じ
、
低
所
得
層
が
連
邦
政
府
に
対
し
て
一
票
を
投
じ
て
い
 
 

る
。
こ
の
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
七
七
年
に
か
け
て
の
変
化
の
中
忙
、
納
税
者
の
反
乱
の
芽
を
み
る
こ
と
が
、
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
 
 

し
か
し
、
争
点
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
納
税
者
の
反
乱
の
原
因
を
う
か
が
う
に
は
、
適
当
で
は
な
い
。
 
 
 

佃
 
レ
ベ
ニ
ュ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
 
 
 

m
で
、
連
邦
政
府
が
中
央
都
市
に
対
し
特
別
財
政
援
助
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
回
答
者
の
答
え
は
賛
否
相
半
ば
し
、
一
九
七
七
年
で
 
 

ほ
、
僅
か
で
は
あ
る
が
反
対
が
多
く
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
質
問
が
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
し
ぼ
っ
て
、
一
 
 

表
1
5
 
 
 



九
七
五
年
、
一
九
七
六
年
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
（
別
表
1
1
）
。
 
 
 

こ
の
制
度
は
、
一
九
七
二
年
の
州
・
地
方
財
政
援
助
法
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
九
七
六
年
に
地
方
財
政
調
整
制
度
の
改
正
に
 
 

よ
っ
て
、
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
か
つ
金
額
も
増
加
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
入
○
年
九
月
末
ま
で
に
か
け
て
、
合
計
 
 

（
注
9
6
）
 
 

五
五
八
億
ド
ル
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
本
間
は
、
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
改
正
時
に
行
な
わ
れ
て
い
る
 

こ
の
調
査
か
ら
は
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
、
か
つ
支
持
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
南
部
だ
け
は
反
 
 

対
が
増
加
し
て
い
る
。
 
 
 

特
別
財
政
援
助
に
つ
い
て
、
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
七
六
年
に
か
け
て
賛
成
が
減
少
し
反
対
が
増
加
し
て
い
る
が
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー
・
シ
ェ
 
 

ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
七
七
年
に
か
け
て
は
、
賛
成
が
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

レ
ベ
ニ
ュ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
改
正
は
、
地
方
側
の
要
望
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
地
方
側
に
不
満
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
 
 

に
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
対
す
る
支
持
の
向
上
は
、
国
民
が
歓
迎
し
は
じ
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
に
 
 

対
す
る
特
別
財
政
援
助
は
、
決
し
て
国
民
が
反
対
す
る
も
の
で
な
く
、
州
権
を
強
化
す
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
レ
べ
 
 

：
ユ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
強
化
拡
充
ほ
、
納
税
者
の
反
乱
・
歳
出
の
反
乱
の
背
景
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

（
注
9
6
）
 
当
初
は
、
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
七
六
年
ま
で
の
五
年
間
聖
二
〇
二
億
ド
ル
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
単
純
平
均
す
る
 
 

と
、
年
に
約
六
〇
億
ド
ル
と
な
る
。
 
 

7
 
租
税
特
別
措
置
等
 
 

（
注
9
7
）
 
 
粗
税
特
別
措
置
等
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
の
意
見
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
租
税
特
別
措
置
は
、
弊
害
を
カ
バ
1
し
て
な
お
余
り
あ
る
ほ
ど
政
策
的
効
果
が
期
待
さ
れ
る
場
合
に
は
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
 
 

三
五
九
 
 
 



租
税
特
別
措
置
等
に
つ
い
て
、
回
答
者
の
五
〇
％
が
賛
成
し
、
反
対
は
三
六
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
連
邦
政
府
の
財
政
援
助
に
厳
し
い
 
 

見
解
を
示
す
回
答
者
な
ら
ば
、
一
種
の
補
助
金
と
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
租
税
特
別
措
置
等
に
つ
い
て
、
も
っ
と
否
定
的
で
あ
っ
て
よ
い
ほ
 
 

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
体
的
に
賛
成
の
意
向
を
示
し
た
。
 
 
 

三
六
〇
 
 

な
ら
な
い
が
、
決
し
て
安
易
に
新
設
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
租
税
特
別
措
置
の
評
価
は
、
政
策
手
段
と
し
て
の
有
効
性
と
附
随
 
 

（
注
9
8
）
 
し
て
生
ず
る
幣
害
の
程
度
を
十
分
検
討
し
て
行
う
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
考
え
方
に
た
っ
て
、
日
本
は
、
い
ろ
い
ろ
の
租
税
特
別
措
置
を
講
じ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
各
州
も
租
税
特
別
措
置
等
を
行
っ
 
 

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
国
民
が
ど
う
よ
う
な
評
価
を
与
え
て
い
る
か
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

租
税
特
別
措
置
等
に
つ
い
て
の
質
問
は
、
一
九
七
七
年
に
始
め
て
行
な
わ
れ
た
（
別
表
1
2
参
照
）
。
 
 
 

表
1
6
 
 



反
対
は
、
西
部
（
四
九
％
）
の
み
で
あ
る
。
賛
成
・
反
対
が
ほ
ぼ
同
じ
様
な
も
の
と
し
て
は
、
農
村
地
域
（
四
二
％
）
・
被
庸
者
（
四
〇
％
）
、
 
 

十
八
⊥
一
十
九
歳
の
女
性
層
（
四
〇
％
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
賛
成
が
六
〇
％
を
上
回
る
も
の
と
し
て
は
、
世
帯
所
得
二
万
五
千
ド
 
 

ル
以
上
の
層
（
六
一
％
）
、
三
十
～
四
十
四
歳
の
男
性
層
（
六
一
％
）
、
大
学
卒
業
者
（
六
四
％
）
、
経
営
者
・
専
門
家
・
管
理
者
層
（
六
四
％
）
 
 

が
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
て
み
る
と
、
中
流
あ
る
い
は
上
流
階
級
が
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
対
し
支
持
を
与
え
て
い
る
。
そ
う
で
な
い
階
層
 
 

は
、
そ
れ
が
国
民
に
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
、
不
満
を
示
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
、
北
東
部
で
五
七
％
が
賛
成
を
示
し
て
い
る
こ
と
 
 

ほ
、
経
済
発
展
の
た
め
の
刺
戦
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
示
し
て
い
よ
う
。
 
 
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
福
祉
に
つ
い
て
の
考
え
と
正
反
対
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
国
民
の
納
税
者
意
識
が
、
変
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
 
 

示
し
て
い
る
。
 
 
 

（
注
9
7
）
 
た
と
え
ば
、
金
子
宏
・
武
田
昌
輔
編
集
代
表
「
税
法
の
基
礎
知
識
」
一
六
頁
、
鼻
糞
之
松
著
「
税
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
」
竺
四
葦
 
 

参
照
 
 

（
注
9
8
）
 
前
掲
泉
第
一
四
葦
参
照
。
 
 

8
 
増
税
の
手
段
 
 
 

∽
 
州
政
府
が
増
税
を
行
う
場
合
 
 
 

増
税
を
行
う
場
合
に
は
、
ど
の
方
法
・
手
段
が
よ
い
か
に
つ
い
て
、
過
去
三
間
が
質
問
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

ま
ず
、
次
の
質
問
ほ
、
一
九
七
二
年
と
一
九
七
六
年
に
質
問
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
別
表
1
3
参
照
）
。
 
 
 



こ
の
間
に
対
し
、
回
答
者
は
、
州
売
上
税
を
第
一
位
に
し
て
い
る
。
そ
の
比
率
は
、
一
九
七
二
年
が
四
六
％
、
一
九
七
六
年
が
四
五
％
 
 

と
、
あ
ま
り
か
わ
ら
な
い
。
 
 
 

両
年
と
も
二
五
％
が
州
所
得
税
の
方
を
望
み
、
財
産
税
は
さ
ら
に
少
な
い
。
一
九
七
二
年
は
一
四
％
、
一
九
七
六
年
は
一
〇
％
と
、
財
産
 
 

税
の
支
持
率
は
、
極
め
て
低
い
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
、
世
帯
所
得
五
千
ド
ル
未
満
の
着
で
は
、
売
上
税
を
最
善
と
す
る
者
が
、
一
九
七
六
年
で
も
、
三
二
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
 
 
 

西 南 北 北  全  

中 東   

体       部 部 部 部   

所  

得州  
30 20 26 28  25    税   

売  

上州  
46 47 48 37  45  

＿＿1   

財写  
産6  

8 11 9 12  10    税管  
そ 

月  

の  
他  8  5  6  6  6   

いわ  
か  

9 17 12 17  14    ら な   

所  
得州  

22 23 27 28  25    税  

売  

上州  
税 

1   

財写  
産州2  

‾‾‾‾ 13 18 8 16  14    税守  
月  

の  
他  

いわ  
か  

7 1110 13  10  ら  
な   

表
1
7
 
 

（
問
）
 
あ
な
た
の
州
政
府
が
、
か
な
り
の
増
税
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
州
所
得
税
・
州
売
上
税
・
財
産
税
の
う
ち
、
ど
れ
が
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
 
 

考
え
ま
す
か
。
 
 



も
っ
と
も
、
一
九
七
二
年
に
ほ
四
〇
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
支
持
率
は
若
干
低
下
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
層
で
は
、
財
産
税
の
支
持
率
も
低
 
 

下
し
て
お
り
、
そ
の
分
「
わ
か
ら
な
い
」
と
す
る
層
が
、
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
売
上
税
の
評
価
は
、
五
側
転
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
七
三
年
に
財
産
税
の
利
用
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
提
案
 
 

が
、
四
州
に
お
い
て
否
決
さ
れ
た
こ
と
の
前
徽
で
あ
る
と
、
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
人
々
ほ
、
知
ら
ぬ
ま
ま
に
納
め
る
税
を
、
も
 
 

っ
と
も
よ
く
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
も
、
示
し
て
い
る
。
 
 
 

拗
 
財
産
税
を
軽
減
す
る
た
め
の
方
法
 
 

一
九
七
二
年
た
、
増
収
手
段
と
し
て
、
付
加
価
値
税
、
財
産
税
、
個
人
所
得
税
を
提
示
し
た
う
え
で
、
財
産
税
を
軽
減
す
る
た
め
の
方
法
 
 

に
つ
い
て
、
質
問
を
行
っ
て
い
る
（
別
表
1
4
参
照
）
。
減
税
を
主
張
す
る
以
上
、
何
ら
か
の
代
替
策
を
考
え
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
興
味
深
 
 

い
質
問
で
あ
る
。
 
 

一
見
、
何
の
措
置
も
と
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
の
が
最
も
多
く
、
四
四
％
を
占
め
て
い
て
、
直
ち
に
財
産
税
を
減
税
す
べ
き
で
な
い
と
す
 
 

る
考
え
方
が
、
多
数
を
占
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
付
加
価
値
税
の
徴
収
も
し
く
は
個
人
所
得
税
の
増
税
に
よ
る
財
産
税
の
減
税
を
主
張
す
る
者
は
、
合
計
五
六
％
と
、
現
状
維
持
 
 

を
上
回
る
。
た
だ
し
、
女
性
だ
け
で
み
る
と
、
何
ら
の
措
置
も
と
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
者
が
、
圧
倒
的
に
多
い
。
 
 
 

財
産
税
減
税
の
場
合
の
方
法
と
し
て
は
、
売
上
税
の
方
が
多
い
。
こ
れ
ほ
、
凹
か
ら
も
う
な
づ
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
何
の
措
 
 

置
も
と
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
者
が
若
干
多
い
の
で
、
そ
れ
は
ど
売
上
税
の
要
望
は
強
く
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

ど
う
も
、
こ
の
表
か
ら
は
、
何
の
措
置
を
と
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
者
と
、
何
ら
か
の
方
法
で
増
税
し
そ
の
財
源
で
減
税
す
べ
き
で
あ
る
 
 

と
の
両
説
が
、
相
半
ば
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
財
産
税
が
不
人
気
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 

三
六
三
 
 
 



′■■、＼ ′■■■■ヽ    ′‾ヽ      （   

丁 丙 乙  甲   ）    ）      ）      ）   

わ連 得連 財連   
か 邦 税邦 産邦   
ら 政 を政・税政   
な 府 増府 を府  
い ほ 税は 軽は  0 、、、   

し減   
財 て付 す付   

質  
税 財価 き価   
を 産値 で値   
餐 税税 あ税  
減 の′へ る′へ   
す 密一 ？一   

る 減種  種   
た にの  の   
め つ全  全   
の と国  国   

こ め的  的  れ る売 ′売   
ら べ上  上   

の き税  税  措 で）  ）   

置 あを  を  
の る導  導  ど ○入  入   

問  
れ  す  し   
も  ベ   

と  き  そ   
る  で  れ   
ベ  な  を   
き  く  財   
で  、 源   
な  個  と   
い  人  し   
○  所  て   

全  

10y 44 14  32  
体   

男  

8 40 17  35  
性   

女  

12 48 11  29  
性   

用
 
達
邦
政
府
の
増
税
の
方
法
 
 

連
邦
政
府
が
増
税
を
必
要
と
す
る
場
合
、
ど
う
い
う
方
法
を
と
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
最
善
の
方
法
と
次
善
の
方
法
を
尋
ね
る
質
問
が
、
 
 

一
九
七
二
年
に
行
な
わ
れ
て
い
る
（
別
表
1
5
参
照
）
。
 
 

l
般
国
民
は
、
連
邦
政
府
が
「
増
税
」
を
要
求
す
る
場
合
に
は
、
税
額
控
除
等
の
抜
け
穴
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
 
 
 

表
1
8
 
 

（
問
）
 
次
の
三
つ
の
主
張
の
う
ち
、
あ
な
た
自
身
の
考
え
に
最
も
近
い
も
の
は
ど
れ
で
す
か
 
 

と
め
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

（
丙
）
 
連
邦
政
府
は
、
財
産
税
を
軽
減
す
る
た
め
の
、
こ
れ
ら
の
措
置
の
ど
れ
も
と
る
べ
き
で
な
い
。
 
 

（
丁
）
 
わ
か
ら
な
い
。
 
 

（
甲
）
 
連
邦
政
府
は
、
付
加
価
値
税
 
 

（
乙
）
 
連
邦
政
府
は
、
付
加
価
値
税
 
 

一
種
の
全
国
的
売
上
税
）
を
導
入
し
、
そ
れ
を
財
源
と
し
て
、
財
産
税
を
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 

一
種
の
全
国
的
売
上
税
）
を
導
入
す
べ
き
で
な
く
、
個
人
所
得
税
を
増
税
し
て
、
財
産
税
の
軽
減
に
つ
 
 



四
〇
％
の
高
率
に
達
し
て
い
る
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
の
租
税
特
別
措
置
の
縮
少
を
含
ん
で
い
る
と
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
高
率
を
示
し
 
 

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
、
税
制
の
公
平
を
求
め
る
度
合
が
強
い
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
。
な
お
、
十
八
～
二
十
九
歳
の
若
年
層
は
、
四
五
％
が
 
 

三
六
五
 
 
 

表
1
9
 
 

（
甲
）
 
付
加
価
値
税
、
す
な
わ
ち
食
糧
そ
の
他
必
需
品
以
外
の
も
の
に
課
す
る
一
 
 

種
の
全
国
的
売
上
税
を
徴
収
す
る
。
 
 

（
乙
）
 
個
人
所
得
税
を
引
き
上
げ
る
。
 
 

（
丙
）
 
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
の
租
税
特
別
措
置
を
締
少
し
、
又
ほ
慈
善
寄
付
、
 
 

州
・
地
方
の
税
、
医
療
費
等
の
税
額
控
除
を
削
減
し
て
、
税
収
を
得
る
。
 
 

（
丁
）
 
わ
か
ら
な
い
。
 
 

（
問
）
 
A
 
連
邦
政
府
が
か
な
り
の
増
税
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
次
の
ど
れ
を
最
善
の
方
法
と
考
え
ま
す
か
。
 
 

B
 
次
善
の
策
は
ど
れ
で
す
か
。
 
 

（
甲
）
 
付
加
価
値
税
、
す
な
わ
ち
食
糧
そ
の
他
必
需
品
以
外
の
も
の
に
課
す
る
一
種
の
全
国
的
売
上
税
を
徴
収
す
る
。
 
 

（
乙
）
 
個
人
所
得
税
率
を
引
き
上
げ
る
。
 
 

（
丙
）
 
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
の
租
税
特
別
措
置
を
締
少
し
、
又
ほ
慈
善
寄
付
、
州
・
地
方
の
税
、
医
療
費
等
の
税
額
控
除
を
削
減
し
て
税
 
 

収
を
得
る
。
 
 

（
丁
）
 
わ
か
ら
な
い
。
 
 

全
体
一
専
門
家
首
都
 
 

最
 
善
 
の
 
方
 
法
 
 全

体
盲
門
家
盲
部
 
 

次
 
善
 
の
 
方
 
法
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抜
け
穴
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
を
要
望
し
、
三
五
％
が
付
加
価
値
税
を
要
望
し
て
い
る
。
 
 
 

付
加
価
値
税
を
要
望
す
る
者
は
、
三
四
％
に
達
し
、
第
二
位
で
あ
る
。
次
善
の
策
の
中
で
は
、
付
加
価
値
税
が
第
一
位
で
あ
る
。
二
九
％
 
 

が
付
加
価
値
税
を
次
善
の
策
と
し
て
選
択
す
る
の
に
対
し
、
次
善
の
策
と
し
て
抜
け
穴
の
撤
廃
を
選
択
す
る
の
は
、
二
七
％
で
あ
る
。
 
 
 

U
で
、
州
の
活
動
を
問
題
と
し
た
と
き
、
売
上
税
を
選
択
し
、
つ
い
で
州
所
得
税
を
選
択
し
た
の
と
比
較
す
る
と
、
実
に
対
照
的
で
あ
 
 

る
。
こ
の
相
違
は
、
連
邦
の
方
が
あ
ま
り
倍
額
で
き
ず
、
連
邦
な
る
が
故
に
信
療
で
き
な
い
と
い
う
気
拝
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
 
 

で
、
納
税
者
の
反
乱
・
歳
出
の
反
乱
を
象
徴
す
る
デ
ー
タ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
断
定
で
き
る
自
信
ほ
な
い
。
 
 
 

9
 
要
 
 
約
 
 
 

①
 
ア
メ
リ
カ
国
民
は
、
財
産
税
に
つ
い
て
非
常
に
悪
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
急
に
悪
化
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
昔
か
ら
続
 
 

い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
財
産
税
の
不
評
が
、
納
税
者
の
反
乱
や
歳
出
の
反
乱
の
主
た
る
原
因
で
あ
る
と
、
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
 
 
 

こ
の
財
産
税
の
不
評
の
原
田
と
し
て
は
、
財
産
評
価
の
方
法
・
シ
ス
テ
ム
、
財
産
税
の
急
速
な
増
加
、
当
初
購
入
価
格
以
上
の
課
税
標
準
 
 

価
格
な
ど
が
、
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
大
き
い
原
因
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
意
外
に
評
判
が
よ
か
っ
た
の
ほ
、
州
売
上
税
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
知
ら
ぬ
ま
ま
に
納
め
る
税
を
、
人
々
は
最
も
良
く
 
 

受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

同
じ
よ
う
な
観
で
あ
る
連
邦
付
加
価
値
税
は
、
そ
れ
は
ど
評
価
が
よ
く
な
い
。
州
売
上
税
と
の
違
い
は
、
政
府
と
国
民
と
の
距
離
の
違
 
 

い
、
す
な
わ
ち
、
地
方
政
府
の
方
が
国
民
に
近
く
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
理
解
し
や
す
く
、
地
方
団
体
の
サ
ー
ビ
ス
に
評
価
を
与
え
や
す
い
と
 
 

い
う
こ
と
．
を
、
示
し
て
い
る
。
そ
う
で
な
い
と
、
こ
の
違
い
は
説
明
で
き
な
い
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
た
と
し
て
も
、
 
 

州
が
あ
っ
て
こ
そ
の
道
邦
で
あ
り
、
そ
の
州
の
権
限
の
一
部
を
連
邦
に
与
え
た
の
で
あ
り
、
連
邦
な
る
が
ゆ
え
に
連
邦
を
倍
額
で
き
な
い
と
 
 
 



い
う
こ
と
を
も
、
示
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
地
方
団
体
に
対
し
て
評
価
が
下
さ
れ
る
申
で
、
サ
ー
ビ
ス
や
仕
事
ぶ
り
に
不
満
が
あ
れ
ば
、
相
当
厳
し
い
評
価
が
下
さ
れ
、
大
 
 

き
な
反
発
を
招
く
の
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
る
。
地
方
団
体
は
、
青
か
ら
、
そ
れ
な
り
玖
評
価
を
受
け
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
」
別
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
‘
地
方
団
体
に
つ
い
て
も
非
効
率
性
が
指
摘
さ
れ
、
不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 

こ
の
点
は
、
A
・
C
l
I
・
R
の
調
査
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
地
方
団
体
の
非
効
率
に
耐
え
切
れ
ず
に
、
納
税
者
の
反
乱
が
発
生
し
 
 

た
用
宮
さ
転
、
提
案
〓
ニ
号
の
提
案
者
ほ
、
こ
の
ご
と
を
言
明
し
て
い
る
。
 
 
 

地
方
団
体
が
非
効
率
で
あ
り
イ
そ
れ
が
非
難
き
れ
か
と
す
れ
ば
★
連
邦
政
府
な
る
が
故
に
信
頼
で
き
な
い
と
い
う
風
評
の
争
っ
、
た
連
邦
政
 
 

府
に
対
l
し
、
非
難
が
集
中
し
て
い
く
の
は
、
自
然
の
運
命
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
歳
出
の
反
乱
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
考
え
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
に
つ
い
て
は
、
現
状
維
持
を
支
持
す
る
割
合
が
高
い
こ
と
は
、
か
わ
り
が
 
 

な
い
？
も
し
、
ビ
ッ
グ
∴
ガ
バ
メ
ン
ト
が
だ
▲
め
だ
ど
考
え
て
い
る
な
ら
ば
、
蓑
1
0
の
問
に
対
し
て
、
も
っ
と
異
な
る
数
値
を
示
し
て
い
た
の
 
 

で
は
な
か
ろ
う
か
用
ピ
ッ
グ
・
ガ
バ
メ
シ
ト
訂
体
を
、
納
税
者
は
否
定
し
て
い
る
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
ビ
ッ
グ
・
ガ
バ
メ
ン
ト
に
な
っ
た
故
に
、
発
生
し
た
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
レ
べ
：
ユ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
対
し
て
も
、
相
 
 

当
の
支
持
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
地
方
団
体
側
の
要
望
に
基
づ
い
て
、
設
け
ら
れ
た
。
ま
さ
に
、
こ
の
制
度
は
、
州
権
重
視
 
 

の
考
え
方
ど
一
致
す
る
も
の
で
、
ビ
ッ
グ
・
ガ
バ
メ
ン
ト
に
反
対
す
る
者
が
「
∵
支
持
す
る
は
ず
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ビ
ッ
 
 

グ
∵
ガ
バ
メ
ン
ト
へ
の
支
持
ほ
、
低
下
し
っ
つ
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
り
、
と
の
点
か
ら
ほ
、
納
税
者
の
意
識
は
変
り
つ
つ
あ
る
と
、
言
う
 
 

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

‥
な
お
、
地
方
団
体
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
国
民
の
負
起
す
る
租
我
と
の
間
に
、
す
き
間
が
生
じ
た
こ
と
が
、
．
納
税
者
の
反
乱
を
加
速
し
た
こ
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八
 
 

と
を
、
完
全
に
否
定
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
す
み
分
け
社
会
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
残
っ
た
人
種
差
別
を
解
消
し
ょ
う
と
し
て
、
バ
ス
通
学
 
 

を
行
っ
て
い
る
州
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
恩
恵
を
う
け
る
黒
人
側
が
、
こ
の
バ
ス
通
学
の
費
用
を
は
と
ん
ど
負
担
し
て
い
 
 

な
い
。
こ
の
た
め
、
結
果
的
竺
般
財
源
で
あ
る
財
産
税
が
負
担
す
る
（
主
と
し
て
、
白
人
中
産
階
級
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
）
こ
と
に
 
 

な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
、
い
わ
ゆ
る
中
産
階
級
が
、
好
ま
し
く
思
っ
て
い
な
い
と
、
報
道
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
他
の
調
査
で
も
こ
の
調
査
で
ほ
十
分
に
は
解
明
で
き
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
連
邦
は
、
地
方
団
体
よ
り
納
税
者
か
ら
遠
い
以
上
、
、
十
分
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
租
税
と
の
関
係
を
理
解
し
て
も
ら
う
努
力
が
必
 
 

要
で
あ
る
こ
と
を
、
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
ほ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
相
当
な
努
力
を
払
っ
七
い
る
が
、
若
干
不
十
分
で
あ
っ
た
の
 
 

で
あ
ろ
う
か
。
判
断
の
材
料
が
な
い
の
で
、
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 

臼
 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
近
の
動
き
 
 

（
注
9
9
）
 
 
 

納
税
者
の
反
乱
の
動
き
の
中
で
、
こ
う
し
た
動
き
は
、
二
デ
ン
マ
ー
ク
や
西
独
な
ど
に
も
塀
似
の
動
き
が
あ
る
と
報
道
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
 
 

（
注
1
0
0
）
 
 

か
、
ベ
ル
ギ
ー
で
も
税
金
反
対
党
が
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
七
日
の
総
選
挙
で
読
階
を
得
た
し
、
英
国
に
お
い
て
も
、
政
権
が
昭
和
五
十
 
 

四
年
、
労
働
党
政
権
か
ら
、
個
人
所
得
減
税
・
公
共
支
出
の
削
減
、
国
有
部
門
の
民
間
へ
の
移
管
を
公
約
と
し
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
保
守
党
政
権
 
 

に
か
わ
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
、
世
界
的
に
福
祉
の
見
な
お
し
の
債
向
に
あ
る
、
と
∵
理
解
す
る
者
が
多
い
。
 

高
福
祉
国
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
ほ
、
高
い
税
負
担
で
も
有
名
で
あ
る
。
⊥
九
七
六
年
の
総
選
挙
で
、
ス
ウ
ェ
主
ア
ン
の
反
社
民
三
党
（
中
央
 
 

党
、
廃
守
党
、
自
由
党
）
連
合
は
、
「
個
人
所
得
減
税
」
を
政
策
の
柱
に
打
ち
出
し
、
良
民
党
政
権
を
破
っ
た
。
一
し
か
し
、
保
守
連
合
政
権
 
 

は
、
「
個
人
所
得
減
税
」
を
実
施
し
た
が
、
付
加
価
値
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
高
福
祉
政
策
に
つ
い
て
は
手
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
 
 
 



（
注
1
0
1
）
 
 

は
、
国
民
自
身
が
長
い
間
享
受
し
て
き
た
豊
か
な
生
括
の
維
持
を
望
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
右
と
、
い
わ
れ
て
い
る
。
現
に
、
一
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
 
 

の
ム
ソ
デ
グ
ー
蔵
相
も
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
、
「
一
九
七
六
年
の
政
権
交
代
ほ
、
政
権
が
あ
ま
り
に
長
期
化
し
、
政
府
の
権
力
が
大
 
 

．
 
 

（
注
1
0
2
）
 
 

き
く
な
り
す
ぎ
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
行
な
わ
れ
た
も
の
」
と
、
語
っ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
日
本
経
済
新
開
の
高
齢
化
問
題
取
材
班
の
取
材
に
よ
れ
ば
、
誰
に
聞
い
て
も
、
税
金
の
九
〇
％
は
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
と
答
え
 
 

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
政
府
と
国
民
の
「
信
頼
関
係
」
が
保
た
れ
、
福
祉
を
自
ら
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
「
共
に
生
き
る
」
社
 
 

（
注
1
旧
）
 
会
の
建
設
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
ろ
い
ろ
の
報
道
で
も
、
共
通
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
高
い
税
負
担
 
 

を
支
払
う
納
税
者
納
税
者
意
識
・
高
い
納
税
意
識
を
、
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
注
M
）
 
 
 

こ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の
高
い
納
税
意
識
・
納
税
者
意
識
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
九
年
に
行
な
わ
れ
た
世
論
調
査
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
 
 

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
変
わ
り
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

（
注
9
9
）
 
谷
山
治
雄
「
一
般
消
費
税
と
税
・
財
政
の
民
主
的
改
革
の
た
め
の
議
論
」
経
済
一
九
七
九
年
四
月
号
、
名
東
孝
二
「
欧
米
の
反
税
闘
争
が
教
 
 

え
る
も
の
 
－
 
財
政
民
主
主
義
確
立
の
た
め
に
」
公
明
昭
和
五
三
年
一
〇
月
号
参
照
。
 
 

な
お
、
西
ド
イ
ツ
で
は
、
昭
和
五
四
年
五
月
市
民
党
が
発
足
し
た
。
こ
の
政
党
は
、
税
負
担
の
軽
減
を
渇
げ
て
お
り
、
反
税
政
党
の
色
合
い
 
 

が
濃
い
。
 
 

（
注
血
）
 
昭
和
五
三
年
一
二
月
一
九
日
付
日
本
経
済
新
聞
参
照
。
 
 

（
注
1
m
）
 
昭
和
五
四
年
五
月
二
五
日
付
読
売
新
聞
「
西
欧
政
治
の
新
季
節
③
」
参
照
。
 
 

（
注
油
）
 
昭
和
五
四
年
五
月
一
二
日
付
朝
日
新
聞
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
蔵
相
、
自
国
財
政
を
語
る
」
参
照
。
 
 

セ
ぉ
二
九
七
九
年
九
月
の
総
選
挙
で
は
、
社
民
党
は
政
権
に
復
帰
で
き
な
か
っ
た
。
 
 

（
注
1
0
3
）
 
昭
和
五
四
年
八
月
二
三
日
付
読
売
新
聞
「
共
に
生
き
る
1
－
－
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
」
参
照
d
 
 

（
注
1
0
4
）
 
J
O
g
F
i
m
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O
g
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－
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i
ロ
S
w
e
d
e
n
〉
√
宅
a
t
i
O
n
a
－
T
a
粥
 
 

l
O
焉
n
a
－
－
く
○
－
．
N
↓
－
ヨ
〇
．
P
 
p
p
．
た
這
～
 
 

三
六
九
 
 
 



1
 
読
売
・
ギ
凋
ラ
ッ
プ
調
査
 
 

納
税
者
の
反
乱
お
よ
び
歳
出
の
反
乱
と
、
世
論
調
査
と
を
比
校
検
討
↓
、
つ
つ
′
、
▲
ア
メ
リ
∨
ヵ
の
納
税
者
意
識
・
納
税
意
識
の
動
向
を
眺
め
て
 

き
た
。
そ
し
て
1
極
め
て
簡
単
に
欧
州
の
そ
れ
に
つ
い
て
眺
め
た
の
で
、
日
本
の
そ
れ
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
稿
を
改
め
る
こ
と
と
し
て
、
 
 

比
校
の
た
妙
に
r
簡
単
に
眺
め
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

■
↓
 
 
 

阻
和
五
十
臥
年
五
丹
発
表
さ
れ
た
乱
売
新
聞
社
と
、
米
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
世
論
調
査
所
と
の
提
携
に
よ
る
日
米
同
時
世
論
調
査
（
以
下
、
「
読
 
（
注
m
）
．
．
 
売
・
ギ
ャ
ラ
て
フ
調
査
」
と
よ
ぶ
。
）
は
、
初
め
て
、
両
国
民
の
生
賢
愚
識
に
つ
い
て
、
同
じ
テ
ー
マ
で
同
時
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
に
よ
れ
は
、
日
米
と
も
は
ぼ
安
定
し
た
社
会
で
あ
っ
て
暮
し
方
に
は
多
く
の
共
通
項
が
あ
る
も
の
の
、
宗
教
な
ど
伝
統
的
価
値
観
に
 
 

は
、
か
な
り
の
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
 
 

本
調
査
で
は
、
「
あ
な
た
は
、
税
金
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
も
、
福
祉
を
充
実
量
る
こ
と
を
望
み
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
福
祉
は
と
む
か
 
 

く
、
税
金
が
安
い
こ
と
を
望
み
ま
す
か
。
」
と
の
問
が
発
せ
ら
れ
て
い
右
。
 
 
 

日
本
の
場
合
、
「
福
祉
の
充
実
」
を
望
む
人
ほ
四
三
・
六
％
を
し
㌢
 
「
税
金
を
安
く
」
の
四
八
％
に
接
近
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
 
 

そ
㌻
カ
は
、
「
安
い
税
金
」
を
望
む
声
は
七
三
％
で
、
「
福
祉
の
充
実
」
を
求
誓
一
四
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
で
 
 

ほ
、
「
福
祉
の
充
実
」
を
戎
め
る
率
が
若
年
層
が
高
く
、
四
十
歳
代
で
低
く
、
老
齢
層
で
是
高
く
誉
の
纂
し
、
了
メ
芸
で
ほ
芽
ぐ
 
 
 

掛
 
目
本
の
納
税
意
識
と
納
税
者
意
識
 
 

∽
－
∽
．
 
 
 こ

の
一
部
ほ
、
蒜
秀
洋
「
利
子
・
▲
瀧
当
所
得
の
総
合
課
税
1
納
執
着
番
号
制
に
関
連
し
三
税
経
通
信
三
四
巻
四
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 
 

三
セ
○
 
 



な
る
ほ
ゼ
高
く
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
は
、
A
・
C
・
Ⅰ
・
R
の
調
査
と
少
し
傾
向
を
異
に
す
る
ひ
し
か
し
、
「
福
祉
ほ
と
も
か
エ
の
条
件
が
あ
る
の
で
違
っ
て
い
る
も
 
 

の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

ア
メ
リ
カ
の
数
字
は
、
米
国
民
の
納
税
者
意
識
の
高
さ
と
、
伝
統
的
な
自
助
精
神
と
を
示
し
て
い
る
。
別
の
調
査
を
み
て
も
、
福
祉
の
水
 
 

準
そ
の
も
の
を
下
げ
ろ
と
い
う
調
査
結
果
ほ
、
あ
ま
り
み
あ
た
ら
な
い
。
「
わ
れ
わ
れ
の
税
金
が
価
値
あ
る
も
の
に
使
わ
れ
て
い
な
小
」
と
 
 

い
う
不
満
が
、
条
件
付
の
も
と
で
表
わ
れ
た
も
の
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

（
注
1
0
6
）
 
 
 

し
か
し
、
日
本
は
、
福
祉
と
は
、
周
や
自
治
体
か
ら
何
か
を
も
ら
え
る
も
の
と
、
考
え
る
傾
向
が
ぁ
る
。
そ
れ
ほ
、
．
ま
さ
に
、
日
本
人
 
 

（
江
川
T
）
 
 

は
、
国
を
母
親
、
自
分
を
子
供
の
よ
う
に
考
え
、
政
府
＝
母
親
に
ほ
際
限
も
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
委
ね
る
と
い
う
甘
え
の
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
 

条
件
付
の
も
の
と
は
い
え
、
 

（
注
1
0
5
）
 
昭
和
五
四
年
五
月
三
日
付
読
売
新
聞
紙
上
に
発
表
。
 
 

（
注
血
）
 
昭
和
五
四
年
五
月
三
日
付
読
売
新
聞
の
解
説
記
事
中
の
富
田
教
授
の
指
摘
。
 
 

（
注
油
）
 
竹
内
時
雄
『
「
小
さ
な
政
府
」
の
た
め
の
税
金
哲
学
』
ヴ
ォ
イ
ス
一
九
七
九
年
四
月
号
参
照
。
 
 
 

2
 
市
民
生
活
意
識
研
究
会
調
査
と
総
理
府
調
査
 
 
 

日
本
人
の
納
税
心
理
を
研
究
し
て
い
る
学
者
グ
ル
ー
プ
「
市
民
生
活
意
識
研
究
会
」
 
（
代
表
・
多
潮
輝
千
葉
大
教
授
）
は
、
最
近
二
回
に
 
 

（
注
m
）
 
 

わ
た
っ
て
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
。
昭
和
五
十
三
年
四
月
に
ま
と
め
た
「
納
税
者
の
心
理
研
究
」
、
及
び
昭
和
五
十
四
年
三
月
に
ま
と
め
た
 
 

（
注
川
）
 
 

「
納
税
者
の
意
識
調
査
」
が
そ
れ
で
あ
る
 

U
 
税
に
対
す
る
意
識
 
 
 

同
研
究
会
は
、
税
に
対
す
る
意
識
を
、
二
つ
に
分
け
て
い
る
。
A
型
（
ア
メ
リ
カ
型
）
は
、
「
納
税
は
、
市
民
社
会
の
繁
栄
の
た
め
に
、
 
 

三
七
一
 
 
 



三
七
二
 
 
 

市
民
が
積
極
的
に
協
力
す
べ
き
も
の
。
同
時
に
、
税
金
が
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
も
、
常
に
監
視
す
べ
き
も
の
」
と
い
う
考
え
方
 
 

で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
L
型
（
ラ
テ
ン
型
）
は
、
「
税
は
、
権
力
者
が
l
方
的
に
徽
収
し
、
勝
手
に
使
う
も
の
。
だ
か
ら
、
で
き
る
だ
け
取
 
 

ら
れ
ま
い
と
し
、
い
っ
た
ん
納
め
る
と
、
使
途
へ
の
関
心
は
薄
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
間
を
M
型
と
よ
ん
で
い
る
。
 
 
 

第
一
次
調
査
（
昭
和
五
十
三
年
四
月
発
表
の
も
の
。
）
で
は
、
L
型
三
四
％
、
M
型
三
六
％
、
A
型
≡
○
％
と
な
っ
て
お
り
、
L
塑
の
人
 
 

は
ど
「
脱
税
ほ
や
む
を
得
な
い
」
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
が
、
第
二
次
調
査
（
昭
和
五
十
四
年
≡
月
発
表
の
も
の
。
）
で
は
、
東
京
地
区
で
は
、
 
 

A
型
が
三
六
・
三
％
と
一
番
高
く
、
L
塾
三
一
二
二
％
、
M
型
二
四
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
大
阪
地
区
で
は
L
型
が
三
七
・
 
 

五
％
と
一
番
高
く
、
M
撃
〓
ハ
・
四
％
、
A
塑
二
一
・
三
％
と
、
相
違
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
東
京
地
区
は
建
前
を
重
ん
じ
、
大
阪
は
 
 

率
直
に
表
現
す
る
と
い
う
気
質
傾
向
の
差
を
考
え
る
と
、
両
地
区
の
差
は
な
い
し
、
両
調
査
に
差
は
な
い
と
、
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
注
m
）
 
 
 

こ
れ
は
、
総
理
府
の
行
っ
た
世
論
調
査
（
以
下
、
「
総
理
府
調
査
」
と
よ
ぶ
。
）
を
み
る
と
、
「
国
や
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
支
払
 
 

う
会
費
の
よ
う
な
も
の
」
と
す
る
比
率
が
、
昭
和
四
十
六
年
に
一
九
％
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
四
十
八
年
に
は
三
≡
％
に
向
上
し
て
い
る
。
 
 

こ
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
る
お
、
A
型
の
方
に
移
行
し
っ
っ
ぁ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

社
会
意
識
は
、
永
年
の
社
会
風
土
の
結
果
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
容
易
に
は
A
型
に
移
ら
な
い
と
し
て
も
、
で
 
 

き
る
だ
け
A
型
と
な
る
よ
う
、
根
気
よ
く
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
青
色
申
告
の
町
宣
言
・
諸
税
完
納
の
町
宣
言
と
い
っ
た
各
 
 

種
の
宣
言
や
手
続
概
念
の
よ
り
積
極
的
な
導
入
に
努
め
る
と
と
も
に
、
税
金
の
使
い
途
を
知
ら
し
め
、
納
税
者
を
で
き
る
だ
け
信
頼
し
て
い
 
 

く
こ
と
が
、
課
税
官
庁
と
し
て
ほ
、
う
遠
で
は
あ
っ
て
も
近
道
と
な
る
の
で
は
、
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
歳
出
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
国
 
 

民
の
意
見
表
明
が
あ
れ
ば
、
立
法
府
に
何
も
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
伝
え
る
こ
と
ほ
、
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
と
い
う
意
味
で
も
、
一
考
に
 
 

催
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 



（
注
1
0
8
）
 
調
査
期
間
は
、
昭
和
五
二
年
一
言
竺
九
日
ミ
一
一
月
二
八
日
、
調
査
地
域
は
、
東
京
二
三
区
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
農
業
自
営
者
は
、
千
 
 

葉
県
八
千
代
市
、
佐
倉
市
、
成
田
市
に
住
む
着
で
あ
る
。
こ
の
内
容
は
、
昭
和
五
四
年
二
月
二
二
日
付
読
売
新
聞
「
徴
税
－
⑧
納
税
気
嘗
 
 

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

（
注
1
0
9
）
 
調
査
期
間
は
、
昭
和
五
三
年
二
月
三
青
か
ら
二
四
日
、
調
査
地
域
は
東
京
地
区
お
よ
び
大
阪
地
区
。
た
だ
し
、
鹿
業
自
営
者
は
、
そ
れ
 
 

ぞ
れ
の
地
区
の
近
郊
農
業
地
帯
に
住
む
着
で
あ
る
。
 
 

こ
の
内
容
は
、
税
務
経
理
昭
和
五
四
年
五
月
八
日
号
お
よ
び
同
年
六
月
二
二
日
号
（
武
田
享
）
、
納
税
通
信
昭
和
五
四
年
五
月
苗
日
号
に
 
 

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

（
注
1
1
0
）
 
東
和
四
八
竺
○
月
「
税
金
と
予
算
に
関
す
る
世
論
調
査
」
（
内
閣
総
理
大
臣
官
房
広
報
室
）
（
世
論
調
査
報
告
書
昭
和
四
八
年
八
月
）
六
頁
 
 

に
よ
る
。
 
 
 

拗
 
税
負
担
に
対
す
る
考
え
方
 
 

第
一
次
調
査
で
は
、
は
っ
き
り
し
た
質
問
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
二
次
調
査
で
ほ
、
明
確
に
質
問
き
れ
て
い
る
。
 
 

両
地
区
と
も
、
「
高
福
祉
・
低
負
担
型
」
、
つ
ま
り
社
会
福
祉
や
教
育
行
政
の
充
実
は
望
ま
し
い
が
、
自
己
の
税
金
が
今
よ
り
高
く
な
っ
て
 
 

は
困
る
と
す
る
も
の
が
一
番
多
く
、
東
京
で
は
六
五
・
八
％
、
大
阪
七
三
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
高
福
祉
・
高
負
担
塑
」
 
 

は
、
東
京
三
七
・
八
％
、
大
阪
三
二
三
％
で
、
高
年
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
増
え
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
、
総
理
府
調
査
で
は
、
「
福
祉
水
準
を
高
め
る
こ
と
」
又
は
「
減
税
督
す
る
こ
と
」
の
何
れ
に
今
後
重
点
を
置
く
べ
き
か
と
 
 

（
注
m
）
 
 

い
う
形
で
質
問
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
、
「
福
祉
水
準
を
高
め
る
こ
と
」
が
三
五
％
、
「
減
税
」
が
二
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
第
 
 

二
次
調
査
の
方
が
、
や
や
高
福
祉
・
低
負
担
を
よ
り
指
向
し
て
い
る
数
値
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
の
鋭
意
識
は
健
全
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
苦
痛
は
感
ず
る
が
、
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
納
税
す
 
 

る
」
が
第
一
次
調
査
九
四
・
七
％
と
極
め
て
高
い
の
に
此
し
、
「
マ
ス
コ
ミ
や
消
費
者
団
体
に
働
き
か
け
て
反
税
運
動
に
参
加
す
る
」
の
が
、
 
 

三
七
三
 
 
 



三
七
四
 
 

第
一
教
謂
査
〓
ニ
・
入
％
、
静
二
次
謁
査
」
〇
・
入
％
と
少
な
い
。
 
 
 

他
方
、
「
税
金
が
戻
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
面
倒
が
ら
ず
申
告
す
を
」
の
が
、
第
二
次
調
査
八
四
％
、
「
節
税
の
た
め
自
分
で
勉
 
 

強
す
る
」
が
第
二
次
調
査
七
〇
％
、
「
損
し
な
い
よ
う
税
の
専
門
家
に
相
談
す
る
↑
六
三
二
一
％
と
、
税
に
対
し
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
よ
 
 

う
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
「
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
も
っ
と
関
心
を
持
ち
寵
い
と
思
う
」
が
、
第
一
次
調
査
八
八
・
六
％
、
第
二
 
 

次
調
査
八
〇
・
五
％
、
「
税
金
が
上
か
ら
取
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
国
が
自
ら
進
ん
で
納
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
 
が
、
第
一
次
調
査
八
 
 

六
・
二
％
、
第
二
次
調
査
七
八
二
ハ
％
と
高
率
を
示
し
．
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
国
民
の
納
税
意
識
の
高
く
な
っ
て
い
く
傾
向
と
関
心
の
強
さ
に
対
し
、
課
税
官
庁
も
積
極
的
に
応
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
 
 

れ
が
「
 
L
型
か
ら
A
塑
に
よ
り
進
ん
で
い
く
こ
と
に
麗
し
∴
フ
ジ
ヰ
ー
ド
型
反
税
運
動
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
課
税
官
庁
と
し
 
 

て
や
り
う
る
と
と
は
、
限
度
が
あ
る
。
 
 

（
注
川
）
．
総
理
府
調
査
〓
二
貢
。
 
 

制
 
公
 
平
 
感
 
 
 

第
二
次
調
査
で
は
、
「
税
金
の
魚
担
が
公
平
で
な
い
か
ら
税
金
を
払
う
の
に
抵
抗
を
感
じ
る
」
が
六
九
・
三
％
と
、
高
率
を
示
し
た
。
総
 
 

理
府
調
査
で
も
、
「
公
平
と
ほ
思
わ
な
い
」
と
い
う
老
が
六
七
％
の
高
率
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
不
公
平
感
が
強
い
。
 
 
 

日
本
の
平
均
的
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
負
担
率
は
、
第
二
次
調
査
で
は
、
「
ま
あ
ま
あ
で
あ
る
」
三
六
・
六
％
、
「
か
な
り
高
い
」
一
六
・
 
 

四
％
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
 

の
税
金
が
重
い
」
と
す
る
の
が
、
四
六
％
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
に
、
不
公
平
感
が
強
い
こ
と
に
な
 
 
 



る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
国
民
の
不
公
平
感
を
な
く
す
よ
う
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
課
税
官
庁
と
し
て
は
、
や
る
べ
き
こ
と
に
限
度
が
 
 

（
注
m
）
 
 

あ
る
。
執
行
上
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
や
る
と
と
も
に
、
納
税
者
に
理
解
を
得
る
よ
う
周
知
を
は
か
る
し
か
、
方
法
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 

（
注
1
1
2
）
 
こ
の
は
か
、
Ⅳ
H
X
の
実
施
し
た
世
論
調
査
（
税
務
経
理
昭
和
五
四
年
三
月
二
〇
日
号
一
三
貢
）
で
も
、
六
二
％
が
税
金
に
強
い
不
満
を
示
 
 

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
不
満
の
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
も
の
の
中
で
は
、
「
税
金
の
か
け
方
が
不
公
平
」
．
と
す
る
の
が
、
四
七
二
％
 
 

と
最
高
の
率
を
示
し
て
い
る
。
 
 

3
 
国
民
選
好
虔
調
査
 
 
 

昭
和
五
十
四
年
三
月
、
経
済
企
画
庁
か
ら
国
民
選
好
度
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
は
、
適
切
か
つ
有
効
な
福
祉
政
策
の
立
案
 
 

の
た
め
に
は
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
意
識
の
的
確
な
把
捉
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
三
年
竺
回
行
な
わ
れ
て
小
る
。
今
回
は
、
昭
和
五
十
三
年
 
 

（
注
1
1
3
）
 
十
月
末
か
ら
十
一
月
初
め
に
か
け
て
、
調
査
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

調
査
の
目
的
上
、
税
に
つ
い
て
の
質
問
は
一
問
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
こ
の
中
で
、
増
税
貢
定
が
五
四
・
〇
％
と
過
半
数
を
示
し
て
い
る
こ
 
 

と
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
税
金
な
ど
個
人
の
負
担
が
増
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
」
七
・
九
％
、
「
あ
る
馨
度
負
担
が
増
え
る
の
は
や
 
 

む
を
待
な
い
だ
ろ
う
」
四
六
二
％
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

た
だ
し
、
質
問
が
社
会
施
設
や
社
会
侠
障
を
標
極
的
に
充
実
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
税
金
な
ど
個
人
負
担
が
増
加
し
て
も
、
や
む
を
 
 

得
な
い
と
い
う
考
え
方
に
閲
し
た
も
の
と
な
－
っ
て
お
り
、
若
干
割
引
く
必
要
が
あ
る
。
納
税
者
意
識
の
新
し
い
動
向
と
み
る
の
ほ
、
若
干
無
 
 

理
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

（
注
1
1
3
）
 
税
務
経
理
昭
和
五
四
年
四
月
六
日
号
の
解
説
（
北
村
幸
久
）
八
－
一
〇
貢
参
照
。
 
 

三
七
五
 
 
 



こ
れ
ま
で
、
「
納
税
者
の
反
乱
」
と
「
歳
出
の
反
乱
」
を
検
討
し
、
両
者
は
一
つ
の
流
れ
の
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
し
、
そ
の
よ
う
に
 
（
注
1
1
4
）
 
 

理
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
一
連
の
納
税
者
の
行
動
は
、
政
府
の
非
効
率
性
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
正
当
な
方
法
 
 

で
な
い
こ
と
を
十
分
知
っ
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
「
反
税
」
運
動
と
評
す
べ
き
も
の
で
な
い
。
ま
し
て
、
プ
ジ
ャ
ー
ド
運
動
と
同
様
に
評
 
 

価
す
る
も
の
は
、
正
確
な
評
価
と
は
い
え
な
い
。
プ
ジ
ャ
ー
ド
運
動
の
場
合
、
課
税
官
庁
も
相
当
苦
労
し
た
が
、
そ
れ
を
改
め
た
り
注
意
す
 
 

る
こ
と
ほ
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
納
税
者
の
一
連
の
流
れ
ほ
、
税
金
の
使
い
途
を
よ
く
周
知
す
る
よ
り
、
対
応
の
余
地
が
 
 

（
注
1
1
5
）
 
 

課
税
官
庁
に
は
、
と
り
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
を
、
V
A
・
C
・
Ⅰ
・
R
調
査
を
中
心
に
、
い
く
つ
か
の
世
論
調
査
に
よ
っ
て
、
納
税
者
意
識
と
納
税
意
識
の
動
向
と
い
う
面
か
ら
、
 
 

眺
め
て
き
た
。
 
 
 

ア
メ
リ
カ
の
納
税
意
識
は
依
然
と
し
て
健
全
で
あ
っ
て
変
り
は
な
い
。
た
だ
、
ア
メ
リ
カ
の
納
税
者
の
意
識
が
、
政
府
の
効
率
性
を
強
く
 
 

求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
点
で
、
変
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
区
別
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
納
税
意
識
・
納
税
者
意
識
は
、
ア
メ
リ
カ
型
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
が
、
首
だ
伝
統
的
色
彩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
 
 

国
と
し
て
も
、
温
か
く
見
守
り
つ
つ
、
タ
ッ
ク
ス
・
ペ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
意
識
を
も
た
せ
る
よ
う
に
、
国
と
し
て
も
手
助
け
す
る
こ
と
が
必
 
 

（
注
〓
6
）
 
要
で
あ
る
。
単
純
な
歳
出
効
率
化
と
い
う
尺
度
か
ら
ほ
、
理
解
さ
れ
に
く
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
し
つ
つ
で
も
納
税
者
の
理
解
を
 
 
 

四
 
お
 
わ
 
り
 
に
 
 



求
め
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
間
、
国
（
課
税
官
庁
を
含
む
。
）
に
と
っ
て
耳
の
痛
い
こ
と
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
決
し
て
性
悪
説
に
た
っ
て
は
、
な
ら
な
 
 

い
。
性
悪
説
に
た
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
こ
ま
で
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
、
あ
っ
た
の
で
ほ
な
か
ろ
う
か
。
 
 

（
注
）
）
 
 
 

日
本
の
納
税
者
心
理
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
少
な
い
。
こ
れ
か
ら
一
層
の
研
究
発
表
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 
 
 

世
論
調
査
が
多
数
行
な
わ
れ
、
そ
の
中
で
税
に
つ
い
て
の
質
問
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
今
後
と
も
、
こ
う
し
た
世
論
調
査
を
あ
わ
せ
て
 
 

七
九
年
八
月
二
〇
日
付
U
・
S
‥
ニ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
ワ
ー
ル
ド
リ
ポ
ー
ト
誌
収
載
の
も
の
で
あ
る
。
 
 

検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
納
税
意
識
・
納
税
者
意
識
の
特
徴
と
、
そ
の
行
政
手
続
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
も
の
が
明
 
 

ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

（
注
1
1
4
）
 
昭
和
五
四
年
八
月
二
一
日
付
読
売
新
聞
ケ
世
界
の
論
詞
〃
欄
、
「
怒
り
の
納
税
者
、
告
発
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ソ
に
殺
到
」
参
照
。
原
文
は
、
一
九
 
 

（
牲
1
1
5
）
 
税
の
問
題
は
、
結
局
ほ
、
そ
の
時
々
の
政
治
的
矛
盾
の
集
中
表
現
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
状
況
如
何
が
税
金
問
題
に
ハ
ネ
か
え
る
こ
 
 

と
が
多
い
。
 
 

し
か
し
、
革
命
の
引
き
金
に
税
が
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
は
あ
る
が
、
そ
の
反
税
陰
に
は
、
種
々
差
異
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
、
忘
 
 

れ
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
遠
藤
湘
書
「
革
命
と
税
金
」
財
政
一
九
五
三
年
一
一
月
号
（
一
八
巻
二
号
）
参
照
。
 
 
 

（
注
Ⅲ
）
 
最
近
、
発
表
さ
れ
た
行
政
管
理
基
本
問
題
研
究
会
の
「
今
後
に
お
け
る
政
府
・
公
共
部
門
の
あ
り
方
と
行
政
改
革
」
報
告
で
も
「
対
国
民
の
 
 

関
係
に
お
い
て
は
、
積
極
的
に
行
政
に
お
け
る
給
付
と
負
担
の
明
確
化
を
図
り
、
タ
ッ
ク
ス
・
ペ
イ
ヤ
ー
（
納
税
者
）
意
識
向
上
の
た
め
の
施
 
 

策
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
 
 

（
注
1
1
7
）
 
数
少
な
い
納
税
者
心
理
の
文
献
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
 
 

川
 
丸
山
高
満
「
租
税
意
識
と
そ
の
形
成
に
つ
い
て
の
二
考
察
」
∽
～
鋤
自
治
研
究
四
七
巻
一
一
号
－
五
二
巻
九
号
。
 
 

㈲
 
中
西
 
清
「
納
税
者
の
心
理
目
し
㈹
」
財
政
一
八
巻
一
一
号
～
一
九
巻
九
号
。
 
 

三
七
七
 
 
 



〔
補
論
〕
 
 一

九
七
九
年
十
一
月
六
日
、
全
米
各
地
で
統
一
地
方
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
。
同
じ
日
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
住
民
投
 
 

票
も
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
住
民
投
票
に
は
地
方
財
政
支
出
を
制
限
し
、
地
方
自
治
体
の
財
政
膨
脹
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
 
 

た
「
提
案
四
号
」
が
付
さ
れ
、
賛
成
七
三
％
、
反
対
二
七
％
で
可
決
さ
れ
た
。
 
 

提
案
四
号
は
、
一
九
七
八
年
の
提
案
一
三
号
の
共
同
提
案
者
の
一
人
P
・
ガ
ン
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
同
氏
は
、
 
 

「
野
放
図
な
政
府
の
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
る
理
に
か
な
っ
た
提
案
」
′
と
、
自
画
自
賛
し
て
い
る
。
 
 
 

提
案
四
号
ほ
、
一
九
七
入
年
七
月
か
ら
一
九
七
九
年
六
月
ま
で
の
一
土
カ
月
間
を
基
準
年
度
と
し
、
各
自
治
体
は
、
地
域
内
 
 

の
人
口
と
消
費
者
物
価
指
数
も
し
く
は
一
人
当
た
り
個
人
所
得
が
増
加
し
た
場
合
に
の
み
、
調
整
措
置
と
し
て
基
準
年
度
を
上
 
 

回
る
支
出
を
認
め
る
。
そ
し
て
、
自
治
体
の
収
入
が
支
出
の
上
限
を
上
回
っ
た
場
合
、
各
自
治
体
は
二
年
以
内
に
減
税
や
公
共
 
 

施
設
使
用
料
金
の
引
き
下
げ
を
通
じ
て
、
余
剰
収
入
を
納
税
者
に
還
元
す
る
よ
う
、
義
務
づ
け
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
提
案
は
、
「
納
税
者
の
反
乱
」
「
歳
出
の
反
乱
」
の
趣
旨
、
目
的
を
一
歩
す
す
め
た
も
の
で
、
同
じ
流
れ
の
中
の
現
象
で
あ
る
 
 

と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
政
府
が
納
税
者
の
意
識
の
動
向
を
よ
く
く
み
と
ろ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
改
め
て
全
国
的
に
 
 

広
が
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
十
分
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
に
、
か
わ
り
 
 

。
 
 
 

ま
た
、
提
案
四
号
の
成
立
に
よ
っ
て
、
今
後
三
年
間
に
六
〇
億
ド
ル
の
減
税
に
な
る
と
の
見
込
み
が
、
一
部
に
は
あ
る
よ
う
 
 
 

㈲
 
田
口
和
夫
「
租
税
心
理
学
に
つ
い
て
」
税
務
大
学
校
論
設
一
二
号
。
 
 

（
一
九
七
九
年
八
月
二
六
日
了
）
 
 



（
参
考
文
献
の
追
加
）
 

一
昭
和
五
十
四
年
†
一
月
六
日
日
本
経
済
新
聞
テ
レ
ッ
ク
ス
欄
「
加
州
、
納
税
者
の
反
乱
再
び
」
 
 

ヽ
 
二
．
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
入
日
日
本
経
済
新
聞
「
効
率
貯
駁
行
政
観
め
ざ
し
自
治
体
の
支
出
む
制
限
仁
一
ー
米
れ
州
住
民
投
票
ゼ
可
 

決
」
 
 

三
 
石
原
信
雄
「
加
州
の
納
税
者
の
反
乱
一
年
の
回
顧
と
わ
が
国
の
地
方
行
財
政
」
租
税
研
究
三
五
九
号
 

五
 
「
光
を
向
け
ら
れ
る
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
経
済
」
財
経
詳
報
一
九
七
九
年
十
一
月
十
二
日
号
 
 

六
 
昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十
二
日
読
売
新
聞
「
本
社
全
国
世
論
調
査
か
ら
」
 
 

七
 
昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十
一
日
日
本
経
済
新
聞
「
『
増
税
』
を
さ
ぐ
る
③
 
－
 
選
挙
に
表
れ
た
国
民
の
反
応
」
 
 

八
 
川
田
 
剛
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
財
産
税
減
税
」
会
計
ジ
ャ
ー
ナ
ル
昭
和
五
十
四
年
九
月
号
。
 
 

（
一
九
五
四
ニ
ー
二
五
）
 
 

三
七
草
 
 
 

で
あ
な
。
．
㌧
し
か
し
、
提
案
四
号
が
実
際
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
も
つ
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
あ
る
。
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
導
 
 

入
す
を
」
と
に
よ
り
、
イ
ン
フ
レ
が
続
け
ば
、
歳
出
は
増
加
す
る
。
遡
に
、
イ
ン
フ
レ
郁
収
ま
れ
ば
、
歳
出
抑
制
の
し
わ
寄
せ
 
 

が
福
祉
面
忙
集
中
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
つ
の
日
か
、
括
り
戻
し
が
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 
 
 

日
本
で
も
、
財
政
再
建
問
題
に
か
ら
ん
で
、
納
税
者
の
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
課
税
庁
と
し
て
は
、
h
納
税
意
識
と
納
税
 
 

者
意
瓢
を
み
き
わ
め
り
っ
、
・
租
税
法
を
適
正
に
執
行
し
、
あ
わ
せ
て
、
歳
出
の
使
途
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
努
力
を
つ
づ
 
 

け
る
こ
と
が
L
、
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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別 表  

「政府と税に関する民衆の態度動向」  

一政府間関係諮問委員会（1977年）－  
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別表1   

あなたは，納税額に対して，どの水準の政府から最大の恩恵を受けていると  
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も近いのはどれですか0   

削減する。（c）サービスを増加するとともに増税する○ （d）意見なし   



別表3   

公共サービスと租税との関係についての次の主張のうち，あなたの見解に最  

（a）現在通りの租税とサービスを維持する。（b）サービスと租税をともに  

（1977年）  

（甲）   



も近いのはどれですか。  

維持する○（cトサービスを増加するとともに増税する。（d）意見なし。  

現在通りの租税とサー   サ←ビスを増加する  
ビスを維持する。  とともに増税する。   意見なし。  

1976．3  1975．5   1976・3l1975・5   1976・3l1975・5   

51   45   5   5   14   12   

50   46   6   4   12   10   
52   45   4   4   15   14   

51   47   5   6   12   11   
53   46   4   3   13   9   

45   47   7   3   15   11   
45   42   5   5   15   10   
59   45   3   3   15   19   

47   46   4   4   17   17   
53   46   3   3   13   8   

53   42   9   7   10   11   

52   49   10   8   10   7   

46   45   5   5   11   6   

50   52   4   3   15   8   

50   43   4   4   14   11   
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別表4   

公共サービスと租税との関係についての次の主張のうち，あなたの見解に最  

（a）サ←ビスと租税をともに削減する。（b）現在通りの租税とサ←ビスを  

サービスと租税をともに削  
減する。  

1976．3 】 1975．5  

全
男
女
 
 
年
 
 
高
高
大
 
 

歳
歳
歳
歳
上
 
 

2
9
3
9
4
9
5
9
以
 
 

～
 
～
 
～
 
～
歳
 
 

8
0
0
0
0
 
 

1
3
．
4
5
6
 
 

／
i
 
 

体
性
性
 
 
別
 
 

令
 
 

0
0
 
0
7
 
6
2
9
3
3
 
3
3
0
 
6
4
7
2
6
9
 
7
7
1
2
3
1
 
9
9
4
3
 
1
9
4
9
6
 
9
3
 
6
0
4
 
1
3
 
3
 
4
3
 
3
4
3
．
4
3
 
3
．
4
4
 
3
4
3
4
3
3
 
3
3
・
4
4
4
3
 
3
3
3
■
4
 
3
3
3
3
4
 
3
3
 
3
4
4
 
4
3
 
 
 

2
9
 
2
0
3
5
3
 
 

3
2
 
3
3
3
3
2
 
 

卒  満
卒
生
 
 

未
 
 

2
1
8
 
 

3
3
2
 
 

学  

専  門  家  
管  理  者  
書記・セー ルス  
工芸職人・班長  
その他手工人・サービス従事者  
農民・農業労働者  

幾  村  
旧  郊  外  
新  郊  外  

8
0
0
1
2
0
9
 
 

2
3
3
3
3
3
 
 

0
2
9
7
3
9
 
 

4
3
2
2
2
2
 
 

著
 
 

者
者
む
 
 

む
む
住
 
 

住
住
に
 
 

で
で
ト
 
 

族
族
一
 
 

家
家
パ
 
 

l
多
ア
 
 

｛
 
 都  市  

郡
部
都
部
 
 
 

東
中
 
 

北
北
南
酉
 
′
－
－
－
－
一
・
－
－
－
1
 
 
 別

 
 

域
 
 

地
 
 

8
8
1
7
 
0
5
4
8
2
 
1
・
4
 
8
3
7
 
2
6
 
 

2
2
3
3
 
3
2
3
2
3
 
3
2
 
2
3
3
 
3
2
 
 

000ドル未満  
000′－ 6，999ドル  
000′｝ 9，999ドル  
000′・ノ14，999ドル  
000ドル以上  

5
5
7
0
5
 
 

1
 
1
 
 
／
l
 
 
 

得
 
 
 

所
 
 
 

帯
 
 
 

世
 
 

白  人  
非  白  人  

子供なし家庭  

子供あり家庭  

自 家所有者  
賃  借  人  

（王雪空悪霊  

九  



（e）わからない  

（乙）  

（1977年）  

わから  
連邦所 得税  州所 得税  州売 上税  財産税   ない   

全  体   28％  11％  17％  33％  11％  

25  13  16  34  11  

31   9  17  33   9  

28  10  18  35  10  

31   9  20  25  15   

7千ドル未満   22   8  21  30  18   

7′－9．9千ドル   28  11  19  30  12   

世帯所得10′一14．9千ドル   31  10  18  37   4   

15′・■24．9千ドル   33  13  14  32   8   

25千ドル以上   31  13  14  38   3  

20  17  23  28  13  

32   9  15  37   8  

33  10  17  25  14  

25   7  15．  45   7   

農  村（Rural）   27  10  17  36  10   

郊  外（S－ユb－ユrb）   27  11  15  35  11   

30  10  20  29  11  

都市（City）（蔓芸芸聖；芸む             29  10  20  31  10   31  12  18  25  14   

人  
種（完自余   

28  11  17  34  10  

27  10  20  23  20  

子供なし家庭   26   9  17  34  14   

全  体   31  11  18  32   8   

12”17歳  

子供あり家庭    6′〉11歳   

31  13  18  31   8  

32  13  18  30   7   

6歳末満   29  10  17  34   9   

自家所有者   27  10  17  36  10   

賃 借 人   30  12  18  26  14  



別表5   

どれが最悪の租税一すなわち，もっとも不公平な租税－と考えますか。  

（a）連邦所得税 （b）州所得税 （c）州売上税 （d）財産税  

（甲）  

憶邦窟l鎧馴望引財産税ほカモ  

国 民 全 体  
8
 
6
 
4
 
0
 
 

1
 
1
 
1
 
2
 
 

0
 
5
 
1
 
7
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

5
 
9
 
3
 
4
 
 

3
 
2
 
3
 
3
 
 

9
 
4
 
2
 
8
 
 

2
 
3
 
3
 
1
 
 

全  体  

18′、ノ29歳  

30′一44歳  

45′・ノ59歳  

60歳以上   

全  体  

18′→29歳  

30′｝44歳  

45′・ノ59・  

60歳以上  

8
 
8
 
5
 
5
 
3
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
 

6
 
0
 
3
 
8
 
1
 
 

3
 
4
 
3
 
3
 
3
 
 

7
 
3
 
4
 
7
 
6
 
．
4
 
4
 
7
 
4
 
6
 
 
0
 
3
 
 
3
 
7
 
0
 
 

1
 
 
 
1
 
1
 
 
 
 
 
1
 
2
 
 
 
1
 
1
 
 
 
1
 
1
 
1
 
 

Q
U
 
9
 
2
 
9
 
1
 
 

2
 
2
 
3
 
2
 
2
 
 

1
 
0
 
6
 
1
 
9
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
 男  性  

0
 
9
 
5
 
0
 
4
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
1
 
 

0
 
0
 
6
 
8
 
S
 
 

3
 
3
 
2
 
2
 
3
 
 

9
 
8
 
5
 
4
 
5
 
 

2
 
2
 
3
 
3
 
1
 
 

7
 
9
 
8
 
4
 
7
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

女  性  

被 傭 者  

主  婦  

高 卒 以 下  

0
 
7
 
 

3
 
2
 
 

1
 
9
 
 

3
 
2
 
 

0
 
3
 
 

1
 
 
1
 
 

全  体 未満  
高卒  

高  卒  

体  

学生（Some）  

全   大 卒業生  

6
 
3
 
9
 
 

2
 
2
 
2
 
 

9
 
0
 
7
 
 

1
 
2
 
1
 
 

1
 
9
 
3
 
 

3
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3
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6
 
6
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3
 
 

3
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3
 
3
 
 

大  学  

経営者・専門家・管理者  

ホワイト・カラー  
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3
 
 

9
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2
 
3
 
 

全  体 熟練者 半熟練者 
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（e）わからない。  
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別表6   

どの税が最悪の税，すなわち，最も不公平な粗税と考えますか0  

（乱）連邦所得税 （b）州所得税 （c）州売上税 （d）財産税  

（甲）  

1975．5  

連  
邦  

所 得  
税  

全  体   28  11  23    29  10   

男  性   30  12  22    29   9   

女  性   26  11  24    29 12   

18′一29歳   33  12  25    26   5   

30′一軍歳   28  14  23    29   8   

年 令 別 40′→49歳   

29  12  19    33   9   

50”59歳   26  12  

60才以上   9  

高 卒 未満   10   

同  卒   29  12  20    32   9   

大 学 生   33  12  23    27   6   

専 門 家   29  13  19    30   9   

管 理 者   35  11  20    31   5   

書記・セールス   28  12  22    31   7   

工芸職人・班長   27  13  21    31  10   

その他手工人・サービス従事者   31  13  

農民・農業労働者   4  

農  村   9  

旧 郊 外   15   

新 郊 外   24  10  19    34  13   

29  

都  

市（圭買軍‡琵蓋芸 
21  

者  33   

非大都市（慧方都冨  

99，999人  
大都市（ 



1974．4  1973．5  1972．3   

連 州   州 財   わ  連 州   州  財  わ  連 州 州 財 わ   
邦  か  邦  か  邦  か   

売 産        売  産  
得 得   上  な  得 得   上  な  得 得 上  な   

税  

29  11  21  29  17  

9  

19   

8  

5  

9  

12   

33  10  17  20  10  

8  

12   

7  

9  

10   

30  10  21  28  12  31  11  20  28  10  19  15  ユ3  45  10   

31  10  18  29  13  28  12  

7   

三
九
六
 
 
 



別表6  

連
邦
所
得
税
 
 

州
 
所
得
税
 
 

州
 
売
上
税
 
 

財
 
産
 
税
 
 

わ
か
ら
な
い
 
 

0
 
7
．
4
 
0
 
 
9
 
1
 
0
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
1
 
 
 
1
 
1
 
1
 
 

0
 
4
 
5
 
7
 
 

3
 
3
 
2
 
2
 
 

7
 
1
 
2
 
3
 
 

2
 
2
 
2
 
2
 
 

5
 
4
 
6
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
6
 
3
 
1
 
 

2
 
2
 
3
 
3
 
 

北東部  

北中部  

南  部 西  部  

5，000ドル未満  

5，000′一 6，999ドル  

7，000′－ 9，999ドル  

10，000′・ノ14，999ドル  

15，000ドル以上  

地 域 別  

5
 
5
 
4
 
 

2
 
2
 
2
 
 

5
 
 

2
 
2
 

9
 
 

1
 

2
5
 
3
1
 
2
5
 
3
1
 
2
9
 
 

世 帯所得  
7
 
6
 
 

川
「
」
訓
 
 

3
 
3
 
 

0
 
6
 
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
 
1
 
 

1
 
7
 
 
7
 
 

3
 
1
 
 
2
 
 
 

2
 
 

2
 
3
 

2
 

1
 

8
 
0
 
 

2
 
3
 
 

白  人  

非 白 人  

子供なし家庭  

子供あり家庭（ 

自家所有者  

賃 借 人  

8
 
8
 
n
O
 
2
 
2
 
2
 
 



ますか。  
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別表7   

ここに現在のわが国の主要な税目があります。最も公平な租税はどれと考え   

付）連邦所得税 何州所得税 ケう州売上税 ⇔財産税 ㈲わからない。  

（イ）連邦   

所得税  ㈹所袋税l¢う売望税  

全
 
男
女
 
 

体
 
性
性
 
 

3
 
 
3
．
4
 
 
1
4
0
9
9
 
 

1
 
 
1
1
 
 
2
1
1
 
 

∩
プ
3
 
 

2
2
 
 

歳
歳
歳
歳
上
 
 

2
9
3
9
4
9
5
9
以
 
 

〓
二
～
歳
 
 

8
0
0
0
0
 
1
3
．
4
5
6
 
 
 

′
l
 
 

令
 
 

年
 
 

6
5
8
3
6
 
 

2
2
2
2
2
 
 

3
5
8
8
0
 
 

2
2
2
2
2
 
 

満
卒
生
 
 

兼
 
 学

 
 

卒
 
 

高
高
大
 
 

4
4
2
 
 

2
2
3
 
 

9
7
7
 
 

1
2
2
 
 
 

専  門  家  
管  理  者  
書記・セールス  
エ芸職人・：旺長  
その他手工人・サービス従事者  
農民・農業労働者  

非大都市（莞方都賀  

大 都 市（大呂≡ヲる33？品3笑遥聖人  

7
．
4
6
6
7
1
 
 

2
2
2
2
2
1
 
 

4
8
0
0
5
1
0
 
 

2
2
2
2
2
2
 
 

1
4
3
2
 
 

1
2
2
3
 
 

9
5
4
4
 
 

1
 
1
 
1
 
 

6
9
7
0
 
 

2
2
2
2
 
 
 

部
部
部
部
 
 

東
中
 
 

北
北
南
西
 
 

′
l
 
 
 

域
 
 

地
 
 

9
n
O
3
．
4
 
 

2
2
2
2
 
 

0
6
1
0
 
1
1
1
2
 
 

8
7
5
7
 
0
9
3
．
4
2
 
6
3
 
3
5
6
 
6
1
 
1
2
2
2
 
2
1
2
2
3
 
2
1
 
2
2
2
 
2
2
 
 
 

5，000′－ 6，999ドル  5，000ドル未満   7，000′・ノ 9，999 
10，000′－14，999ドル  ドル  15，000ドル以上  

8
7
3
6
5
 
 
6
2
 
 

2
2
2
2
2
 
 
2
2
 
 

9
5
3
6
．
4
 
3
5
 
2
5
3
 
2
7
 
 
 
1
1
1
1
 
 
1
1
 
 
1
1
1
 
 
1
1
 
 

所  
（  

世 帯  
（家族  

白  人  
非  白  人  

子供なし家庭  

子供あり家庭（壬雲璽瑠  

自 家所有者   
賃   借  人  

6
5
5
 
 
5
7
 
 

2
2
2
 
 
2
2
 
 



てみました○財産税に対する不囁の中で，どれがもっとも重要な理由となって  

ホ 増価は紙上  
のみで，売却し  
なければ住宅所  
有者の手もとに  
あるのに，当初  
の住宅購入価格  
以上の価格によ  
り課税する。  

ニ 家を持  
つことを断  
念させる。  

へ 財産税は  
他の税よりも  
急速に増加し  
てきた。  

チ 財産税が  
良税でないと  
いう見解には  
同意できな  
しヽ。  

2
 
2
2
 
0
2
1
4
2
 
2
3
0
 
9
0
1
2
3
5
 
6
2
2
3
 
6
8
1
3
 
1
1
ウ
山
1
3
 
2
8
 
3
0
0
 
3
9
 
 

1
 
1
1
 
1
1
1
1
1
 
1
1
1
 
 
 
1
1
1
1
 
 

1
1
1
 
1
 
 
1
1
 
1
1
1
1
1
 
1
 
 
 
1
1
1
 
1
 
 

5
 
5
．
4
．
4
4
4
1
9
 
6
4
．
4
．
4
2
5
5
2
1
 
9
5
6
3
 
3
3
8
4
 
7
6
▲
4
3
4
 
5
3
 
5
4
■
4
 
5
4
 
 

1
 
 

2
 
．
4
1
 
3
9
4
0
6
 
7
3
9
 
1
〇
．
4
0
0
8
 
8
2
1
．
4
 
0
2
2
5
 
0
0
8
1
3
0
U
 
2
2
 
1
3
3
 
3
0
 
 

1
 
1
1
 
1
1
1
1
 
 

1
1
1
 
1
1
 
1
1
1
 
1
1
 
 

1
 
1
1
 
1
1
1
1
 
 

1
1
 
2
2
1
1
1
 
 

1
 
8
．
4
 
1
9
8
0
4
 
7
7
6
 
6
5
8
7
5
2
 
3
〈
‖
0
0
9
 
1
〔
凸
6
5
 
7
4
9
8
6
 
9
．
4
 
2
0
1
 
8
6
 
 

1
 
 
 
1
 
1
 
 
 
 
1
1
 
1
 
 

1
3
 
2
 
 
1
 
 
ン
 
l
 
l
 
l
1
 
 

2
 
1
1
1
 
 
 
1
 
 

2
 
．
4
0
 
6
1
1
0
9
 
0
5
0
 
3
2
3
6
2
6
 
3
6
1
1
 
4
2
9
3
 
1
3
1
4
1
 
2
2
 
0
3
1
 
0
6
 
 

1
 
1
1
 
1
1
1
1
 
 
 
 
1
1
1
 
1
1
1
1
1
 
 
 
 
1
1
1
1
 
1
1
 
 
 
1
 
1
1
1
1
1
 
1
1
 
1
1
1
 
1
1
 
 
 

四
〇
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別表8   

財産税が良税でほないと人々が感じていると思われるいくつかの理由を掲げ  

いるでしようか。  

イ 低所  
得世帯に  
もっとも  
厳しい。  

ロ いつも  
はっきりと  

価
的
税
と
を
0
 
 

評
撃
納
加
果
す
 
 

再
衝
告
増
結
ら
 
 
 

，
申
の
う
た
 
 

ハ
ほ
な
額
い
も
 
 

い
の
づ
税
 
 

な
格
基
課
○
 
 

い
価
に
，
る
 
 

て
宅
価
て
れ
 
 

し
住
評
い
さ
 
 

全
男
女
 
 
年
 
 
高
高
大
専
 
 

体
性
性
 
 
別
 
 

令
 
 

7
 
6
7
 
4
0
5
9
3
 
2
5
0
 
1
4
2
1
9
7
 
2
 
2
2
 
2
2
2
2
3
 
3
2
2
 
2
2
2
2
2
r
∠
 
 

l
 
l
1
 
0
3
5
3
6
 
．
4
3
9
 
3
9
5
3
8
0
 
 

2
 
2
2
 
2
2
2
2
1
 
1
2
2
 
2
2
2
2
1
1
 
 

6
 
6
6
 
5
8
8
8
5
 
5
7
7
 
6
7
n
O
9
6
1
 
■
4
5
7
7
 
6
7
6
6
 
4
3
7
0
0
7
 
7
2
 
5
7
6
 
8
3
 
 
 

歳
歳
歳
歳
上
 
 

2
9
3
9
4
9
5
9
以
 
 

～
 
「
”
～
歳
 
 

8
0
0
0
0
 
 

1
3
4
5
6
 
 

未
 
 

卒
 
 

満
卒
生
 
 

学
 
 
 
門 家  

管 理 者  
書記・セールス  
エ芸職人・班長  
その他手工人・サ←ビス従事者  
農民・農業労働者  

非大都市（莞方都営  

8
2
2
1
 
1
6
7
0
 
 

1
2
2
2
 
2
2
1
2
 
 

5
5
4
9
 
4
8
7
6
 
 

2
2
2
2
 
2
2
2
2
 
 

・； 
、 

． 

ご、 

5，000ドル未満  
5，000′〉 6，999ドル  
7，000′・ノ 9，999ドル  

10，000（ノ14，999ドル  
15，000ドル以上  

6
4
9
5
0
0
 
2
2
 
0
2
6
 
■
4
6
 
 

1
1
1
2
2
 
2
1
 
2
2
2
 
2
1
 
 

2
4
0
2
9
 
5
7
 
Q
U
．
4
4
 
5
0
 
3
3
3
2
1
 
2
3
 
2
2
2
 
2
3
 
 

世 帯 所 得  

白  人  
非 白 

子供なし家庭  

子供あり！家庭（王雪空瑠  

自家所有者  
賃 借 人  



対し，連邦政府が特別援助を与えることについて，あなたは賛成ですか。それ  

賛成】反対】ゎからない  

2
 
2
 
9
 
0
 
3
 
9
 
2
 
7
 
9
 
5
 
8
 
3
 
5
 
1
 
9
 
2
 
4
 
5
 
2
 
 
1
 
8
 
 
3
 
 
2
 
2
 
1
 
2
 
1
 
 
1
 
 
 
1
 
2
 
 
1
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
1
 
1
 
 
、
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
1
 
1
⊥
 
l
 
 

因
価
〓
仙
錮
 
 

只
）
 
（
d
 
2
 
2
 
 
5
 
9
 
4
 
0
 
7
 
 
8
 
8
 
8
 
1
 
 
8
 
3
 
 
5
 
7
 
0
 
4
 
3
．
4
 
4
 
．
4
 
4
 
4
 
．
4
 
3
 
 
5
 
3
 
3
．
4
 
 
3
 
4
 
．
4
 
3
 
亡
U
 
 

0
 
3
 
n
O
 
5
 
 
5
 
9
 
8
 
1
 
0
0
 
 
4
 
8
 
7
 
7
 
 
2
 
5
 
 
1
 
8
 
8
 
 

4
 
5
 
4
 
3
 
 
3
 
3
 
4
 
5
 
5
 
 
3
．
4
．
4
 
4
 
 
5
．
4
 
．
4
 
▲
4
 
2
 
 

ニールセソ市場  

7千ドル未満  

7′一9．9千ドル  

10～14．9千ドル  

15′・■24．9千ドノレ  

25千ドル以上：  

北東部  

北中部  

南  部  

西  部  

世 帯 所 得  

地  域  別  

農  村（RuTal）  

郊  外（S11blユrb）  

全  体  

1家族だけで住む者  

多家族で住む者  

都 市（City）  

人   
垣（完占芸  

子供なし家庭  

1
 
8
 
 

4
 
5
 
 

7
 
4
 
4
 
2
 
 

2
 
 
．
4
 
5
 
4
 
1
 
 

4
 
 
．
4
．
4
．
4
・
4
 
 

5
 
 
 
4
．
4
．
4
 
7
 
4
 
 
 
4
 
4
 
4
・
4
 
 

全  体  

12～：17歳  

6”三11歳  

6歳末満  

子供あり家庭  

四
〇
二
 
 
 



別表9   

主要な中央都市は，現在財政危故にみまわれています。これらの中央都市に  

とも反対ですか。  （1977年）  

（申）   



別表10   

主要な中央都市の多くが財政困難におちいっています。これらの中央部市に  

対し，特別な財政援助を行うことに，賛成ですか。反対ですか。  

賛成l反対l意見なし  

令
 
 

金
 
男
女
 
 
年
 
 

体
 
性
性
 
 

8
 
 
7
9
 
 

4
 
 
4
4
 
 

2
 
 
0
0
4
 
 
9
0
9
3
7
 
 
7
0
6
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
1
1
 
 
1
1
 
 

5
7
 
 

4
3
 
 

歳
歳
歳
歳
上
 
 

2
9
3
9
4
9
5
9
以
 
 

〓
二
⊥
意
 
 

8
0
0
0
0
 
 

1
3
．
4
5
6
 
 

6
8
6
6
1
 
 

5
．
4
4
．
4
4
 
 

5
2
5
1
2
 
 

3
4
．
4
4
4
 
 

満
卒
生
 
 

未
 
 学

 
 

卒
 
 

高
高
大
 
 

6
9
9
 
4
4
4
 
 

7
1
5
 
 

3
．
4
．
4
 
 

専  門  家  
管  理  者  
書記・セールス  

工芸職人・班長  
その他手工人，サービス従事者  
農民・農業労働者  

3
5
7
9
2
9
 
 

5
．
4
．
4
．
4
5
2
 
 

2
5
9
0
9
5
 
4
4
3
4
3
4
 
 

5
0
4
1
9
6
 
 

1
1
1
 
 
2
 
 

け
P
β
 
 
ム
父
．
⊥
父
．
 
 

農
旧
新
 
都
 
 

3
6
1
0
0
2
 
 

3
▲
4
．
4
5
7
7
 
 

「
〇
2
8
0
9
0
 
 

5
4
．
4
4
1
2
 
 

2
2
1
0
1
8
 
 

1
1
 
1
1
1
 
 

i 

lュこ：・！  

－ 
・：ごト  

0
3
9
4
 
 

7
．
4
3
．
4
 
 

2
7
6
・
4
 
 

2
4
4
4
 
 

8
0
5
2
 
 
6
2
4
9
8
 
 

1
 
1
 
1
 
 
1
 
1
 
1
 
 

5，000ドル未満  

5，000ノ｝ 6，999ドル 7，000′・ノ 9，999ドル  
10，000′｝14，999ドル  
15，000ドル以上  

6
2
9
8
8
 
 

4
5
．
4
．
4
．
4
 
 

8
6
7
3
4
 
 

3
3
3
4
4
 
 世 帯 所 得  

白  人  
非  白  人  

子供なし家庭  

子供あり家庭（王塁翳霊  

自 家所有者  
賃  借  人  

7
0
 
 
6
0
0
 
 
4
6
 
 

4
6
 
 
4
5
5
 
．
4
5
 
 

3
9
 
 
2
9
9
 
 
5
1
 
 

4
1
 
．
4
3
3
 
．
4
3
 
 

O
1
 
 
2
1
1
 
 
1
3
 
1
2
 
 
1
1
1
 
 
1
1
 
 

四
〇
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別表11   

特別な目的にあてるため，州政府・地方政府にある程度の資金を供給すると  

ともに連邦政府ほ，レベニュー・シュアリングという援助を行っています0こ  

の仕組のもと，最良なものに使うため，年に約60鮭ドルを，州政府と地方政府  

は受けています。あなたは，このレベニュー・シェアリングという援助に賛成  

ですか，反対ですか。  

賛成恒対憬空  賛成恒対憬空  

体
性
性
 
 
別
 
 

令
 
 

全
男
女
 
 
年
 
 

6
9
 
2
6
1
6
6
 
 

1
2
 
2
1
2
1
3
 
 

2
8
 
■
4
3
1
2
3
 
 

6
5
 
6
6
6
6
5
 
 

3
0
 
1
0
4
0
0
 
 

2
2
 
2
2
2
2
2
 
 

5
2
 
5
7
5
8
7
 
 

1
2
 
1
1
1
1
2
 
 

∩
コ
1
 
9
7
3
8
6
 
 

5
5
 
5
5
5
5
4
 
 

5
0
 
9
7
6
6
8
 
 

2
2
 
1
2
2
2
1
 
 

歳
歳
歳
歳
上
 
 

2
9
3
9
4
9
5
9
以
 
 

”
ル
 
～
”
歳
 
 

8
0
0
0
0
 
 

1
3
4
5
6
 
 

満
卒
生
 
 

未
 
 
 
学
 
 

卒
 
 

高
高
大
 
 

3
7
7
 
 

3
1
1
 
 

7
7
9
 
 

2
1
 
 

3
0
0
 
 

5
6
7
 
 

0
3
1
 
 

2
2
2
 
 

5
0
0
 
 

4
6
6
 
 

2
3
3
 
 

2
2
2
 
 

専  門  家  
管  理  者  
書記・セールス  

工芸職人・班長  
その他手工人・サービス従事者  
農民・農業労働者  

農  村  

旧  郊  外 新  郊  外  

3
1
8
1
0
6
 
 

1
1
1
2
2
2
 
 

7
1
0
2
1
0
 
 

6
6
6
6
6
6
 
 

2
6
7
2
9
8
 
 

1
1
1
1
1
2
 
 

6
7
9
2
5
5
 
 

6
6
5
5
5
．
4
 
 

1
2
3
7
5
9
 
 

2
2
2
2
2
2
 
 

1
3
3
6
0
2
 
 

2
2
2
2
2
「
⊥
 
 

6
2
4
0
4
0
 
 

2
2
1
2
1
3
 
 

0
5
8
4
0
9
 
 

亡
U
5
5
6
6
6
 
 

0
3
8
0
0
6
 
 

2
2
2
2
2
1
 
 

0
2
4
6
0
5
 
 

2
2
1
1
2
1
 
 

7
0
1
3
9
5
 
 

2
2
3
2
2
1
 
 

7
8
5
7
7
5
 
 

4
5
5
5
5
5
 
 

著
 
 

者
者
む
 
 

む
む
住
 
 

住
住
に
 
 

で
で
ト
 
 

族
族
l
 
 

家
家
パ
 
 

1
多
ア
 
 

′
－
－
－
く
し
 
 
 

市
 
 

5
1
5
0
 
 

2
2
2
2
 
 

2
1
2
3
 
 

C
U
6
6
5
 
 

2
8
8
6
 
 

2
1
1
1
 
 

8
1
4
7
 
 

5
5
5
5
 
 

6
1
0
1
 
 

1
2
2
3
 
 

7
8
1
3
 
 

1
2
2
2
 
 

5）000ドル未満  
5，000′－ 6，999ドル  
7，000′－ 9，999ドル  

10，000′）14，999ドル  
15；000ドル以上  

8
9
■
4
7
2
 
2
0
 
7
8
7
 
1
7
 
 

3
2
2
1
1
 
2
3
 
2
1
1
 
2
2
 
 
 

8
5
3
■
4
1
 
5
3
 
3
7
8
 
3
7
 
 

4
5
5
5
6
 
5
5
 
5
5
5
 
5
5
 
 

4
4
8
0
7
 
 

5
6
5
6
6
 
 

0
0
8
．
4
4
1
 
 

1
1
2
2
2
 
 

4
6
3
9
7
 
3
7
 
0
5
5
 
6
6
 
 

1
1
2
2
2
 
2
1
 
2
2
2
 
2
1
 
 

世 帯 所 得  

白  人  
非  白  人  

子供なし家庭  

子供あり家庭  

自 家所有者  
賃  借  人  

1
0
 
 

2
2
 
 

1
．
4
 
 

6
5
 
 

0
7
9
 
9
8
 
 

2
 
1
1
 
1
1
 
 

1
2
1
 
3
7
 
 

2
2
2
 
2
1
 
 

9
1
0
 
8
5
 
 

5
6
6
 
5
6
 
 

黒豆・：・  



る産業活動に対し，租税特別措置やその他の奨励措置を与える法律を成立させ  

賛成l反対†意見なし  

㈲
㈲
囲
佃
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．
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0
 
0
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7
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■
4
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5
 
5
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5
 
4
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4
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5
 
 
5
 
．
4
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4
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5
 
5
 
4
 
 
4
 
5
 
 

4
 
9
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1
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7
 
7
 
7
 
1
 
 
 
0
 
8
 
0
 
9
 
 
2
 
3
 
 
5
 
7
 
3
 
 
7
 
9
 
 
5
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0
 
（
U
 
 
8
 
1
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
 
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 
 
3
 
3
 
3
 
4
 
 
4
 
3
 
 
3
 
3
 
3
 
 
3
 
2
 
 
3
 
 
3
 
3
 
3
 
4
 
 
3
 
3
 
 

4
 
2
 
3
 
0
 
 
 
2
 
6
 
9
 
9
 
7
 
 
 
3
 
3
 
8
 
9
 
 
5
 
3
 
 
5
 
4
 
5
 
 
2
 
5
 
 
5
 
 
4
．
4
 
3
 
3
 
 
4
 
5
 
 

l
 
l
 
l
 
 

l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 
1
 
2
 
 
1
 
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 
1
 
1
 
 

1
 
1
 
1
 
2
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「
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ニールセソ市場  

7千ドル未満  

7′、ノ 9．9千ドル  

10′・■14．9千ドル  

15′）24．9千ドル  

25千ドル以上   

北東部  

北中部  

南  部 西  部  

世 帯 所 得  

地  域  別  

村（Rural）  

外（Suburb）  

全  体 1家族だけで住む者 多家族で住む者  都一 市（City）  

人   
種（完自余  

子供なし家庭  

全  体 12′→17歳  

6′、ノ11歳  

6歳末満  

子供あり家庭  
四
〇
六
 
 
 

自家町有者  

賃  借  人  



別表12   

いくつかの州でほ，施設を設置したり，州内で現在の事業を拡大しようとす  

てきました0あなたは，こうした政策に賛成ですか，それとも反対ですか。  

（甲）  （1977年）  

賛 成  反 対  意見なし   

国 民 全 体   50％   36％   14％  

51  38  12  

54  35  11  

51  36  13  

45  33  22   

全  体   56   35   9   

18′）29歳   57   36   8   

男  

性 30～44歳   

61   34   5   

45′・■59歳   57   37   7   

60歳以上  49   36   15   

全  体   46   36   19   

18′－29歳   45   40   15   

女  

性 30′）44歳   

50   35   15   

45′一59歳   46   34   19   

60歳以上   40   30   29   

被  傭  者   46   40   14   

主  婦   47   34   19   

46  38  16  

高卒以下（蓋卒未箋  

44  36  20  

49  39  12   

59  31  9  

大 

学（…芸芸（Sこme）  

56  33  11  

64  28  7   

経営者・専門家・管理者   64   30   6   

ホワイト・カラ←   52   39   9   

47  38  15  

ブルー・カラー（重纂芸 
51  36  13  

．熟練者  44  40  16   

引  退  者   46   34   20  



税・財産税のうち，どれが最善の方法であると考えますか。  

四
〇
八
 
 
 



別表13   

あなたの州政府が，かなりの増税を必要とするならば，州所得税・州売上  

州所得税い‖売上税l財産税  

全
 
男
女
 
 

体
 
性
性
 
 

歳
歳
歳
歳
上
 
 

2
9
3
9
4
9
5
9
以
 
 

～
 
～
 
ル
 
～
歳
 
 

0
0
0
0
0
0
 
 

1
3
．
4
5
6
 
 
 

′
l
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別表14   

次の三つの主張のうち，あなた自身の答えに最も近いものは，どれですか。  
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別表15   

A 連邦政府がかなりの増税を必要とするならば，次のどれをその最善の方   
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